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三菱電機の海外拠点

菱宙機の海外拠点作りは,販売会社設立から始まった 1966年

に香港へ進出したのをはじめとし,'70年代初めには,米・英に進

出している

生産拠点、の展閉は'60年代初めに進出を開始し,'79年には米・英

にカラーテレビエ場を,斐亡その後,通イロ機・半導体などの分野に

も工場進出の拡大を1丁っている

今では,拠点進出国36筒国,海外生産会社は35社を数え,海外売

上高は1兆円に迫るに至っている
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巻頭

取締役副社長

技術本部長・開発本部長

工学博士岡久雄

謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

昨年の日本経済は,株の下落,公定歩合の相次ぐ引き上

げ,不透明な中東湾岸情勢等,景気の先行きに不安を抱か

せる数々の材料が出始めました。個人消費,設備投資共に

'80年代後半のような高水準を維持できるかどうか微妙な情

勢になってきました。日本はこのような情勢の中で,政治

的にも経済的にもますます大きな国際的な責任と義務を負

うことが期待されております。

電機産業においても不透明感は増大しております。しか

し,産業界を先導する業界として,引き続き技術開発に力

を注ぐ必要があります。また,環境問題にも心を配り,人

にやさしい技術,地球にやさしい技術で,社会の健全な発

展と成長に貢献していかなければなりません。

当社においても,時代に即し,また事業に密着した技術

開発を進め,社会の発展に貢献して参りました。その過程

で,経営の重要な要素として,研究開発の役割はますます

高まりつつあります。

昨年は,電子システム研究所を設立し,防衛・宇宙分野

での開発力をさらに強化しました。また,'89年末に完成し

た西部基礎研究棟も徐々に活動を始めており,21世紀を目

指した研究を行っています。基礎研究だけでなく,情報通

信,半導体を始め,電力・エネノレギー,家庭電器,宇宙,

新素材など広範にわたる研究開発に努力し,光ニューロチ

ツプの開発など,多くの成果を上げて参りました。

電力・エネノレギー分野では,電力需要の増大と電力の高

品質化に対応するため材料等の基礎からA1応用の先端技

術まで,総合技術を駆使した発電から変配電にいたる開発

と製品化に高い技術力を示しました。特に分路りアクトル

一体形変圧路,雷インバノレス耐電圧レベノレ低減形550V

GIS,タンデム 2極1,00OMW級タービン発電機回転子,電

力系統運転操作訓練シミュレータ等は,高い先端技術力を

示す製品でありました。

産業システム・機器の分野では,生産現場の合理化・効

率の向上を目的として工場内の情報化・システム化に向け

た開発を進め,市場のトータノレシステム化の二ーズにこた

えています。特に,熟練作業者なみの作業を可能としたフ

アジイ制御放電加工機や,専用マイクロプロセッサ搭載シ

ケンサ,32ビットマイクロプロセッサ採用のロボットコ

ントローラやプラント知識の追加変更が可能なエキスバー

ト自動化システムなどを開発しました。

宇宙・衛星通信の分野では,地球観測プラットホーム衛

星のシステムインテグレータに指名され開発に着手すると

ともに,地球資源衛星(ERS-1)及びスペースフライヤユ

ニツト(SFU)の開発も進めています。一方,衛星通信で

は,スーパーバード衛星を利用した社内教育サービスを開

始しました。また,データ伝送ネットワーク及び国内外の

地球局関連についても開発及び製品化の実績を上げています。

情報通信の分野では,、顧客の問題解決を提案できるソリ

ユーションビジネスの推進゜を旗印に,戦略的情報通信シ

ステムを構築するためコンピュータ及びネットワーク機器

を開発しました。コンピュータ分野では,ソリューション

提供のためのシステムとその主要構成要素であるハードゥ

エアの開発を行いました。通信分野では,高速・広帯域化,

マノレチメディア化,パーソナノレ化に対応した開発に注力し

ています。

半導体・電子デバイス分野では,製品の高機能化,多機

能化,低消費電力化を進めるとともにASICも多数開発し

ました。特に, DRAMは,2層メタル構造を当社製品で初

めて採用した第二世代の4Mビットの開発を完了し,アク

セスタイムの25%高速化と,消費電力の20%削減を達成し

ました。16MDRAMは,新スタック型セノレを開発し,製品

化の技術的目途を確立しました。

建築関連設備分野では,人にやさしいエレベーターグ

ランディ>の発売と超高速エレベーターのインバータ化,

冷凍空調ではフロン規制対応機種の充実,冷暖房同時運転

マノレチエアコンの製品化を進めました。また,照明環境重

視の設計支援を行うコンピュータグラフィックシミュレ

ーションシステム,ビル管理システム,多機能IC力ードを

用いた高セキュリティの入退室システムなどの製品も開発

しましナ,。

交通分野では,世界の趨勢である高速化への二つの流れ

に対し,積極的な開発を推進しています。ーつは在来新幹

線の高速化で,東京~大阪2時間半運転を目指すシステム

ヘ,他のーつは超電磁気浮上式鉄道で,山梨実験線へ向

けた開発に大きく貢献しています。さらに, A1応用のユー

ザー業務支援システムを始めとして魅力ある交通システム

へ向けた研究開発に参画しています。

自動車分野では,燃費や排ガスを改善するためエンジン

制御は一層の高精度化に加えて安全性,利便性力阿金く要望

されています。安全性については発進加速性や旋回加速性,

さらには,トラクションコントローノレシステムの開発,利

便性については車載情報システム,特に,地磁気センサを

使ったマップマッチング方式と,複数個のGPS衛星を使っ

た衛星航法を併用した高精度ナビゲーションシステムの開

発を進めました。

家電関連機器分野では,最適運転や使いやすさを向上す

るファジイ制御を冷蔵庫,ジャー炊飯器,石油ファンヒー

ター等に導入しました。省エネと快適性を同時に実現する

電気力ーペットとエアコン・石油ファンヒーターとの暖房

ネツトワークシステムを開発しました。高出力・高効率の

単相20OV電源電磁調理器,時問別料金制対応温水器や,直

接光,間接光,明るさ,光色等を組み合わせ,生活シーン

を演出する照明器具を提案しました。

今年は,米国の景気後退が本格化し,日本経済も厳しい

環境におかれることでしょう。このような状況下で,企業

活動を続ける底力とするために,技術開発の重要性は一層

増しております。
^

経済と技術において国境は消えつつぁります。当社^,

では,製造と販売については世界各地に拠点を設けてあり

ますが,これからは研究開発の拠点も世界に広げていきま

す。そして,川上から川下までの種々の段階での活動を通

じて,世界経済の発展に資する所存です。

言



研究

ピックス 1.

PHB電場多重光記録
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電場多重記録の概念

フォトケミカルホールバーニング(PHB)を用いた光記

録は,波長入,のレーザ光を用いて特定の色素分子のみを光

化学反応させ,色素の吸収スペクトル中の特定波長位置入,

に吸光度のくぽ(凹)み(ホール)を生じさせ,そのホールの

有無を信号として用いる。よって,記録媒体のX-Y面上

、膨今',-1 ノⅣ1 -・の式'
号水矢龝号り'

吸光度

電場

光の波長

のーつの記録スボット中に光の波長次元で多重記録力新テ

え,記録密度が現行の光記録方式の1,000倍以上の超高密度

な将来の光記録として期待されている。さらに, PHB光記

録では,光の波長次元以外に電場次元での光多重記録をも

可能とする。すなわち,色素の吸収スペクトル特性を試料

へ印加した電圧強度で制御し,各電圧強度下でホールを生

成させ,電場次元でホール多重形成を行う。このホールの

有無を信号として用いれば,電場次元での多重光記録が行

える。電場多重の高効率化には,波長多重の高効率化が基

本条件となる。

当社では,キノン系色素を用いた材料系で600多重以上の

世界最高のPHB光記録材料を既に開発している。その成果

を基に,現在は電場多重の研究を行っており,キノン系色

素を用いた材料系では初めてのPHB電場多重光記録に成

功した。電場次元だけの多重記録を行えば,光源の波長が

ーつですむ利点を持つとともに,波長多重記録と組み合わ

せれば,記録密度を更に10倍以上増大させることが可能と

なる(図参照)。この研究開発は,当社がNED0から委託を

受けて実施したものである。

エキシマレーザリソグラフィー

a o.3μm酉酔泉ハターン

エキシマレーザ露光技術は,64M DRAMに代表される

0.3μmレベルの超LS1の露光技術として,開発が進められ
てぃる。光源を水銀灯(g線=436nm, i線=365nm)から

KrFエキシマレーザ(λ=248nm)に変更し,露光波長の短

波長化による,解像力の向上を目指している。

光源は,狭帯域化したKrFエキシマレーザ(△入一 3Pm)

を用い,5:1の縮小投影レンズを介してウェーハ上にパ

ターンを転写する,ステップ&りピート方式を採用してい

る。レジストは,この波長に対して高い透過率を持つビニ

ル樹脂をべースとする,アルカリ可溶な材料で構成されて

いる。このレジストは,光照射部のみに酸触媒が発生し,

朋B4 25KU X5B,B舶
(b) 0.4μmコンタクトホールハターン

加熱によって架橋反応が逐次進行する化学増幅反応を利用

したネガ型レジストである。レジスト膜厚1μmにて,感度

70mJ/cm0で0.3μmレベルのパターンが形成可能である。図

仏)に0.3μm配線ハターン,図(b)に0.4μmコンタクトホー

ノレノぐターンを示す。

エキシマレーザ露光と,化学増幅型レジストを用いて,

64M DRAMを始めとする0.3μm超LS1の基礎技術を開発
中であり,さらに,急しゅんな段差を持つ実デバイスに対

応した問題点を改良するため,レジスト材料の改良,多層

レジストプロセスの開発,位相シフト露光法等の開発を行

つている。
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分散型機械翻訳システム

ーーーつト

HD-20

1 11

ネットワーク(TCP/1P)

ψ側1

MELCOM-PS111

翻訳サーバ

a ンステム構成

A 17ークステーション MELCOM-PS1Ⅱ上で動作

する日英機械翻訳システム MELTRAN-JE は,今ま

ではスタンドアロンタイプであったb すなわち,翻訳機1

台を同時に使用できるユーザーは一人に限られていた。そ

の制限をなくし,利用効率を高めるため,ネットワークを

介して複数のユーザーが同時に翻訳サービスを受けられる

ように,サーバクライアントモデルを用いた分散型のシス

テムを構築した。サーバ(翻訳サービスする但のは,複数の

ユーザーを常に監視しており,翻訳の依頼が送られてくる

と優先順位に従って処理する。翻訳の依頼は2種類のモー

ドがあり,対話翻訳が一括翻訳よりも優先して処理される。

また,クライアント(翻訳依頼する倶Dとサーバとの通信を

ファイル転送のみを用いて可能としたため,クライアント

4XyJ ....

OCR

,

,'ノ

,

翻訳クライアント

χγ。

ノ、イビジョンVTR

当社は,いち早く業務用ハイビジョンVTRの開発に取り

組み,死インチカセットを用いて63分間の高画質録画がで

きる第一世代機HD-10を既に開発済みである。

今回,ハイビジョンの本格的普及に向け, HD-10を更に

小型化し,高画質化,高音質化及び多機能化を図った使い

勝手の良い実用機HD-20を開発した。このVTRの主な特

長は次のとおりである。

①最新の大容量メモリを導入した合理化設計を行い,信

号回路の大部分を占めるディジタル回路を小型化するとと

もに,電源部のコンパクト化等を行った。これらにより,

HD-10に比べ体積比で殆(100ι)の小型化を実現してい

る。

②高画質化の一環として,三次元ディジタル処理による

色信号用ノイズリダクション回路を新開発し,色信号S/N

を3dB改善することにより,高精細でより臨場感のある鮮

明なハイビジョン画像を再現している。

③ 4チャンネルの音声を映像と別領域にディジタル記録

b 翻訳クライアント(MAXY+OCR)

には機種依存性がなくなった。そのため,ネットワークに

接続可能なほとんどの計算機がクライアントとして,すぐ

にでも利用できることになった。さらに,パーソナルコン

ピュータ MAXY 上には特別に対訳型編集機能,日本語

OCRなどを装備した翻訳クライアント専用のインタフェ

ースを用意し,快適な翻訳作業環境を提供した。この結果,

翻訳・辞書管理はサーバ側,日本語入力・編集・データ管

理はクライアント側,というように機能分散がなされ,そ

れぞれのユーザーは翻訳機能を優れた操作性で利用可能と

なり,システムとしてのコストパフォーマンスが大幅に向

上した。

ハイビジョンV丁R

する音声PCM記録方式を新開発し,プロ用PCM録音機と

同等の高音質を実現している。 4チャンネル化により,ハ

イビジョンの3-1方式4チャンネルステレオ等に対応で

きる。

④フィールドメモリを応用した新スピードサーチ方式を

開発し,ノイズレス画像によるサーチ機能を実現,併せて

スチル(静止画)再生機能も実現し使い勝手を高めている。

゛
一

一
●
三

二
一
一

'
一
一窪三

凶
ヤ



電力・エネルギー

トピックス 2.

東北電力株総合技術訓練センター向け電力系統運転操作
訓練シミュレータ

運車五操作司峠凍シミュレータ

このシミュレータは,総合技術訓練センターに平成2年

12月搬入後,現地調整試験を実施しており,平成3年4月

から運用開始の予定である。中央給電指令所・給電指令所・

制御所の3階層にわたる総合訓練が可能であり,事故時復

旧操作に重点をおいて訓練が実施される。システム構成は,

制御用計算機3台と共有メモリを介して接続しており,指

令台8卓(4,800画素CRT16台),可変表示系統盤2式から

なる大規模システムである。

このシステムの特長は,以下のとおりである。

①つの訓練室があり,中央給電指令所・給電指令所・

制御所の3階層にまたがる単独・複合・総合訓練を実施

できる。

②事故時の主保護・後備保護りレー動作による遮断器ト

リップ等の事故波及現象を故障計算により,実系統と同

じょうに模擬しているため,臨場感のある訓練を実現で

きる。なお,主保護・後備保護りレーの整定データは,

系統保護りレー整定管理システム(PROTONS)のデー

タベースから供給される。

③系統監視盤は,高精細70インチビデオプロジェクタ

(8台)によるマルチスクリーン方式の採用により,被

訓練者に対応した切替表示と保守の容易化を図ってい

る。なお,系統監視盤の表示はEWSを用い高速表示が可

能であり,また表示用のデータも追加・修正を簡単に行

うためのサポートソフトを完備している。

タンデム2極タービン
発電機回転子

電力需要のおう(旺)盛な増加,機器容量増大

による経済性の追求などから,火力発電所向け

タービン発電機の一層の大容量化を推進する機

運がある。当社では,タンデム 2極1,00OMW級

タービン発電機の回転子モデルを製作し試験中

である。その概要を以下に紹介する。

a) 2極,1,00OMW級タービン発電機の回転

子径は,従来の最大径を上回る46インチ級であ

る。遠心力の増大に伴う材料の高強度化と主要

部品の信頼性検証のため,実機と同一断面で鉄

心長を2mに縮小した回転子を製作した。

②回転子軸材はNi-cr-MO-V鋼とし,大

型鍛鋼品としての信頼性を確保するとともに,

耐力を80kg/mm.級とした。りティニングリン

グ材は,耐SCC(応力腐割れ)性に優れた18Mn 18Cr鋼と

し,耐力を130kg/mm゜級とした。

③電気設計と機械設計の整合を図るため,各種の回転子

断面を有限要素法によって解析し,最適な断面を決定した。

菱電機技報・ V01.65 ・ NO 1 ・ 199]

ι

2極1,00OMW級ターヒン発電機回転子モデル用シャフト(スロット加工後)

④機械試験では定格速度(3,60orpm)及び20%過速度に

おける回転子各部の応力を計測し,また,電気試験では定

格ガス圧5kg/cm槍において定格界磁電流を通電して回転

子コイル各部の温度を計測し,回転子の信頼性を検証する。
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分路りアクトルー体形変圧器

中部電力総東信変電所へ世界初の分路りアクトルー体形

変圧器を納入した。

この複合変圧器は,構造上自由度の大きい外鉄形変圧器

の特長を利用して275/フ7kv,250MVA変圧器に,フ7kv,

20MVA分路りアクトルを一体化したもので,変圧器のヨ

ーク鉄心と分路りアクトルのシールド鉄心を一部共用した

構造となっている。

複合一体化により得られた効果は,次のとおりである。

a)据付けスペースが縮小でき,基礎の設置費用が低減

できた。

②分路りアクトル分の損失力辺/4に低減できた。

③重量・油料が軽減された。

④輸送や据付け工事が変圧器1台分で済み,軽減でき

た。

⑤機器運用上は単独設置の場合と変わらない。

上記の据付けスヘース縮小効果は,屋内式変電所の場合

顕著となり,次期地下式変電所では,275/154/31.5kv,450/

450/135MVA変圧器に31.5kv,40MVA分路りアクトルを

複合一体化したものが導入される。これにより,同変電所

イ氏減LIWL550kv GIS

近年,高性能避雷器適用による変電設備の絶縁合

理化が積極的に進められている。このような技術動 醐 目^

向を踏まえ,雷インバルス耐電圧レベル(LIWL)を

従来の1,80okVから1,425/1,聞okVに低減した新形

550kVガス絶縁開閉装置(GIS)を開発した。このGIS ーーー 盲 勇
.

は,実績ある従来品をべースに最新の設計・製造技
熱透撫、゛宅.^ じ ^

術を導入することにより,より一層の縮小化と信頼 、.',シ

度向上という社会二ーズに合致した機器構成となっ 、
..

yている。 '^
弔^

縮小化という面では,低減UWL設計に加えて大 i

口径アルミ容器・導体黒化処理などの大容量通電技 、 X

/術を適用し,8,00OA定格品においても約80%の機器 '、、 1

、、、^
^

小形化を図るとともに,主母線三相一括化・母線一 、、、 1

>
、、、、、

体形断路器などの複合化技術の導入により,大幅な

据付け面積削減を達成した。また,信頼度向上の観
..

点からは,三次元電界解析技術などの最新設計技術

及び三相一括形絶縁スペーサに代表される大口径絶

縁物設計・製造技術を駆使するとともに,容器内混
新形550kvGIS長期課・通電試験状兄

入異物に対する絶縁信頼度向上などについても十分

配慮された設計となっている。性能検証については規格に 状態を模擬した各種実用性能検証試験を実施し,ハイブリ

定められた項目のほか,1ユニット据付け状態での課電開 ツドタイプ及びフルGISタイプのいずれの形態においても

閉試験・接地線誘導電流測定・長期課通電試験など実運転 十分な性能を持っていることを総合的に確認した。

'r l
,

゛、

275kv,250MVA分路りアクトルー体形変圧器

ではりアクトル室が不要になるなど,大きな効果を発揮し

ている。

同様に,沖縄電力鵠北那覇変電所向けにスペース縮小を

目的として,132kv,20MVA分路りアクトルを同ータンク

に内蔵した132/66kv,20OMVA変圧器を製作中である。
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産業用システム・機器

ツクス 3.

圧延機用サイクロコンバータ
駆動同期電動機の完成

a 圧延機用サイコロ

コンバータ駆動

同期電動機

当社では,圧延機駆動用として,既にサイクロコンバー

タ誘導電動機駆動システムくMELVEC9000 を多数納入

し,順調に稼動しているが,このたび,電源力率を改善す

るために,同期電動機を力率1に制御して駆動するサイク

ロコンバータ同期電動機駆動システム MELVEC900OS

を完成,納入した。

同期電動機は力率1運転が可能であり,誘導電動機に比

べて電源容量が小さい,小形軽量であるなどの利点を持っ

ている。また,弱め界磁範囲でのモータ電圧上昇抑制が可

能なため,電源力率の向上を図ることができる。

今回,製作した同期電動機の定格は,フ,oookw,35/70

rpm,過負荷耐量225%で,単機では世界でも最大級のトル

砥、

形彫り放電加工機"Vシリーズ"

32ビットCNC装置を組み込んだNC形彫り放電加工機

"Vシリーズ"を開発した。"Vシリーズ"は,世界で初め

てファジイ制御を導入した放電加工機であり,加工性能の

向上とともに大幅な省スペース化,操作性の向上などのユ

ーザーの二ーズにこたえたものであり,その主な特長は次

のとおりである。

①従来の制御技術では,自動化が難しかった加工状態認

識と操作量決定に熟練者のノウハウを取り入れたファジイ

制御を導入し,だれにでも熟練者なみの不安定加工回避と

加工速度を実現できるようにした。

②機・電・タンク密着構造化により,設置スペースを半

減した。機械高さについても,新Z軸駆動機構を採用し改

善した。さらに,電極・工作物の位置決めなどの段取り作

業に,必要な作業半径を移動しなくても手を伸ばせば届く

距離とした。下記にXYストローク350mmX250mmのV35

F機の従来機比較値を示す。

●設置スペース従来:フ.5→今回: 3.8m'

従来:2,630→今回:2,210mm●機械高さ

従来: 1.4→今回●作業半径 0.6m

(3) ACディジタルサーボによる0.1μm/パルスのピッチ

^

b

クを出力するものである。圧延材かみ込み時の衝撃トルク

に対する機械的強度解析,通風回路解析,及びべクトル制

御のための同期電動機の回路定数解析などを行い,十分な

信頼性を持つものとしている。

サイリスタ変換装置にはヒートパイプ冷却方式を採用

し,装置の小型化を図っている。制御装置は,マイクロプ

ロセッサと複数のディジタルシグナルプロセッサ(DSP)

を用いたマルチCPU構成とし,高信頼,高速かつ高精度な

演算を可能としている。さらに,故障診断,データトレー

ス,上位コンピュータとの制御・監視伝送などの機能を備

え,保守性・操作性の向上を図っている。

サイクロ

コンバータ変換器盤

形彫り放電加工機

゛Vシリース"

エラー補正やきめ細かな駆動制御により,高精度なテープ

ル送りと高速応答の極間サーボ制御を実現した。

④ティーチング機能と連動した自動プロ,使用電極本数

と連動した加工条件検索機能,3軸同時表示付きの多機能

な手元操作機能,マルチウインドウライクな2分割画面表

示機能などの特長ある操作機能を搭載し,電極・工作物の

位置決めや加エプログラミングなどの"段取り"作業性を

向上した。

園
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高機能・高性能シーケンサ《MELSEC-AnA》

現行のシーケンサAシリーズの上位機種として,新たに

高機能・高性能シーケンサ MELSEC-AnA を開発した。

シーケンサの市場への浸透とともに高度化・多様化するユ

ーザー要求にこたえるため,"AnA"では機能・性能をシー

ケンサに最適化した業界初のシーケンサ専用マイクロプロ

セッサ"MSP"(Mitsubishisequence processor)を1虫自

に開発し,搭載しナこ。これにより,現行Aシリーズとの互

換性を保ちつつ,処理能力面・命令面・RAS・デバッグ機

能面・メモリ容量面の飛躍的な向上を実現した。

特に処理能力面ではユーザー実用状態に即した総合的な

処理能力を向上させ,1μS当たりの平均処理命令数(PC

MIX値)で比較すると現行AシリーズCPUの9~13倍の高

速性を実現しており,中でもシーケンサの基本命令である

シーケンス命令では世界最高速である150nSを達成してい

る。

メモリ容量面では,従来の約4倍のデバイスメモリを内

蔵し,またCIM・FA化のための重要な機能であるデータリ

ンクについても容量を4倍とし,使い勝手を向上させ,かつ

従来の MELSECNET と混在使用可能な MELSEC

NET Ⅱを装備することにより,より大規模・複雑な制御

に対応可能となっている。

横浜市下水道局港北下水処理場納め
オンラインエキスパート自動化システムの完成

水処理プラントの大規模・複雑化に伴い,

その運転操作業務において,①緊急時の適切

な判断と迅速な対応,②ユーザーの経験則の

制御論理への反映,③プラント動作の透明化,

④運転ノウハウや知識の伝承と共有化,⑤ソ

フトウェア改修の容易化など高度な自動化の

要請が一段と強まっている。

当社では,横浜市当局の御指導の下,主コ

ンピュータ(M60/200), A17ークステーショ

ン(GX-700の,コントローラ(M710)から

なる階層分散型エキスパート自動化システム

を完成した。

このシステムの特長は,次のとおりである。

①りアルタイムの高速推論ができる。②自動的に制御や診

断を実行するとともに,その状況の説明や背景的知識の解

説を示すことができる。③階層型の表形式の推論ルール及

び関連する図面や映像による解説も含め,すべてのプラン

ト知識の追加・変更がユーザー自身でできる。このような

点でこのシステムは,従来システムに比べて画期的なもの

七

J

麹,、

a 高機能・高性能

ンーケンサ

MELSEC・

AnA

b シーケンサ専用

マイクロフロセ

ソザMSP"

階層分散型エキスハート自動化システム

M60 200

であり,運転性や保守性を飛躍的に高めている。

現在,雨水ホンプ制御及び受変電・発電・ポンプ設備の

重故障時の緊急対応と診断に適用され,現場で順調に稼働

してぃる。将来的には,下水処理場の運用管理の教育研修

及び水処理や汚泥処理プロセスの制御や設備診断への適用

が予定されている。
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宇宙開発と偉遲週言

地球資源衛星1号(ERS・1)搭載用合成開ロレーダ

トピックス 4.

アン丁ナ部

・Υ

送受分波部

受信
ノ、ノしス

コンパイナ

観測周波数

偏波

オフナディア角

地表分解能

走査幅 75km

雑音等価後方散舌L係数(δ)・20.5dB以下

S/A 14d8以上

(レンジ方向) 子化ビット数 3 ヒット

(アジマス方向,ルソク数3)出カデータレート 60Mbps

ERS-1搭'用合成開ロレーダのフロック図及ひ主要諸元

1992年2月に打上げ予定のERS-1搭載用合成開ロレー

ダは,地球資源探査を主目的として,農林漁業・環境保全・

防災・沿岸監視等に役立てるため,通産産業省が開発した

我が国初の分解能18mの映像レーダである。

このレーダは,アンテナ部及び送受信部/信号処理部か

高出力増幅部

受信部

ビデオ

送信ユニソト

ノνレス発生部

信号発生部デバイタ

L パンド(1,275MHZ

H-H直線(水平偏波送受信)

35度

18m

18m

Q
ビデオ

信号処理部

1チャネンルデータ

Qチャン才、ル丁ータ

制御髭

送受信部

ら構成されている。当社は,
.

システム設計インテグレ

ーション及びアンテナ部の
ESR-1用合成開ロレーダアンテナ

製造を担当している。

合成開ロレーダは,マイクロ波を地表面に照射し,その

反射波を受信することにより,地表面の起伏・凹凸・傾斜・

特性等を観測する能動型センサである。マイクロ波を用い

ているため,昼夜天候に左右されずに観測できるほか,ア

ンテナの合成開口技術及び受信信号のパルス圧縮技術の利

用により,通常のレーダに比べて格段に高い地表分解能が

得られるという特徴を持っている。

アンテナ部は,8枚のパネルから構成され,Ⅱ.9mX2.4

m,139蚫,利得33.5dBの大型展開構造物であり,打上げ時

にはびょう(屏)風様に折り畳んで収納されている。軌道上

に投入された後,地上からのコマンドによって 3段階のシ

①90 回転,②両翼伸展,③オフナディア傾斜ーケンス

を経て展開され,75km幅の地表を18mの分解能で観測

が可能となる。

皿■

従来の推進系では必要推進剤

の重量が増大し,他の機器のー'゛々ー^@

の

搭載量を圧迫するようになっ

た。技術試験衛星Ⅵ型^

(ETS-VD では,この問題マ
.J

を解決するために,静止軌道
ETS一Ⅵ搭載用イオンスラスタ の南北軌道制御用としてイオ

ンエンジン装置が開発された。イオンエンジンは,推進剤

を電気エネルギーによってイオン化し,高電圧でイオンを

加速,放出することによって推力を発生する電気推進機の

ーつで,高い比推力(単位重量当たりの推進剤の発生する力

積)を持つことを特長としている。 ETS一Ⅵに搭載される

イオンエンジンは,推力20mN級で,推進剤としてキセノン

(xe)を使用し,化学推進系に比べて約10倍の比推力を持つ

ものである。このため,推進剤の搭載量を大幅に軽減する

ことができ,通信機器等のミッション機器の搭載量をより

多く確保することが可能となった。当社は,宇宙開発事業

団及び航空宇宙技術研究所の御指導により,サブシステム

の取りまとめと主要なコンポーネントであるイオンスラス

タ系の開発を行ってきた。イオンエンジン装置は,軌道制

御を行うために必要な機能,性能を満足することを確認す

る開発試験を既に終了し,現在,フライトモデルの製造段

階にある。

イオンエンジン動作原理

人工衛星は,軌道に投入された後も,その軌道や姿勢を

制御するために推進系を必要とする。この目的のために,

ヒドラジン等を推進剤とする化学推進系(ガスジェット等)

が用いられてきたが,衛星の大型化,長寿命化によって,
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宇宙実験・観測フリーフライヤ(SFU)用航法誘導制御計算機

NGCC外観

SFU航法誘導制御計算機(NGCC)のエンジニアリング

モデル(EM)を開発した。SFUは,我が国初の軌道上回収・

再利用を行う宇宙機であり,文部省,科学技術庁,通商産

業省の3省庁合同で開発が進められている。SFUは1994年

にH一Ⅱロケットで打ち上げられ,約6か月間の運用の後,

スペースシャトルによって回収される予定である。当社は,

このプロジェクトに,システムインテグレータ及び主要サ

ブシステム担当メーカーとして参画している。

NGCCは,SFU航法誘導制御サブシステムの主要構成品

であり,以下のような特徴をもつ。①従来の姿勢決定・制

次期放送衛星地球局空中線設備

平成2年以降打上げの次期放送衛星3号(放送衛星BS-

3a及びBS-3b)に対向し,24時間衛星放送を行うための地

球局空中線設備を日本放送協会及び日本衛星放送側へ納入

した。

この設備は各々 2台のアンテナ装置(融雪装置付き),接

続機構部及びアンテナ駆動制御装置で構成され,主要性能

諸元は以下のとおりである。

●主反射鏡直径:7mφ

●アンテナ形式:カセグレンアンテナ

●周波数帯域:送信 14.0-14.5GHZ

受信 11.フ-12.2GHZ

●利 得:送信58.odB (14.OGHZ)以上

受信55.5dB (11.7GHZ)以上

●耐電力:2.5kW以上

●追尾方式:ステップトラック追尾方式

設置場所は,埼玉県南埼玉郡菖蒲町NHK菖蒲久喜ラジ

オ放送所内のBS局舎であり,ラジオ送信電波による強電界

スヘースシャトルによるSFUの回収

御に加えて,オンボードでの位置決定・軌道制御を行う。

②ハードゥエア,ソフトゥエア両面からの自律的な故障検

知・分離・復帰機能を具備し,地上局からの可視時間が短

い等の追跡管制上の制約のもとで自律的な運用を行う。③

軌道上での実験観測ミッションの姿勢・運用に対する様々

な要求に対応するため,地上から搭載ソフトウェアを変更

できる再プログラム機能を備えている。④2台の16ビット

CPU (自社開発宇宙用ゲートアレー及び80C8田を用いた

マルチCPU構成を採用している。

NGCCEMは,電気性能・耐環境性の評価を行う開発試

験を完了し,現在この結果に基づいて,プロトフライトモ

デル(PFM)の設計・製造を進めている。

熟

7mφアンプナ装置

敷地内であるため,アンテナ装置の反射鏡と構造物をワイ

ヤで接続することによる同電位化,屋外からの引込みケー

プルに対するフィルタの挿入によるノイズ遮断等の強電界

対策を実施した。

今後の衛星放送時代に向けて,その活躍が期待される。

無
ム



情報・通

ピックス 5.
^

^

^

準マイクロ波帯MCAシステム装置

a 移動局装置

世界初の準マイクロ波帯(1.5GHZ帯)を利用した移動無

線システムとして,MCAシステムが平成2年Ⅱ月に東京地

区で開局した。今後,近畿や中部地域にj順次展開される計

画である。今回開発したシステムは,制御局装置と移動局

装置からなり,以下の特長を持つ。

制御局装置は,従来の80OMHZ帯のシステムと同等のサ

ービスエリアを確保するため,送信出力を従来の40Wから

80Wとし,選択ダイバーシティ受信方式を採用した。また,

従来のシステムの監視装置で両システムを同時に監視制御

できるとともに,将来電話回線接続装置を付加することに

より,公衆網(PSTN)への接続が可能であり,移動局と電

゛,・δ_4 、ー'、、

米国向け自動車電話移動局

^

....

b 制御局装置

話機との通話ができる。

移動局装置は,準マイクロ波帯移動無線機用に新たに,

パワーモジュール,誘電体フィルタ, VCO,サーキュレー

タ,ローパスフィルタ等のキーパーツを開発し,小型軽量

化を実現しナこ。特長としては,小型軽量で取付場所の自由

度が高く,ハンドマイクに表示部と操作部を集中させたた

め操作性が良い。また,セレコール,車番表示,コード伝

送,不在着信応答,音声自動録音再生 a6秒X4通話)及

びPSTN回線との接続等豊富な機能を持ち,無線用モデム

装置を接続することでデータ伝送ができる等,多様な使用

方法に対応できる。

車携帯機(右)及び携帯機(左)

近年の自動車電話システムの発展は目覚ましいものがあ

り,1990年には全世界総加入者数が1,000万人を突破すると

予測されている。このたび当社では,従来の当社製品より

一層の高機能化・小型軽量化を目的とした米国向け新型車

携帯機(車載運用,携帯運用のいずれもが可能な自動車電

話移動局で送信出力が3W)及び携帯機(送信出力力羚.6W)

の製品開発を行った。

機能面では,簡単に電話をかけたいというユーザーの要

求を追求し,利便性を高めた。また,技術面では,機器の

自動調整化を考慮した設計を行うことにより,生産性の向

上を実現した。さらに,車携帯機では全ユニットのワンボ

ド化,携帯機では端子間隔が0.5血のカスタムLSI,1608

タイプのチップ抵抗及びコンデンサ等,超小型部品を採用

することによって,車携帯機及び携帯機の体積,重量等は

表のようになり,携帯機では世界最軽量級,最小級を実現

できた。

菱竃機技報・ V01.65 ・ NO 1 ・ 1991

寸

携帯機と帯機の主要諸元

携帯機(MT79×)車携帯機(FM403×)

28 ( H )× 140( W)× 207 ( D ) 160( H )× 56(W)× 23.5( D )
法

(mm)

(CC)

(且)

待ち受け時問
(h)

通話時問
(min)

(注)車携帯機の寸法,

8Π

900

標準電池15

(携帯運用時) 大容電池

標準電池86
大容電池(携帯運用時)

容量及び重量は無線機部に関してのもの

210

297

客
重

尋
一
一
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ISDN G4ファクシミリ FA-7200

FA-7200は,本格的な実用化時代を迎えたISDN (総合

ディジタル通信網)に接続し,大量のデータを高速かつ鮮

明に通信するG 4規格のファクシミリで,1SDNを経由し

て,従来のG 3 ファクシミリとの交信も可能である。主な

特長は次のとおり。

①最大A3原稿読取り, BUA4記録,400ドット 25.4血の

高解像度で細かい文字や精密な図面などを忠実に再現す

る。新開発A3判密着イメージセンサにより, A4判原稿

をわずか3.5秒で読み取り,また記録にはレーザビームプリ

ンタの普通紙記録方式を採用し,ダブルカセットによって

原稿に合ったサイズの記録紙を自動選択する。

② 4Mパ'イトのメモリ内蔵により,原稿をいったんメモ

りへ蓄積してメモリ送信するので,読取りが終わればすぐ

に原稿を持ち帰れる。また,記録紙がなくなってもメモリ

に代行受信する。さらに,メモリ通信中でも送信操作や原

多地点テレビ会議システム

稿のメモリ入力ができ

るデュアルアクセス機

能で待ち時間を解消し

た。

③ 64階調の中間調電

送が可能で,文字と写

真の混在した原稿も独

自の像空間極値判別方

式により,写真部分の

みを自動判別して中間

調処理を行うので,鮮

明度を損なわない。
ISDN G4ファクシミリ FA 7200

このほか, G 3誤り

訂正方式(ECM), G 4 G 3混在順次同報,親展通信など

ビジネスユースに必要な幅広い機能を備えている。

テレヒ会議端末

MP・1000

ロロ ロロ

MP-10即

会議A

ロロ

テレヒ会議端末

ISDN/PBX交換網
専用線網

a 通常多地点会議

ロロ

MP-1000

ロロ

会議A

b 同報会議

多地点テレヒ会議システム構成例

最近のディジタル通信網の発達,特にISDNのサービス

開始に伴い,各企業においてテレビ会議システムが普及し

つつある。これをより効果的なものにするために,ユーザ

ーからは多地点会議に対する要望力阿金くなってきている。

この二ーズにこたえるため,多地点通信制御装置MP-

ロロ

ロロ

MP-1000

ロロ

ロロ

^

瑜昌^

ISDN/PBX交換網
専用線網

ロロ

1000(写真参照)を開発,これと従来のテレビ会議端末を用

いて多地点テレビ会議システム(図参照)を提供することが

可能になった。

MP-1000は,1SDN一次群インタフェースを 2 チャネル

内蔵し, B (64kbps),2 X B (128kbps)又は, HO (384

kbps)チャネルを最大8チャネルまで収容することができ

る。このシステムは,通常多地点会議と同報会議をサポー

トしている。通常多地点会議では,最大8地点までの端末

を接続し遠隔地間で会議を行う。音声はミキシングされ,

動画像は音声検出によって切替えを行う。静止画について

は,データの衝突を防ぐために送信権制御を行っている。

一方,同報会議では最大64地点までの端末を接続し,1台

の親端末からの音声,動画,静止画などの情報を子端末に

一斉に分配する。加えて1台の子端末から質問をすること

ができ,このときは親端末と質問端末の音声がミキシング

され,質問端末の動画像を他端末に分配することもできる。

さらに,このシステムを予約システムと連動させることに

より,円滑な会議開催を行うことができる。

ロロ

^

ロロ

多地点通信

制御装

(MP・100の

会



三菱AXパーソナルコンピュータ《MAXY LT3C》

三菱AXハーソナル コンヒユ

菱電機技報・ V01.65 ・ NO ]・ 1991

ラップトップハソコンの取上位機となる"三菱AXパー

ソナルコンピュータ MAXY LT3C (M3212-A14/

A18)"を開発した。内蔵固定ディスク容量が40Mバイトと

80Mバイトの二つのモデルがあり,高速・大容量によって

広範な要求に対応できる。CPU38がM姓DSXマイクロプロ

セッサ(32ビット,20MHZ)を用い,高速処理性能を実現

している。

主記憶容量は1.6Mバイトを標準装備し,最大9.6Mバイ

トまで拡張でき, MS-DOS@姓幻又はMS@OS/2が使用可能

である。表示装置としてTFT(Thin Film Transistor)アク

ティブマトリクス方式を用いたカラー液晶ディスプレイを

搭載し,CRTディスプレイなみの表示性能(高耀度,ハイコ

ントラスト,広視野角,高速応答)を実現している。画面の

大きさは10インチ,解像度は640×480ドット,表示色は64

色中16色,又は8色中8色を切替えスイッチにより選択可

能である。また,オプションで38〆MSX高速演算プロセッサ

(20MHZ)を搭載でき,科学技術計算をはじめ, CAD/CAM

などエンジニアリング分野にも一層の高速処理を実現す

る。

(注 1)386TM,387TMは,米国インテル社の商標てある。
(注 2)MS・DOS ,MS OS 2は,米国マイクロソフト社の登録商標て、ある

《MELCOM80》システム30OGR

タ MAXY LT3C

MEしCOM80

"システム30OGR"は,当社のオフコン MELCOM80

GEOC GRファジDの最上位機に位置付けられ,中堅企業

のホスト機及び大企業の部門コンピュータとして, SIS(戦

略情報システム)時代の情報処理二ーズに対し,最適シス

テムを構築できる。その特長は次のとおり。

住)従来最上位機種である"システム10OGR"

の3倍のCPU性能を持っている。

②膨大なデータベース処理やバッチ処理業務

を高速に処理し,トータルスループットを飛躍

的に向上させるため,超高速りレーショナルデ

ータプロセッサ"GREO"を最大2台まで搭載で

きる。

③大規模なネットワークシステムを構築する

ためのソフトウェアとして,オフィスコンピュ

ータ業界初のオンライントランザクション処

理システム(OLTP)を提供し,"システム300

GR"をホスト機とし最大1,024台の端末と結合

することができる。

(4)"OS1 インタフェース"や当社"MIND
注

網"との接続をはじめ,エンジニアリング系

の装置で使われている"TCP/1P姓幻インタフェ

ース"など,より多くのシステムと結合が可能

である。

(注 1) OSI: OPEN SYSTEMS INTERCONNECTION

(注 2) MIND: MITUBISHIELECTRICGROUP INFORMATION BY

DIGITAL TECHNOLOGY

(注 3) TCP IP : TRANSMISSION CONTROL PROTOCOL INTER.

NET PROTOCOL

ンステム30OGR基本構成例

1
小



半潮本と電子デバイス

ピックス日.

16MビットマスクROM

マスクROMは, OA機器のプログラム

メモリや文字フォントメモリ,電子手帳

の辞書メモリ,電子楽器の音源データメ

モリとして使用され,大容量マスクROM

の需要が増大している。これにこたえる

ため,高速・大容量の16Mビットマスク

ROM "M5M23160-XXX P"を開発した。

"M5M23160-XXXP"の開発に際し

て,0.8μmルール, P型基板ツィンウェ

ルCMOS,1層ポリサイド・1層A1配線

プロセスを用いた。素子分離には,改良

LOCOS法を用いてバーズビーク長を低減している。また,

ゲート電極材料にはWsiポリサイドを用いてワード線の低

抵抗化を図った。周辺回路には, PMOS, NMOSトランジ

スタ共に1.0μmのゲート長を用いている。ホットキャリア

効果によるトランジスタ特性の劣化抑止のため, NMOSト

ランジスタはLDD構造を採用した。メモリセルには16段縦

積みのNAND型メモリを採用し,チップサイズ9.68皿X

13.3mmに16Mビットを集積した。回路技術的には,分割メ

VCC=d.5 V

出力負荷 TTL+ 0OPF

トロン仕様に準拠した32ビット
マイクロプロセッサM32/100

をコアとするASSP

100

CEアクセスタイム ta cE

16M ビットマスク ROM

のチップ写真

トロン仕様に準拠した32ビットマイ

クロプロセッサM32/100をコアとして,

害ι込みコントローラ, DMAコントロー,

ラ等の周辺機能を内蔵したASSP (特定

用途向け標準製品)を開発した。ゲート

長 1μm 2 層A1配線CMOS技術を用い

て,チップ寸法12.78mmX14.68伽の中に

42万トランジスタを集積した。

開発には当社のセルベースCADシス

テムを適用し,スタンダードセル設計,

機能ブロックレベル設計,チップレベル設計の3階層から

なる階層設計を行った。既存のスタンダートセルに加えて,

このLS1固有のスタンダードセルを開発し,動作速度が高

い信号経路に適用した。機能ブロックのレイアウト生成に

は,スタンダードセル自動配置配線ツール, PLA自動生成

ツール,ハンドクラフト設計を目的に応じて使い分けた。

チップレイアウトには,対話型のジェネラルセル自動配置

配線ツールを使用し,フロアプランの最終的なチューニン

グを行った。

アドレスアクセスタイム始(AD)

モリアレーじよるワード線遅延時間の減少や,安定で高速

読出し可能な差動型センスアンプの採用により,高速アク

セスタイム150nSを実現した。さらに,ビット誤りを訂正す

るECC (Error checking and correcting)回路を内蔵す

ることで高歩留り,高信頼性を達成した。パッケージは,

42ピンDIPのほかに,面実装型の44ピンSOP,48ピンTSOP

をそろえた。

δ壱アクセスタイム t3 0E

アクセスタイムの周囲温度依存性

?M竹朔テー,処翌

周囲温度始'C)

M32 10OASSP ( M33300

GS-2のチッフ写真

チッフ言斐言十フロー

論理検証~テストベクタ生成では,マイコン固有のバス

動作に着目した信号記述とその変換プログラムの使用によ

る論理検証時のマンマシンインタフェース改善,ハードゥ

エア記述言語を用いた論理のモデル化などにより,開発工

数を大幅に削減した。

以上により, CPUを内蔵した大規模ASSPの開発手法が

確立され,機能ブロック単位の入替えによる製品展開に迅

速に対応できるようになった。

子ウ,J゛く鳥

閲ノミニLーノ,ン
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4.5kv,3kA逆導通GTO

FGR300OAVの外観と内部エレメント

GT0とフライホイールダイオードを 1素子内に集積化し

たものであり,大容量インバータ等の装置の小型化に有効

なデバイスとして注目されている。 FGR300OAVは, GTO

部を外側に,ダイオード部を内仰Ⅱこ配置するとともに,

GT0部のゲート電極をGT0部の内側に設けることによっ

て,ウェーハ面積を有効に利用している。また, GT0部と

ダイオード部を電気的に分離するための分離帯を,GT0部

とダイオード部の中間に設けた溝部分で形成しているが,

この分離帯の抵抗値を決める溝深さのばらつきを抑える新

しい溝構造を導入した。分離抵抗は50Ω以上であり,ダイオ

ドを内蔵しない従来のGT0用のゲート駆動回路をその

まま使用できる。GT0部を構成する単位セグメントの構造

にも新構造を導入するとともに,不純物拡散プロファイル

の最適化を図り,オン特性とスイッチング特性のトレード

オフの改善を図ることにより,従来の設計に比べて少ない

ウェーハ面積で電流容量を確保している。また, GT0部と

ダイオード部のライフタイムのバランスを最適化すること

によって,ダイオード部の面積も縮小して,ウェーハ全体

の面積を有効に利用した。この結果,電流容量3,00OAの

GT0とフライホイールダイオードを内蔵しながら,パッ

ケージは,ダイオードを内蔵しない従来タイプの3000

A GT0と同等であり,大幅な小型化を実現した。平成3年

度から本格的生産に入る。

内部エレメント

阻止電圧4,50OV,可制御遮断電流3,00OAの逆導通GTO

(型名: FGR300OAV)の開発に成功した。逆導通GT0は,

TFT液晶ディスプレイ
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TFT液晶ディスプレイ

情報化社会の進展に伴って,ディスプレイはマンマシン

インタフェースの基幹デバイスとしての重要性が高まって

いる。中でも, TFT(Thin Film Transistor)を各画素に組

み込んだアクティプマトリクス型の液晶ディスプレイは,

高画質の薄型平面ディスプレイとして,この数年,急激に

実用化へ向けての開発が活発になっている。

当社でも半導体材料として,アモルファスシリコンを使

用し,大面積薄膜形成技術,微細パターン加工技術,高精

度液晶パネル組立技術,高密度実装技術,照明技術などを

駆使して,対角サイズ5インチ及び10インチの高精細TFT

液晶ディスプレイの開発を進めてきたが,10インチパネル

で極めて鮮明なフルカラー(4,096色: R, G, B各色16階

調)の画像表示を実現した。

この表示は,パソコンからの信号に同期して階調処理を

するアナログ回路,4 ビットの階調データをR, G, Bご

とに処理するディジタル回路などを新たに開発することに

より,実現したものである。フルカラー表示により,表示

情報量は更に増加し,将来フルカラーラップトップパソコ

ン,フルカラー0A端末,その他幅広い用途がひらけると期

待される。



建築関連調蒲

ピックスフ.

新シリーズエレベーター《グランディ》

多様化・個性化が進むビル市場に対応し,"やさしさ"と

"インテリジェント性の向上"を基本テーマとして,従来

の規格形エレベーターにない機能を装備,意匠バリエーシ

ヨンを大幅に拡大した新シリーズエレベーターグランデ

イを開発した。

このグランディシリーズでは,各種オペレーション

機能の充実やざん(斬)新な意匠の採用とともに,乗り心

地・操作性・快適性・安全性などの基本性能を向上して,

"人にやさしいエレベーター"を提供した。

その特長を以下にまとめる。

(1)ロープ式エレベーターでは,高効率へりカル巻上機と

高精度なVVVFインバータ制御技術を採用し,高級・高速

エレベーター並の乗り心、地を実現した。

(2)油圧式エレベーターでは,世界で初めてVVVFインバ

ータ制御方式を採用。着床前のクリープ走行をなくし,滑

らかで運転効率の良い画期的なシステムを実現した。

また,サブマージ形パワーユニットの採用により,低騒
コ壮二

省スペースも達成した。日,

(3)ロープ式・油圧式ともに約15%の省エネルギー(当社

従来上ヒ)を達成した。

④ドアモータの駆動にもVVVFインバータ制御を採用。

ドアの開閉を滑らかで高級感のある動きとした。

もVAVユニットの能力は最小で10形相当a,oookcavh)ま

で設定できるので,パーソナル空調にも対応できるととも

に,能力設定はVAVりモコンからのスイッチ操作で簡単に

変更できるので,負荷変動にも柔軟に対応可能である。

さらに,外気処理ユニットを組み合わせることにより,

外気導入,除じん,換気の熱回収,外気負荷熱処理,加湿

のトータル空調を実現し,1AQを大幅にアップすることが

できる。

■

a sVシリーズかこ室 SX-30形 b か:操作盤

(5)マイコンを機械室,かご及び乗場にそれぞれ配備し,

エレベーターデータネットワークを構築。インテリジェン

トビル時代にふさわしいオプションを装備した。

(6)かご操作盤には,指先にやさしくなじむウエーブライ

ンを採用。使いやすくアメニティ性の高いデザインとした。

(フ)高級化,多様化した二ーズに豊富なかご室天井バリエ

ーションで対応した。

乗用一ーー12種住宅用・・ー・・4種

⑧グランディSVシリーズには,豪華な雰囲気の意匠を

そろえ,付加仕様の装備率を高めてよりインテリジェント

ビル指向の機能を充実した。

このグランディシリーズは,乗用・住宅用・寝台用

の用途別に,合計"機種で構成している。

ビル空調用パッケージエアコン
"エアマルチ"

ビル空調の関連法規を満足するとともに,インテリジェ

ントビルの空調二ーズ,要求特性を満たすビル空調システ

ム"エアマルチシリーズ"を開発した。開発のねらいは,

快適性の向上,フレキシブノレ性の改善,システム設計施工

の簡略化等である。エアマルチは,室内ユニットとVAVユ

ニットによる風量可変制御と,室内ユニットと室外ユニッ

トによる冷媒流量制御により,ダクトセントラル方式の快

適性とパッケージエアコンによる個別分散空調方式の経済

性を両立し,ダクトタイプの個別分散空調システムを実現

した。

室内ユニットは,ファンインバータ搭載によって風量可

変機能を備えているので, VAVユニットとの組合せによ

り,機外静圧30mmAqまでのダクト抵抗調整が不要で,設

計施工の簡略化が図れるとともに,最小可変静圧制御方式

により,送風機の搬送動力を低減できる。また 1台の室内

ユニットに最大7台までのVAVユニットを接続でき,しか

シリーズ

グランディ SV

グランテ'イ

グランワ、イ

グランテ'イ

乗用

類

ローフ式

ローフ式

油圧式

ローフ'式

油圧式

ローフ式

油圧式

住宅用

寝台用

速度(m/miη)

90 ・ 105

45 ・ 60

45 ・ 60

45 ・ 60 ・ 90

45 ・ 60

45 ・ 60

45

機数

8

10

ビル空調用パッケージエアコン、エアマルチ゜

6
8
6
4
2

途
用

用
乗



薄くてスマートな
パネル形誘導灯

ビルやホテルなど不特定多数の人々が出入りする建築物

には,消防法によって誘導灯の設置が義務付けられている。

誘導灯の役割は火災発生時の避難誘導であるが,同時に平

常時の学習効果もねらっているため,目立つことが重要で

ある。

誘導灯の表示面の大きさや,使用する光源などが規格で

細かく定められており,最近の高級化した建築空間にはそ

ぐわないデザインが,とかく目ざわりな存在として不評で

あった。

従来の誘導灯は,一面を表示パネルとした箱形構造で,

内部のランプから光を当てていたため,ランプ間近の俺度

が高いなど,表示パネルの輝度むらが大きく,見ぱえを悪

くしていた。また,構造上薄形化するにも限度があり,表

示パネルを保持するためのフレームもデザイン性を損ねて

いた。

これに対して新形誘導灯は,透明メタクリル樹脂製の導

光体の端面からランプの光を導入し,均一に光らせた導光

← 非常口
EXIT

ーー.、、
a フレームス誘導灯

麻布建物株向けビル群総合管理システム

.

ランフ

フレーム

体の表面に表示パネルを取り付ける方式としナこ。ランプに

近い部分から遠い部分まで,導光体を均一に光らせるため

に導光体の背面に特殊なパターンの反射体を印刷した。

ランプやインバータ,蓄電池などの電気部品を天井内に

埋め込む構造とし,導光体と表示パネルは透明プラスチッ

ク枠で一体に形成したため,建築空間には厚さ約20血の誘

導灯用表示バネルだけが光っているように見え,建築デザ

インの面からも理想的な極薄形の誘導灯を実現した。

レ●Lq

b 従来品

表示パ才、ル

ヒル群総合管理センタ外観

麻布建物娩は,東京麻布地区を中心に多くのビルを所有

している。今回,これらビル群を通信ネットワークで結び,

遠隔集中監視・管理するビル群総合管理システムを納入し

た。

このシステムは,次の二つのサブシステムからなる。

① GCP

ビル内の電気設備,機械設備の異常監視,稼働監視及び

起動,停止制御を行う。さらに,不法侵入等の防犯監視も

含めた総合的監視機能を効率的に実現している。

また,システムは通信処理をつかさどるFEP (フロント

エンドプロセッサ)とCRT等のマンマシンをつかさどるホ

ストのCPU2台による負荷分散を行い,将来のビル増に伴

導光体

、
卿

ランフ

]■、.0

C 新商品

表示ハネル

a GCP

ーー11
睦f

'

う管理棟数増大にも十分耐え得る構成となっている。

② BMS

ビル内入居のテナントの予約・入居・毎月の請求入金か

ら退居までのテナント管理等ビル運営管理を行う。毎月の

請求入金は,銀行システムとの接続(ファームバンキング)

を行うことにより,事務の大幅な省力化が実現されている。

また,このBMSは今回ネットワークで接続したビル群を

業務対象とするのを標準としているが,非接続の既設ビル

群についても手動によるエネルギー検針機能等を加えた。

このように,適用業務の拡大を行い,導入によるメリット

が最大限になるよう配慮した。

,==*气司

0

b BMS
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新幹線電車用電機品

ピックス 8.

東海旅客鉄道総では,東京~新大阪間2時間半運転を目

指して270km/h走行が可能な300系電車を開発した。当社

は,この電車に搭載する主電動機,主変換装置や主変圧器

など多数の電機品を納入した。この電車は,高性能化,大

幅な軽量化や省力化を実現すべく, VVVFインバータ制御

による交流電動機駆動方式を採用するとともに, PWMコ

ンバータ制御によって力行及び回生ブレーキ時の力率がほ

ぽ1.0運転を可能とした。主電動機は,高速回転形とした

上,構造面でも窓付きフレームを採用するなど徹底した軽

量化を追及した結果,同一容量の直流電動機と比べて死以

下の重量にすることができた。主変換装置は,4,50OV,

2,50OA GT0サイリスタを用いたPW'Mコンバータと

VVVFインバタをハフロロカーボンによる沸騰冷却

方式にするとともに,アルミー体箱で構成した。制御には,

ディジタルシグナルプロセッサと16ビットマイコンを採

用した。主変圧器は, PWMコンバータ制御に最適なよう

に,2次巻線は疎結合とした上,偏磁作用を受けてもりア

クタンスの低下が少ないギャップ鉄心付きとした。

東日本旅客鉄道側では,第3セクター(山形ジェイアー

^^

.

^^

^^』^

9

^^^

地下鉄用列車無線システム

最近の地下鉄用列車無線は,サイリスタチョッハ制御車,

VVVF (variable voltage variable Frequency)制御車

等の新型車両の導入に伴い,各種の列車雑音の増加が顕著

であり,従来の雑音に弱い誘導無線方式に替わる高品質の

無線回線の実現が望まれていた。当社はこれに対応し,漏

えい同軸ケーブル(LCX)を使用した空間波方式の列車無

線システムを開発した。

このシステムは,通話系・複信2波,非常系・単向 1波,

保守系・単信1波で構成され,通話系による指令所と列車

間の通話,各種の切替制御信号と応答信号の授受,及び非

常系による列車から指令所への非常発報,デッドマン情報

等の緊急情報の伝送,並びに保守無線による指令所及び各

保守区と保守作業員との通話を行うことができる。さらに,

このシステムの特長は以下のとおりである。

①通話系・非常系の信号伝送は,ディジタル制御方式を

採用し,また蓄積プログラム方式によって通話系・非常系

の無線機を一括制御する構成としたため,非常系の緊急情

報に対する応答を通話系を使用して伝送するなどの制御を

行うことができ,少ない無線周波数で複雑な機能の実現が

可能となった。

②列車に搭載する列車無線装置は,床下つり(吊)下げ形

300系用主変換装置

東侮道新幹線300系電車

ル直行特急保有憐の依託をうけて,東北新幹線と在来線(福

島~山形間)の直通運転のための,400系電車を開発し,当

社は主変圧器や主電動機などを納入した。この電車は,新

幹線区間を高速運転するための性能と在来線急こう配区間

を走行するための性能を満足させるように設計されてい

る。

L、^ ーニコ

^

,Ⅱ"

Ⅱ鯛■

列車無線装置車上局

'゛ー

、

東京都交通局12号線車両

としたため,運転席や客室等の貴重な床上スヘースの節約

を実現した。

以上,このシステムは通話品質の改善のみならず安全面

の向上をも実現,地下鉄近代化の一翼を担うものである。

交

聖
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GPS利用の自動車用ナビゲーションシステム

10心0 1

U 談 U

皇励

門

ユーノス・コスモ搭載の車載情報システムにおける

ナビゲーション画面例

人工衛星からの電波を受信して現在位置を測位する

GPS (Globalpositioningsystem)を利用した自動車用ナ

ビゲーションシステムをマツダ総の御協力を得て開発し

た。このナビゲーションシステムは,1990年4月発売の新

形車ユーノス・コスモに搭載され, AV機器などのモニタ及

びコントロールを統括して行う車載情報システムの主要構

RA口10

沌广

成要素となっている。

開発したシステムは,地磁気センサ,車輪速センサ,GPS

受信機及びCD-ROM地図データベースを備えたコンピュ

ータシステムで構成した。位置検出には,以下の新技術を

用いた。

①地磁気センサでは地磁気方位円中心を,車輪速センサ

では相対角度係数を,それぞれ環境の変化に適合させ,車

体着磁,偏った外乱に強い自動補正を実現した。

②紛らわしい道路では複数の車両位置候補点を想定し,

各候補点ごとに推測航法で生じた位置の累積誤差をりセッ

トして,正しい位置へ早期に復帰させるマップマッチング

航法を実現した。

③マップマッチング航法で生じた複数候補点を取捨選択

し,推測航法,マップマッチング航法で生じた位置誤差を

GPS受信位置データで間欠的に補正してキャンセルする

ようにした。

これらにより,センサ精度にかかわる累積誤差の少ない

高精度な位置検出が可能となり,位置修正のための入力操

作もほとんど不要となった。

TA戸E

バキューム直動式自動車用定速走行装置

'

V口L

▼

バキューム直動式定速走行装置

現在,バキューム式とモータ式の定速走行装置を量産し

ているが,今度軽量小型でコストハフォーマンスに優れた

バキューム直動式自動車用定速走行装置を開発し,1990年

3月から生産を開始した。

バキューム直動式定速走1丁装置は,スロッ

トルを駆動するバキューム式アクチュエータ,

アクチュエータのバキュームを制御する負圧

ポンプASSY,そして車速信号とドライバー

からの要求車速に応じて負圧ポンプASSYを

制御する制御装置によって構成されている。

負圧ボンプASSYは,2個の大気圧導入用

ソレノイドと直流モータで駆動されるダイヤ

フラム式負圧ポンプで構成しているので,ス

錐 ロットルの閉側制御では安全性に対する配慮

により,二重系を確保している。また,負圧

源としてエンジン負圧を使用していないの

で,スロットルの高開度イ則でエンジン負圧の

不足する小型車や正圧を発生するターボチャ

ージを装着した高級車まで適用が可能であ

る。そして,アクチュエータ及び負圧ポンプ

ASSYは,樹脂の積極的採用によって大幅な

軽量化を達成し,装着性も向上した。

一方,制御装置は高機能8 ビットマイクロコンピュータ

の採用により,制御アルゴリズムを改良するとともに安全

性を向上させた。まナこ,製造面では表面実装技術を採用し

て小型・軽量化を図った。

菱竃機技報・ V01.65 ・ NO 1 ・ 1991
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家電関連機器

ピックス 9.

超静音形500りツトル
6 ドア冷蔵庫MR-B50d

新形圧縮機とシロッコファンを搭載した500りツトル,6

ドア冷蔵庫は,従来機種に対して騒音エネルギーを%以下

に抑え,業界一の静音化(19dBA)が実現できた。

a)新形圧縮機は,ロータリ圧縮機の内部を上下のツイン

スプリングサスペンションで支持し,配管にはフレキシブ

ルなテフロンチュープ接続の内部懸架方式を採用し,振動

を大幅に低減したものである。

②シロッコファンは,従来の庫内冷却用プロペラファン

に比べて比騒音で10dBA減少でき,さらに風切音を遮音効

果の高い高周波域に移すことにより,ファン騒音を大幅に

低減できた。

③ソフトスタート・ソフトストップの新制御方式の採用

により,起動・停止時の静音化を図った。

ツインフローエアコン《霧ケ峰》

'91年シーズンの霧ケ峰は,すべての部屋で,すべて

の人が,1年中,24時間,あらゆる生活シーンにおいて,

快適で健康な"時"を過ごすことをテーマに開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1)基本性能の一層の強化"ハイパワー&ハイスピード"

ツインフロー全機種を能力強化し,なおかつ業界トップ

クラスの静音化を実現し,ツインフロー効果による暖房ス

ピードの向上を図っている。

②エアクリニック機能の充実・発展

ファジイ理論を導入した"ファジイ温湿感自動""ファジ

4

高画質120型ビデオ
プロジェクタ"LVP-120OZI"

従来,業務用としての用途が主であった投写型ビデオプ

ロジェクタに対し,近年,大画面・高画質を要望するAVシ

ステムとしての用途が増加している。この要望を満足する

120型ビデオプロジェクタ"LVP 120OZI"を開発した。本

機は次のような新技術,新機能を搭載している。

仕)投写レンズのバンドパス型ダイクロイックコーティ

ング及び広帯域IQ復調による色再現性の向上。

②映像回路の広帯域化による解像度の向上(80OTV本)

(3) 15.75kHZと31.5kHZのデュアルスキャン機能を搭載

し,クリアビジョンコンバータ接続によりち(緻)密な鮮明

画像を再現。

ミ、

゛スヘシャリテ500゜ MR-B50J

き、
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ツインフローエアコン霧ケ峰

イ快眠制御"さらに二菱暖房ネットワークに対応した"カ

ーペット連動制御"を新しく採用している。

MSZ-2801

20型ヒデオフロジェクタ゛LVP-120OZI、

④冷却ファンの低騒音設計により,ファン音を大幅に低

減。

⑤各種調整を手もとで行えるワイヤレスリモコンの採

用。

=
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生活シーン演出照明器具

《シーン》

ライフスタイルの変化に伴い,照明器具の二ーズも"明

るさ""形"から"演出性"へと変わってきた。この変化に

こたえて,直接光と間接光,明るさ,光色の組合せと,8

ビットマイコンを搭載したりモコンにより,1台の器具で

"テレビ""くつろぎ""だんらん""パーティー"(Pタイ

プ除く)のそれぞれのシーンに最適な照明空間をワンタッ

チで実現する生活シーン演出照明器具《シーンを開発・

発売した。

多くの実験を背景にした高質の光を,ハロゲンランプ・

蛍光ランプ等光源の組合せと,りモコンによる連続調光,

ターンライト(Lタイプ)による光の回転等によって実現

した。また,取付けは引掛けシーリング方式でだれでも簡

コンパクトタイプ石油ガス化
ファンヒーター KD-275V

ボディーは小さくとも性能はデラックスなみであるコン

パクトタイプ石油ガス化ファンヒーターKD 275Vを開発

した。

主な特長は次のとおりである。

(1)一段ど性能が向上したCCVバーナの搭載により,弱燃

焼は580kcavh,強燃焼は2,70okcavhの広い燃焼幅を実現

した。

(2)"ファジイ温感コントロール"により,使う人の気持

ちにぴったり合った暖かさにする。

(3)セーブ運転付きの"畳数切替スイッチ"と"ゆらぎ"

をもたせた温風である。体に刺激を与えて快適性を高め,

生活シーン演出照明器具

単に取付けができ,商品はりビング・個室・ダイニング用

の3タイプの構成が可能である。

"'、とん快適コントロール"付き
δ、とん乾燥機

ふとん乾燥機の基本機能である乾燥に加え,より快適に

睡眠できる商品機能の要求が高まってきている。

マイコン内蔵のAD-A30OMは,ファジイ理論を応用し,

室温に応じて温風温度を制御することにより,四季を通し

て,乾燥終了直後でも侠適に睡眠できる温度に仕上げる。

主な特長は次のとおりである。

(1)オールシーズン,睡眠に最適な温度に仕上げる"ふと

ん快適コントロール"付き。

②大形変身マットと温風で効果的に乾燥及びダニ退治。

ンノ^ノノ

暖め過ぎないまろやかな暖房の"マイルドモード"の搭載

で,約10%の省エネ効果がある。

KD -275V
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温度にデリケートな羽毛・羊毛ふとんも傷めることな

やさしく乾燥。

伸縮自在のホース付きなので,ベッド乾燥にも便利。

'、とん乾燥機AD-A30OM
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研究開発は経営の重要な要素として,その役割はますま

す高くなってきている。当社での研究開発は,21世紀を

目指した事業戦略に即して重点的に開発を推進し,開発本

部・各事業本部との技術トランスファーを効果的に行うこ

とを,基本方針の第一としている。また,先端事業分野で

の開発成果の早期事業化と成熟事業分野への波及拡大を図

りつつ,時代の変化に柔軟に対応できるよう,共通・基盤

技術を強化している。基盤技術の強化は,将来事業を創

出・育成するとともに,知的財産の創造・蓄積を生み出し

てきている。この研究編では,1990年に開発した幾つか

の成果を紹介する。

まず,代表的な成果としては,光ニューロチ、"プの世界

で最初の開発がある。この光ニューロチ、,プは,ニューラ

ルネットワークの膨大な配線網に光を利用するものであ

る。化合物半導体(GaAS)光デバイスを集積化して実現し

た。次に,ファジイ制御を採用した放電加工機の開発も業

界で初めてであった。この放電加工機は,熟練作業者の加

エノウハウに基づいて制御することにより,熟練作業者に

匹敵する加工が自動運転で実現できた。車載ナビゲーシ,

ン清報システムは,学習機能付き自動補正センサを開発し,

このセンサ及び人工衛星利用の測位データと地図データと

の総合的照合処理により,自車位置を求める方式を採用す

ることにより,実用的システムになった。 A1エンジン・

PS1 ボードの開発は, CPU の LS1チップ化により, A17

クステーション PSI(personal sequentia11nference Ma

Chine)のボード化を実現したものである。この PS1ポード

を A1エンジンとして,汎用ワークステーション ME に組

み込むことによって, UMX環境から PS1の A1機能が利

用でき,既存情報処理との融合が容易になり,ワークス

テーシ,ンの機能拡大と A1応、用範囲を広げることができ

る。ビルのインテリジェント化に関しては,各空調機の連

携制御及び監視によりオフィス環境の侠適性の向上と空調

管理の省力化を実現するビル空調のシステム化の要求に対

し,総合冷凍空調ネ、"トワークを開発した。当社のあらゆ

る冷凍空調機器及びシステム問を連携できる共通の新しい

冒

通信プロトコルと,システムを構成する各機チ重に共通のネ

ソトワーク用デバイスを開発したことにより,統一的な制

御が行えるようになった。また,"衛星搭載用高出力・高
^

効率 GaASFET 増幅器"と"画像用 DSP の開発"は, R &

DI00 賞を受賞した。

次に,各分野のトピックスを紹介する。電力・エネルキ

産業システム機器では,りン酸型燃料電池の長寿命化,

やノーヒューズ遮断機のアーク現象解析によって,限流器

の小型化が実現できた。産業用エキシマレーザは,1.5

kHZ の高速発振に成功し, CNCではオートチューニング,

三次元グラフィ、"クスなどの開発による高機能化の開発を

行った。

電子商品情報機器及び家電・住設機器では,ハイビジ.

ンTV や小型ムービーの開発,冷暖同時マルチエアコン用

2管式システムの開発をイテつている。

情報・通信では,日英翻訳システム,プラント配管系統

図面の自動入カシステムの研究開発や,多地点間TV会議

用通信制御装置などを開発した。

半導体・電子デバイス関係では,4M ビットの 2層メタ

ル構造DRAM や多数の ASIC を開発した。 SR用レジスト

や交流用 Nb3Sn超電導線の開発も進めた。

生産技術分野では,小型ファンモータ組立システムのー

環として,生産設計と無人生産ラインの構築や高密度実装

基板試作など,総合的な視点からの生産合理化を目指した

開発を行っている。

インダストリアルデザインの分野では,製品の高付加

価値化に対応、して製品企画支援を行い,その成果は,幅広

430ι冷蔵庫シリーズや,ファクシミリあるいは配電制御

ネ、,トワーク機器などに現れた。

研究開発の重要性は一層増してきており,1991年度は,

64M ビット DRAM 試作,超電導 SR 装置,広帯域 ISDN

機器,ハイビジ,ンシステム,ディジタル移動体通信シス

テムを始めとして数多くの研究テーマを設定し,社会の発

展に貢献できるよう開発を進めていく。

研 究



1 1 エネルギー機器

1.5kHZ 高繰り返し KrF エキシマレーザ

エキシマレーザ回路に最適な半導体高速パルススイ、,チを

開発し, KrFエキシマレーザとしては初めて 1.5kHZ の高繰

り返し発振に成功した。

従来の真空管タイプのサイラトロンスイッチでは,高繰り

返し時の動作力坏安定,短寿命という欠点があった。開発し

たスイ、,チは,直並列接続したFET をナノ秒オーダーで同

時点弧するという独自の技術をべースに, FET素子のモジ

ユール化を図り,エキシマレーザ用として最適な低インダク

タンス回路の構造設計を行ったものである。この結果,放電

の安定性力漕まり,安定な高繰り返し発振が実現された。

この研究により,信頼性力漕く,長寿命の高繰り返しエキ

シマレーザ実現への見通しを得た。

゛゛$ε゛゛.゛S゛゛ε3゛8゛ε゛゛゛゛゛0゛゛゛゛゛゛゛゛゛゛゛,=、゛゛゛やむ、3゛゛<容゛゛゛゛゛゛゛゛や゛゛90゛゛゛゛゛゛゛゛き゛0゛き゛゛゛゛念゛.'.゛゛

内部改質方式溶融炭酸塩型燃料電池

内部改質方式には,触媒を直接電池内部に設置する直接型

と,触媒を改質器に入れて電池内部に設置する問接型があり,

直接型は新エネルギー・産業技術総合開発機構の委託で,ま

た間接型は関西電力欄との共同研究で開発を進めている。

平成2年には,5,ooocm2サイズの電池を用いた 3kW 直

接型と10kW 問接型のスタックを試作し,運転評価を実施

した。

特に 10kW 間接型スタ、,クでは,2,000時間にわたる運

転評価において,最高出力 12.7kw,特性低下率が5mv/

1,ooohと優れた特性を達成し,平成3年度に計画している

10okW級スタ、,ク開発の目処を得た。また,3kW 直接型

スタ、,クでは5,000時間にわたる運転ヨ平価により,内部改質

方式溶触炭^彭冨刑燃料電池の長時間運転の可能性を実証する

季き3き3ε$ε3きεき3きき含3き8きeε3色$き$きεεεε3S3S念季きき忌ききき●゛き李εεき

●愉ノルテック向け超微細加工用SOR光源装置

SOR装置は,次世代の超超LS1製造用りソグラフィ光源

として有望視されており,多くの研芽斤,民間会社で開発・

建設が進人でいる。(掬ソルテックでは,このたび,りソグ

ラフィ研究専用施設として,他に先.駆けSOR装置を完成さ

せた。この装置は電子を光速で周回させ,電子が曲げられる

ときに発生する SR (synchm廿on Radiation)を禾1」用するも

のであり,電子ビームエネルギー 1Gev,ビーム電流

20omAである。線形加速機, SOR りング,全体制御系を

当社,シンクロトロンを側東芝が担当した。メーカーが

ビーム性能保証したのは今回初めてであるが,ビーム調整は

好調に進み短期間に予期以上の性能を達成でき,今後の小型

SOR装置の開発に弾みを付けることができた。

1.5kHZ高繰り返し KrF エキシマレーザ

ことができた。

'yy
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円kW間接内部改質電池の試験風景

SOR りングシステム
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京都大学納め小型超電導フルトーラス

将来の核融合炉実証を目指して,現在文部省では大型へリ

カル装置計画が進められている。この装置は,その心臓部に

へりカル形と呼ぱれるらせん形のドーナッ升剣犬をしたコイル

力斗采用されている。このタイプの装置は,京都大学,名古屋

大学で建設されているが,いずれも銅コイルで,核融合実証

のためには連続運転で高磁界を発生できる超電導へりカルコ

イルの実現力坏可欠であった。今回製作した弓型超電導フル

トーラスは,大半径0.3m と小型ではあるが,断面 1.6mm

X3.2mmのニオブチタン超電導線をらせ人状に連続して巻

く自動巻線機を開発し,超電導へりカルコイルの連続巻線を

実証するとともに,京都大学での励る嬬鵡剣こよって超電導化

の可能性が実証された。また,現在核融合研で進行中の大型

化R&D~参.画している。

スペクトロメータ用超電導トロイダル電磁石

荷餅立子の運動量分析にイ吏用される超電導トロイダル電磁

石を,東京大学に納入した。この大型超電導電磁石は,我が

国初のトロイダルスペクトロメータとして,主にK 中間子

の研究に1吏用されるもので,設置先である高エネルギー物理

郭升芽斤での現地試運転を順調に完了した。

この電磁石は,超電導コイルと磁極を組み合わせたユニ、,

トを12台,トロイダル状に配置したもので,磁極を持つ立

形のトロイダル構成は世界で初めてのものである。

主な諸元を以下に示す。

2相へりウム強制冷却方式,蓄積エネルギー 3.7MI,外

径3.9m,奥行き 1.2m,全重量43 トン

ーー舮甲
1-

無発弧式高圧直流遮断システム

アークの発生しない遮断器は,電流を運ぶプラズマカ峡点

間で発生しないので接点の損傷がなく,遮断の容易さ,寿命

の長さの点で理想的である。原理は,整流器によって電流ゼ

口の期間にスイ、,チを開にする方法であり,回路を図に示す。

実験によって原理実証(5kv,10kA)を行った。実験では,

整流器としてダイオードのほかに鉄心を用いた。後者は,

サージに強く低コストか特長である。実験の結果,遮断時間

が早いこと,サージが発生しないことか判明した。また,従

来の直流遮断器より小型になる。当面の目標は,核融合実験

装置(原研JFT・2MU,核融合研LHD)であるが,今後電鉄

及ぴりニア新幹線用直流遮断器,大型超伝導コイルの保護回

路等への応、用がある。課題はスイッチの高速化,整流器の小

型化である。

小型超電'フルトーラス
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工場試験完了後の超電'トロイダル電磁石
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低圧気中遮断器の新限流技術

ノーヒューズ遮断器(NFB)の限流性能を飛躍的に向上さ

せる辛凧3の限流器を開発した。限流性能を高めるには,短絡

事故時に遮断器に高い電圧けーク電圧)を発生させる必要

がある。新開発の限流器は,図に示すように一相当たり二点

切りの電極構造を持ち,さらにアークの断面積をホ僻象物によ

つて絞り込む当社独自のⅥC限流技術を用しプゴ削瓜室構成

になっている。この限流器をNFBに接続して構成した遮断

器では,短絡初期に限流器がNFBの電圧に比べて圧倒的に

高い電圧を発生するので, NFB単体に比べてはるかに優れ

た限流性能を示す。新しい限流技術は,超限流遮断器に適用

され,その優れた限流性能によって世界最大クラスの遮断容

量及ぴアークスペースゼロが実現されている。

スターリングエンジン駆動ヒートポンプの実用化技術

当社は,先のムーンライト計画"汎用スターリングエンジ

ンの研究開発"に参画して,このエンジンの特長である高効

率性(37%),低公害性(NO×150叩m 以下)などの基本性

能の実証に成功した。現在は,通商産業省工業1鮴i院の補助

金を受けて,スターリングエンジン駆動ヒートポンプ

(SEHP)の実用化開発を大阪ガス総と共同で進めている。

実用化に向けた大きな課題は,エンジンの2万時間以上の

耐久性の確保と低コスト化である。このため,平成元年度に

は,5馬カクラス SEHP の実用試作機(OM89S)を完成さ

せ,平成2年度からはその運^磊鵡貪を開始した。これらの耐

久性実証と並行して,低コスト化についても高1助吹曳部品や

シール部材の技術開発で大きな進歩を得た。

問」 、,、,,ヲ1、リ

j唖§j《淨
、ミ/

(a)限流器の構造

'

石油バーナにおける燃焼幅の拡大化

最近の高気密,高断熱の住蓉す応、や,厳冬から春先まで侠

適な"爰房を得るには,微弱まで絞れる広い燃焼量可変幅を持

つ燃焼器力要求されていた。今回開発に成功した石油ファン

ヒーター用バーナでは,2,700~580kcal/h と業界一の微

弱燃焼を実現した開発に当たっては,一酸化炭素(CO)を

出さずにイ氏燃焼時の一次空号ψヒを高めにる斐定することが必要

であった。このため,気化管式エジェクタの"豺斤技術を確立

して,その性能の予測と送風ファンの送風圧を利用した風路

系の改善とにより,1氏燃1焼側で一玖往苫気比が自然に増加し,

適度に高くなるような動作を可能にした。さらに,このバー

ナでは,逆火に強く広い安定燃焼範囲を持つメ、,シュ炎孔を

採用し,かつメ、,シュi品度を而持斯品度以下にする最適設計を

適用した

山)短絡遮断時のオシログラム

^.才.ニ、.ニ、"才.コ"冒、"冒、■.冨、"冨、.冒、'、甲^■.甲.ーー^ー."ー......■.....甲一..0 '...■.....゛.甲.^^^゛,●゛,゛^^

5馬カクラス SEHP実用試作機(OM89S

操作パネル

燃焼室

温風嘖出口

ハーナ本体

燃焼用空気取入口

(一次空気取入口

＼
/＼

/

戸

^、 送風ファン

新バーナ搭載の石油ファンヒーターの構造

__ノ

△P押込み

(=二次空気圧力

一燃焼室圧力

窯、ノ

メツシユバーナヘツト

気化管ノズル

(1シエクタ)
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極低温フリーザー

従来の低温冷凍庫は,液化したフロンガスなどが気化する

ときに熱を奪うことを利用した蒸左旺縮式の原理によるもの

で,-135でが限界であった。これに対し,今回開発した新

しい冷凍庫は.へりウムガスを膨脹させて冷却するガスサイ

クル式の原理によるもので,-165での冷凍力河能である。

ガスサイクル式冷凍機には,単気筒ディスプレーサ型のシ

ンプルな構成のスターリング冷凍機を搭載した。その最イ蛭"

達1昼度は一223でで,このクラスの世界最高レベルの性能を

発揮する。また,耐久性の面でも,従来難しいとされていた

5,000時間のノーメンテナンス運転を実証した。このフリー

ザーは,電源さえあればよく,従来の限界を超えた低温保存

の二ーズに対して手軽にこたえることができる。

1.2 電子商品

VTRの記録磁化シミュレーション

VTRの画質・音質の向上を目的として,磁気テープ内の

記1瓢茲化パターンを言十算するツールを開発した。

このツールは,磁気テープ中の磁性粒子一つの異方性をモ

デル化し,その集合体として磁気テープをモデル化する手法

を用いている。記'瓢謝ヒに伴う減磁界や,磁気へッドと磁気

テープとの相互干渉も自己矛盾なく(selfC卯Sist印t)反復計

算し,オーバライトやネ夏雑な波形の記録にも対応、している。

VHS方式VTRでは, FM音声信号を記録したトラ"クの

上から映像信号をオーハライトする。また,映像信号は,

FM輝度信号とイ氏周波に変換された色信号との周波数多重信

号である。このような複雑な記録方式でも図のように,る樹ヒ

パターンの様子か明らかになり,設三"青度向上にイ斐立てられ

る。

家庭用ディジタルVTR技術

次世代の家庭用VTR は,ディジタルVTRである。ディ

ジタルVTR により,放送スタジオ並みの高画質映像と高音

質オーディオカ年軽に家庭で楽しめるようになり,ポケ、,ト

サイズのムービーやBISDN を利用したディジタル映像サー

ビス等により,新しいAVの世界か開けると期待される。

このたび,次の特長をチ寺つプロトモデルを開発した。

(1) 8mm 幅のメタル蒸着テープを用いて,2μm2/ビ、,ト

の高密度記録により,小型カセットで長時間Z診示力河能。

② 3次元DCT を用いた高能率符号化方式により,画質劣

化なしに4:2:2 コンポーネント TV 信号を約 1/7 に

圧縮。

偲)テープテンシ,ンを動的に制御する§陣力機構を搭載した

薄手テープ対応、の小型精密テープ走行メカニズムを開発。

極低温フリーザー

研 プし

^ノくヲノフ二qι
V7、子〒

家庭用ディジタルVTRプロトタイプモデル



1.3 情報処理

プラント配管系統図面の自動入カシステム

原子力発苛斤などのプラントにおいて,保守等の設備管理

をコンピュータ化するために,既存の膨大な数の系統図面を

言頃機に入力する必要がある。この入力作業を省力化するた

めに,プラント配管系統図面の自動入カシステムを開発した。

既存の配管系統図面は,1図面中の記入要素が多いため,

シンボル・接微泉・文字等の記入要素間の接触が多く,また

縮小コピーや修正によって記入品質が悪くなっている。この

ような複雑かつ低品質の図面に対し,高度な認識技術の開発

により,認、識率80%以上での認、識力河能となった。また,

認識結果を効率的に確認修正する技術を併せて開発したので,

従来のCAD システムを用い,人手で入力する場合に比べて,

入力作業が30%以下に省力化された。

^^^^^^^^^^^^^七、 4.^^^^ 4、 4、^^七.^ C、^^ 4、^^七、七、^^^^^.=.^^ C、 4、^^^^^.コ^^^ 4、 4、^^゛、.才 4.^ C、^^弓、^^^.、^^七.^'コ^.、^..4、^^^ 4、.、^゛

遠隔データベースリクエスタ《 ELQUERY/R》

EWS(ME シリーズ)からLAN で接続されている汎用計

算機(EX シリーズ)のデータベースをアクセスする遠隔

データベースリクエスタの開発を行った。汎用三隙機の大

容量データベースをEWSのアイコン,マルチウインドウ,

マウスを用いた視覚的な対話操作によって検索を行える。画

面表示された"表"を中心として操作が進むため,データベー

スのデータ構造を知らなくても操作可能である。データベー

スとのインタフェースは,国際標準データベース言語SQL

を用いている。通信プロトコルとしては, TCP/1P に加え

て, MNA・P も可能である。また, C と FORTRAN 用のア

プリケーションプログラムインタフェースを用意している。

レ11・・.

^'^.尋:'^ー^.゛^宅.^'

●光ディスクを用いたマルチメディアファイル装置

カラー画像,音声,コードデータ,応用プログラムなどを

単一の光ディスクで統合管理できるマルチメディアフフイ

ル装置を開発した。この装置の特長は次のとおりである。

①光ディスクメモリに画像や音声を入出力する豊富なイン

タフェース

②画像と音声等を関連付けた同時表示再生力河能

(3)階層的記憶によるカラー画像の高速一覧表示

④動画像との合成表示も可能

(5)タ、,チパネルとポップア、"プメニューによる簡単操作

⑥スタンドアロンイ吏用のほか,ホスト接続も可能

この装置を応、用して,電子カタログや電子ガイド等のマル

チメディアシステムカ溶易に構築できる。

カヲ
ミユ
シ涯ン

,.

光ディスクを用いたマルチメディアファイル装置
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飛翔体の空力設計支援エキスパートシステムMACDAS

飛しょう(翔)体の空力設計の初期段階には,米国で開発

された空力設計マニュアルDATCOMが広く利用されてい

る。このシステムは,このDATCOM に含まれる膨大な経

'矣式とチャートのほか,これまで当社で蓄積してきたデータ

ベースと知識をもとに,当社のA1専用マシンPSⅢ上に開

発したエキスパートシステムで,初心者でも容易に空力設計

が行えるぱ'かりでなく,専門家の経験を必要とする難しい要

撃範囲の言頃なども行える。これにより,従来は数日間必要

とした空力設ヨM澂時問で行えるようになった。このシステ

ムの適用対象は,超音速飛翔体であるが,現在亜音速,遷音

速への拡張を実施しており,また将来は非定常空力三t算や風

洞試験の結果をデータベースに取り込人で,設計の精度向上

を図っていく。

ハイパーシミュレーション型理解支援環境SI PLE

大規模・ネ臭雑化するシステムの高い安全性を確保するため

には,システムの振る舞いを深く理解しながら運転すること

が,ますます重要になってきている。そこで,当社では東京

電力総と共同で,メディア技術・シミュレーシ,ン技術・

認、知科学をべースに,ハイパーメディアとシミュレータの概

念を融合したハイパーシミュレータSIMPLEの開発を行っ

た。

SIMPLEでは,複雑な対象をその階層的な構造関係や現

象のチ曇頁に応、じて多次元的に管理し,また様々な視点から対

象を多面的に観察できるマルチビューインタフェースを提

供している。その結果,対象の振る舞いを深く理解するため

に重要な重加舛見点の矧共やメンタルモデルの構築,さらに知

識と行為の結合・変換を可能にしている。

'1とー

島賦^

塾賦計閉

卿,轟弄

4:,づ. Jーシ.ン

0凶1■
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泉期体影状

高度 1

量斬聖"識を雲撃司蛯松範囲

伐寮聖俄闘糧モ要章可能な笥囲
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MACDASの出力例(空力微係数,要撃範囲の計算)

200 2 キ"

CL.

娼力傾料
1

三次元グラフィックサブシステム(GS5)

高速の浮動小数点プロセ、,サとカスタムLS1をパイプラ

イン接続し,フルカラーの高速三次元表示力河能なグラフィ

,クサブシステム(GS5)を開発した。

浮動小数点プロセッサにモトローラのDSP96002 を採用

し,これを5個パイプラインで接続している。前3段で幾何

学処理を,後2段で多角形処理を実行している。

カスタム LS1 は,当社の 20,00OG ゲートアレーにより,

PGR, POP の2品種開発した。 PGR は最終段のプロセ、,サ

に接続され,描画を実行する。 POP は表示系のメモリに

データを書き込むためのデータ変換を行う。

GS5 は当社のEWS ME400 に実装され,5万ポリゴン/

秒の滑らかな陰影付け処理力河能である。
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CTRON OSの製品への適用

交換処理・通信処理・情報処理などの各分野で,共通的に

利用可能なオペレーティングシステム(OS)インタフェー

ス仕様であるCTRON仕様に基づいた基本OS部の開発を完

了した。当社では,既にCTRON OS を通信関連装置での

標準OS としていく方針を打ち出し,1990年度から交換装

置ほか,各種システムへの製品イ鼬用開発を進めている。現

在までに,カーネル部,入出力制御部,ファイル管理部をイ

ンテルi80386 及ぴモトローラ M68030上に開発した。

今後は更に,通信分野での適用拡大に向けて拡張OSの開

発,舞重プロセ、,サへの搭載,開発環境の拡充を押し進めて

いく予定である。

クラフィカルユーザーインタフェース(GUI)上の操作自動マクロ化機能

ワークステーシ,ンの利用環境として注目されている

GU1を用いた統合的な操作環境のサービス機能のーつとし

て,操作自動マクロ化機能を実現した。この機能は,エンド

ユーザーが実際にマウスやキーポードを操作することにより,

ユーザーごとに矧共される業務メニューへの,複数のアプリ

ケーシ,ンにわたる操作手順の坐示を可能にする。村幾能実

現により,ユーザーはユーザー固有の一連の手順をマウスで

選択するだけで実行でき,操作の自動化力河能となる。さら

に,この機能を基に,システムの振る舞いを見せるオートデ

モ機能,マウスカーソルの動きゃ画面遷移を実際に見せて操

作法をポすへルプ機能,アプリケーシ,ンのイ吏用法を教育す

るトレーニング機能に拡張できる。

通信システム向け

アプリケーション

拡張OS

ファイル管理

本OS

カーネル

μC. C, M

交換装置ほか,

適用プロセッサ

デバッガ

入出力串脚

DSP' DK,
FD, CDV

各種システム

1803860r M68020,30

PPK法に基づくソフトウェア設計プロセス支援

ソフトゥエア開発要員の拡大か叫ぱれる一方で,開発のノ

ウハウは個人に集中し,技術の共有ができない現状がある。

ベテランのソフトウェア技祁渚のノウハウや手法などの共有

を促進するため,設計プロセスを記録・構造化するモデリン

グ手法としてPPK法を開発した。このPPK 法に基づいた

設計プロセス支援ツールの利用により,問題解t夬イ乍業中心の

ソフトウェア設計プロセスを構造化しながら記録していくこ

と力河能となる。設言1者は,このツールを利用して得た記録

から,現在ソフトゥエア設計がどこまで進人でいるのか,こ

れからど人な問題点を解決しなければならないか,などを認

識することかできるとともに,他人の設計ノウハウを再利用

することも容易となる

装管理

CTRON OS開発状況

Eコ CTRON準拠部

細劣メニユ

操作手頂10イ)・0.業務1
操作手順20C.0.業務2
操作手順3(ト(>0.業務3

登録業務4

美イ丁操作の記録

目

操作自動マクロ化機能

^
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ノフトウ1ア設昌1プロセスの記録
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機雄分齢

棲能分角;は十分か
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イ丁キストを用いた
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PPK ,去 Pよobem product Knowledge Method

モシユール分鯖

レビユー

Ok

テータツロー図

案1

干ジユール
構成図

般討幅報の6己録

案2
モジユール
楢成図

ソフトウエア設計プロセス支援ツールの概念

作業の進め方の
干ニタリング

設計プロセスの再利用
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OS1通信ソフトウェア試験支援システム

分散処理システムの発展に伴い,舞重システム間相互接続

の要求がたかまり, OSI(開放型システム間相互接続)プロ

トコルが標準化され,各地で実装か開始されている。このた

め, OS1通信ソフトゥエアを効率的に開発すること力唖要と

なってきた。特に実装したソフトウェアのプロトコル三鵡矣の

効率化力迺要であることから,プロトコル規キ各書に基づき,

i鵡貪仕様書の作成,三鵡貪の実行,及びi鵡貪成績書の作成を自

動的にかつ一貫して行うOS1通信ソフトウェアi謂貪支援シ

ステムを開発した。

このシステムを利用し, OS1トランザクション処理用ソフ

トウェアの開発を行った。

ワークステーションをべースとしたマイクロプログラム開発支援システム

マイクロプログラムの作成からシミュレーシ"ンまでを,

会話的に行えるシステムをワークステーシ,ン上に構築した。

このシステムは,マイクロプログラム開発時にその言三吾壮様

定義とハードウェア三礎をあらかじめ定義するだけで,開発

対象機種に共通してイ吏用できる汎用的なツールである。シス

テムはC言語で作成されており,マイクロプログラムのアセ

ンブル,りンク,フローチャート出力等の機能のほかに,

ハードゥエア記述言語やシミュレーシ,ンコマンド等を提

供している。また,シミュレーシ,ン動作の視覚的な追跡を

行うことも可能である。

OS1 ソフト

実装

プロトコル規格書

製
^
ロロ

1.4 電子機器

回線/LAN

OS1通信ソフトウエア試験システム

ラティス型アダプティブアンテナ

アダプティブアンテナは,不到昌号の入射方向を自動的に

イ氏感度化して受信信号に含まれる不到言号を抑圧することが

できる。今回,アダプティブアンテナの』又束速度の高速化,

複数不到言号に対する抑圧性能の向上を目的として,ラティ

スフィルタを応用したものを開発した。このアンテナでは,

ラティスフィルタネットワークにより空間領域で受信信号

を互いに直交する信号に変換し,オープンループでアンテナ

荷重を更辛斤することにより,"又束速度の高速化を図れた。

実験の結果,2波の不要信号に対して,2μSで約30dB

の不要信号抑圧比力并尋られた。これは,従来のLeast Mean

Squa托アルゴリズムを用いたアダプティブアンテナと比較

して,』又束速度で約6倍の性能改善である。
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機体・構の影響を考慮したアンテナ放射パターン解析技術

アンテナの挺寸パターンは,そのアンテナカ靖又舛置されてい

る1謝本・構体の景3響によって大きく変化する。したがって,

アンテナを精度良く設計するには,その放,寸パターンに及ぼ

す樹本・構体の景熔を"琳斤する技術を確立する必要がある。

今回,任意升列犬の1矧本・構体がアンテナの棚寸パターンに

及1妻す号熔を鰯斤できる鰯斤プログラムを開発した。このプ

ログラムは,棚本・構体を多面体でモデル化し,これに捌可

光学的回折理論を適用する手法を用いているため,任意升剣犬

物体に適用できる特長がある。

図は,簡易ロケ、,トに取り付けられたモノポールアンテナ

の纐すノ汐ーンの言十算例を,実測値と比較して示したもので

ある。この鰯斤技術により,棚本・構体の景解を考慮したア

ンテナの最適設計力河能となる。

L/S帯共用高出カモノリシック増幅器

L/S帯共用高出カモノリシ、,ク 3段増幅器を開発した。

回路素子の集中定数化によって小型化を図り,イ則司波数帯に

おいてモノリシ"ク化を達成している。また,この増幅器で

は,2周波数で近似的に共振する回路をハ'イアス回路に用い

ている。この回路は, L帯では抵抗のみの回路として, S帯

ではインダクタンスのみの回路として,両帯域間ではほι灘豆

絡回路として動作する。これにより, L帯及びS帯の二つの

離れたイ吏用帯域で高利得を持ち,かつ両帯域間で不要な利得

を抑圧した双峰利1尉宇性を実現している。

増幅器のチップサイズは,4.1mmX3.1mm であり,特性

は, L帯及ぴS帯で利得25dB 以上, f包手U出力 30dBm を得

ている。
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微小ダイポール
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計真に用いた多面体
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簡易ロケットに取り付けられたモノポールアンテナの

放射パターン解析例

赤外線温度補償光学系

赤外線次兀アレー検出器を用いた撮像装置用の光学系と

して,広い温度範囲にわたってピントがぼけない波長8~

12μm帯の温度補償光学系を開発した。従来の赤外線光学

系では,ia1窒力咳化すると屈折率変化,レンズの升劉犬と間隔

の変化により,被写体像の位置力彰動して結像性能が劣化す

る。このため,ピント調節機構や光学系の1呈1妾を一定に保つ

1且1窒制御機構が必要となっていた。このi呈1亥補償ウt学系は,

屈折率・升剣犬・間隔変化の景鶚Eを互いに打ち消すように,レ

ンズ材料(ゲルマニウム,硫化亜鉛,セレン化亜鉛)の組合

せやレンズ配置を定めた。この結果,-54~+71での温度

範囲にわたって常温とほと人と変わらない結像性能か得られ

た。
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抵抗整合形集中定数化S帯5ビットモノリシック移相器

S帯のような低い周波数では,移相器を分布定数回路で構

成すると大きくなり,モノリシック化力咽難となる。ここで

は,移相器を構成する回路素子を集中定数化し,かつ,移相

器形式をハイパス/ローパス切替形として小型にし,モノリ

シ"ク化を図った。さらに,単ビ、,ト移相器間の多重反射に

よって生じるミ斐定移相量の誤差を小さくし,広帯域化を図る

ため抵抗整合回路を設けた。移相器の性能は, S帯で30%

の比帯域にわたり,挿入損失 10.3土0.75dB,反射電力ー

17.5dB 以下,移相量誤差6.0゜(rms)以下である。

1.5 電子デバイス・キ料技術

タイナミック光ニューロチップ

やわらかな情報処理を目指したニューロコンピュータの超

高速ハードゥエアを実現することを目的として,ニューロン

間の結合状態をりアルタイムで変化できるダイナミ、ソク光二

ユーロチ、,プの試作に世界で初めて成功した。素子構造は,

発光素子(LED)アレーと感度可変フォトディテクタ(VSP

D)アレーの立体2層構造である。 GaAS基板上に並べた

LED アレーのオン/オフがニューロンの1犬態に対応し,学

習機能に必要なダイナミックな動作はVSPD アレーの各ピ

クセルの受北感度を制御することによって可能になった。こ

のチ、,プを用いて,入力画像の中から指定した1寺徴を持つ対

象を選ぴ出すパターンの分類機能を実現することができた。
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光三重安定素子

新しい機能をもった量子効果半導体素子の研究開発を行っ

ている。ここで紹介する光三重安定素子(図(司)は,印加電

圧や入力信号光の強度や波長などに対して三つのレベルで安

定な出力応答(図化))か得られる素子である。出力は,透過

光あるいは光電流の形で光学的にも電気的にも取り出せる。

素子の構造は,非対称型量子井戸をPn接合の間に挾人だ

Pin ダイオードで,分子線エピタキシャル法で作製した。

原理は,量子効果によって形成される量子準位間の結合強

度が電界変化で制御できることに基づいている。さらに,こ

の素子はある波長領域の単色光信号のみ強く応、答する波長選

択的な機能(図(0))ももっている。このような新しい機能は,

次世代の光情報処理や光情報伝達のために役立つ可能性を秘

めている。
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モンテカルロ法による斜め回転イオン注入シミュレータ

64M DRAM に代表される次世代ULS1の基本となるデ

イープサブミクロンのMOS トランジスタ等では,斜め回転

イオン注入により,ソース/ドレインを形成している。次世

代MOSトランジスタのための最適なドレイン構造を効率良

く求めるために,今回,モンテカルロ法による三次元斜め回

転イオン注入シミュレータを開発した。同シミュレータは,

個々のイオンと基板内のシリコン原子との衝突によって失わ

れるエネルギーと衝突後のイオンの進行方向を,乱数を用い

て三預する。出力としては,イオン注入時のイオンの飛程と

イオン往入時の不純物濃度分布,及び欠陥密度分布を得るこ

とができる。同シミュレータを用いて,ドレイン構造を高精

度に言頃でき, ULS1の開発に有効である。

SI OX技術による薄膜S01/ OSFET

絶縁層上の 10onm 以下の極薄膜Si層上に形成したS01

/MOSFET は,チャネル部が完全空乏化し,短チャネル効

果の抑制,寄生容量の低減等の特長力旺見われるため,クオー

ターミクロン以降のULS1基村蒜造となり得る期待がある。

我々は, si勘反に酸素イオン注入するSIMOX法で注入条件

及び熱処理条件を改良し,転移密度10'/cm2以下の薄膜

S01對反を得るとともに,サリサイド技術・ドレインエン

ジニアリング等の総合的なプロセス開発を行っている。現在

までに,テスト回路によってサブミクロンレベルまでは,基

板シリコン素子に比較して速度性能に優れることを検証し,

さらに0.6μm レベルの大規模デバイスによる性能実証に着

手した。
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斜め回転イオン注入による N+ドレイン形成(入射角45゜)
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電子機器用金属基複合材料

電子機器の小型化・高密度化に伴い,部品・基板・ケース

等の熱膨1尉系書★差に起因する熱応力の抑制力滴信頼化を図る

上で重要な課題となっている。そこで,当社では勘反・ケー

ス材料として,炭素繊維の低熱膨脹を利用した繊維強化AI

を開発した。この材料は,素材の物性から材¥"宇性を設計し,

繊維偏責率や配向性を制御して得られたもので,半導体の放

熱に重要な熱伝導率を損なうことなく,熱形窈矧系数を6~12

XI0-6/での範囲で制御できる。このため, A1合金に比較

して,半導体や半導体パッケージとの熱膨1厨系数の差を小さ

くすること力河能となり,機器の信頼性力嘴しく向上した。
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マイクロ波用誘電体

マイクロt皮用誘電体セラミックスは,共振器,フィルタ,

勘反等として通信機器に広く応用されている。このような誘

電体応、用デバイスでは,使用目的あるいは構成に応、じて要求

される比誘電率が異なるため,種々の比誘電率を持つ材料が

必要とされる。今回,28~50にわたる広範囲の比誘電率を

示す材料として, sro・cao・Ti02 系誘電体を開発した。こ

の材料は,ペロブスカイト構造(AB03)の一種である

Sr3Ti207 型構造を基本とし, B サイト原子である Ti(4価

元素)の一部を3価及び5価元素により,複合置換したもの

である。また,更に高比誘電率材料をBao・Ti02系新組成

によって開発した。開発された材料は,いずれも低い誘電損

失と0即m/で近傍の低いi品度係数とを合わせチ寺つ。

交流用 Nb3Sn超電導線

最近,到王器などの交流電力機器への適用を目的とした交

流用Nb3Sn線の開発が注目されている。交流用超電導線に

は,低交流損与HヒのためにNb フィラメントの細径化,ツイ

ストピ、,チの短小化,マトリクスの高抵抗化など力要求され

る。当社では,加工性及ひ高電流密度化に優れた内部拡散法

により,線径0.2mm,フィラメント径0.4 μm,フィラメン

ト数28,490本,ツイストピ、,チ 2mm で,マトリクスの高

抵抗化のためにSn にln を添加したNb3Sn線を試作した。

今回,熱処理条件の最適化を図り,交流損失が低く,かつ

IT の磁界下でNb 断面積当たり3.4×10WA/m2 という高

い臨界電流密度を達成した。今後,更に低交流損失イヒのため

の線材設計の検討を進める計画である。この研究は関西電力

総との共同研究である。

特性

比誘電率

材料

誘電損失:t幼δ

温度係数:tk

(ppm/で)

組成系

開発誘電体特性

ε
r

E 30

28

(9GH2)

0.0005

(9GHZ)

E 50

Srocao.Ti02系 Srocao・TI02手ミ

50

(9GHZ)

0.0007

(9GHZ)

+ 15

SR(シンクロトロン放射光)用レジスト

半導体素子の超役鰯剛ヒ・高響責化に伴い, X線りソグラフ

イ用光源として高強度・高指向性のシンクロトロン放射光

(SR光)を利用する技術が注目されている。この技術におい

て,ドライエ、,チング耐性に優れた高感度・高解像度レジス

トカ沫められている。

今回試作したレジスト材料は,高解イ象度レジストとして知

られているポリメチルメタクリレート(PMMA)に有機金

属基を一部導入することにより,SR光の吸収効率の向上に

よる高感度化と,ドライエッチング耐性の改善を図った。

SR光照射実験から, PMMA の4倍の高感度化と,サプミ

クロンレベルの高解イ象度パターン形成を確認した。
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フォトクロミック光記録媒体

将来のフォトンモード,オーバライト可能な光ディスクの

開発に向けて有望な,フォトクロミ、ソク材料の合成に成功し

た。材料として要求される半導体レーザへの感受性について

は,ラ汗設ヨ村鮴iを適用して,ベンゾチオピラン系スピロピ

ラン基をチ寺つ化合物を設計し,また熱的安定性については,

この化合物を高分子液晶に担持させることにより解決した。

これを用いた光ディスクは,ディスク回転数1,800ゆm,キ

ヤリア周波数10okHZ~1MHZ,記録パワーフ80nm の半導

体レーザで 14~20mW の条件で書き込め,再生パワー

ImWで6,000回程度の読出し力河能である。記録保存安定

性は,常温下で3~10年と試算している。また,紫外線に

よって記録の消去も確認、した。

゛忠20゛き゛0や゛0゛?゛$゛゛゛゛εε゛?゛゛゛゛゛゛゛゛゛゛七'.゛゛゛0..0,.0,.゛.゛゛゛゛..3.゛ιε゛.゛.゛.゛,.ιι.き◆念

● S・VHS ・ VTR用

家庭用VTRの高画質化は,キーパーツである磁気へ、"ド

の高性能化によるところが大きい。特に, S・VHSのシステ

ムでは,低域に変換された色信号と,高域の輝度信号の再生

出力力画質を左右する。高画質を実現するため,写真に尓す

升列犬のMIG へッドを開発した。すなわち,このへッドは,

フェライトの2倍のf辧U磁束密度を持つセンダストの薄膜を,

磁気ギャップのトレイリングエッジ側にのみ配し,コアはフ

エライトで構成したものである。その結果, MIG へッドの

1寺1撒であるイ氏域(0.5MH力の高出力(+4dB)だけではなく,

優れた再生特性により,高域(7MH力の出力向上(+3dB :

当社比)も同時に達成した。

IG (メタルインギャップ)ヘッド

縦軸

横軸

⑧

反射率変化絲勺10%/dlv

10 μ m/dlv

記録時の反射率変化

高周波数側一ー^

パートリアディティブ法用無電解銅めっき技術

プリント對反の高密度化を達成する技術として,パートリ

アディティブ法が開発されている。この方法は,スルーホー

ル部を従来の電気めっきにかえて無電角早銅めっきで形成する

こと力叫寺徴である。このプロセスに適用する無電解銅めっき

技術を開発した。その1寺1致は次のとおりである。

①アスペクト比(キ反厚/スルーホール径)18のスルーホー

ルへのつきまわり性は,ほぼ]00%力町尋られる。

②安定したプロセスにより,不要な部分に銅か析出しない

③伸び率8%以上,抗張力30kg/mm2以上と優れた機

械的特性を持つ皮膜を得ることができる。

このめっき技術を30層高密度プリント對反に適用し,良

好な信頼性を持つことを確認した。

記録線幅

キャリア周波数

仏)記録時の顕微鏡写真

ききききき忠忌きき忌季ききききε3ききeきききεSSきSS$9SS3念ε色$SSS急9忠$ききき

1 μ m

10okHZ~ 1MHZ
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パートリアディティブ法30層高密度プリント基板
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透過電子顕微鏡による磁性薄膜の磁区構造解析

VTR 等に用いられる MIG (Metalin Gap)ヘッドは,高

磁束密度・良好な軟磁気特性を要求されており,当社ではそ

のーつとしてセンダスト(Fe・A卜Si合金)をギャッフ部の磁

性薄膜材料に用いたへッドの開発を進めている。

センダスト薄膜は, N2 ガス分圧中スパッタにより成膜す

ると,純Ar中での成膜に比べ,軟磁気特性力狗上する。こ

のときの磁性薄膜の磁区構造の変化を,遡邑電子顕1拠寛を用

いて調べた。

図に示したように,4 %N2 ガス中,500でアニールの条

件で作製した膜の磁区構造は,純Arガス中に比べ磁区乱れ

を示すり、,プル磁区力鶚餅咸し,く形の敬避力觀察される。こ

の条件では軟磁気特性も向上しており,磁区構造と特性との

対応め涜認された。

生産技術/評価・診断技術1.6

アルミ薄膜用 ICB装置

次世代の半導体デバイスなどに適用可能な,結晶配向性に

優れたA1薄膜を0.1μm/分の高速度で直径20omm の大

面積に形成できるクラスタイオンビーム(1CB)装置を開発

した。二重るつしま構造と,るつぼ温度分布制御によるA1の

安定力吹財鮴i,円すい状のノズルを用いたクラスタの高速発

生1鮴i,及び電極へのビーム照,寸力中Π制できる長寿命イオン

形成技術の開発により,生産用MBE装置の3倍以上に相当

する成膜能力(成膜速度X面チ劃を長時間にわたり安定に得

られるICB装置が実現できた。なお,この研究は新エネル

ギー・産業技術総合開発機構の大型工業技術開発"超先端加

エシステムの研究開発"の一環として行われたものである。

純Ar中スバッタ膜

センダスト薄膜の透過電子顕微鏡による

磁区構造写真(500でアニール)

5μm

高分解能イオンビーム測定装置の開発とその応用

半導体のイオン注入工程では,ウェーハの大口径化及び

大電流化に伴い,イオンビームのウェーハ上の帯電現象など

に及ほ司、景熔か問題視されている。そこで,大面積・大電流

のビーム電流密度分布を高精度(空間位置分解能lmm),高

分解能(0.03mA/cm2),かつ高速(データ取込みまで約45

秒)に測定可能な高分解能イオンビーム測定装置及びソフト

を独自に開発し,ビーム電流密度分布とTEG トランジスタ

の破壊率との相関の評価に適用した。その結果,素子の破壊

率は,ビーム電流量よりもディスク回転方向のチ責算電流密度

の最大値に依存することか明らかとなり,この測定装置力瑞

電現象の鰯斤などに有効であること力洗認できた。

4%N2ガス中スパツタ膜

5μm

＼、1
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GaASFET微細パターン検査装置

デハイスの微細化に伴い,そのキ貪査にも高度な技術力要求

されている。半導体ウェーハでは,クォーターミクロンのパ

ターン欠陥か問題になってきており,高速・高精度な自動検

査力哩まれている。このような背景から,今回, GaASFET

のゲートパターンを対象に,高解像力のレーザ顕微鏡と高

速・高信頼度画像処理1鮴iを利用した微細パターン検査装置

を開発した。カセットッーカセ、,トによるウェーハ単位の全

自動検査ができ,最小線幅0.35μmパターンの線幅,欠け,

膨らみ,ゆがみ等の欠陥判定力河能である。平均処理時間は,

1チップ当たり約15秒で,全数検査/抜取検査の両方力河

能である。この装置の導入により,生産ラインの効率化を進

めることができ,品質の安定化力咽れる。

半導圧カセンサ用陽極接合装置

自動車用半導体圧カセンサの高性能化のための新製品開発

が進められ,新しいセンサには,構造上,真空キャビティ

力般けられている。その製法のシリコン素子と台座ガラスの

気密接合に,真空陽極接合法(Field Assistod B卯diog)が

採用されている。

新製品開発と新接合法の撫正・改善と並行し,その1寺徴を

生かした接合装置の開発を行い(写真参照)量産化を実現し

オこ。

この装置は,2チャンバの枚葉処理方式の全自動機で,装

置の特徴は,①接着剤を用いない高品位の気密接合法の実

現と,②プロセス改善による残留応、力の低減・均化と,

③高速接合を達成している。また,④装置にクリーンユニ

"トを内蔵し,ホg立環寛のクリーン化による歩留り向上を図

つ、-0

^ー、^^^^ J、^^《^^^^^゛ C、 4. C.心.^^心、ハ^ 4、^ C、^ C、七、七、'= C、 C、七、.コ七、七、 C、七、^ 4、゛^^^゛ 4、^^゛^ C・^^^^^^^^^^ 4、"=●^.

電磁クラッチ用低圧成形技術

最近,自動車用変速機のオートマチック化が進む中で,ス

チールベルト式無段変速システム ECVT 伍lectル Continu、

Ously variable Transmission)がt主目されてし、る。このシ

ステムに用いられる電磁クラッチは,従来,ワニス処理又は

個別成形されたコイルを組み立てて製造されていたが,より

一層の信頼性と生産性力涙求されていた。そこで,当社か開

発してきた2液性エポキシ樹脂を直接金型に注入する1氏圧成

升牙支術を用いて,コイルとハウジングを一体成形する製造方

法を検討してきた。高耐熱エポキシ成升井オ料とそのプロセス

及び成形装置を開発することにより,耐熱性や而捷性に優れ

た電磁クラッチを生産性良く製造すること力河能になった。

aASFET微細パターン検査装置

圃

半苓体圧カセンサ用陽極接合装置

ECVT低圧成形装置と電磁クラツチ成形品
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レーザアブレーション微細除去加工

レーザアブレーシ"ン現象を利用した微細除去加工技術を

開発した。これは,エキシマレーザの短パルス高輝度紫外光

を照射して,材料の光吸収ウt解離によって固相から励aに

瞬時に分解除去させるものである。この特長は,従来の

C02レーザ等を用いた熱加工ではできない低熱損傷加工

である。これにより,①有機高分子材料の湿式工"チング

では不可能な高アスペクト比での数十μm径の微細穴明け,

②Si, G.A.ウェーハやLiNbo.等の機キ勧U工に不向きな硬

ぜい(脆)な無機材料の低損傷除去加工,③銅張りポリイミ

ドフィルム等のフィルム層のみの選択除去から,さらに厚さ

数百Aの層からなる薄膜多層材料においても下地に損傷の

ない上層薄膜のみの空間的選択除去加工力河能になった。

アークシールド信号による真空スイッチ管用電極材料の遮断性能評価技術

真空スイッチ管の小型,高性能化には,電極材料が最も重

要であり,真空中アークの鰯斤技術を駆使することにより,

新電極材料の発掘を効率的に推進すること力河能である。

今回,アークシールドを電気プローブとして用いてアーク

の挙重力を鰯斤し,これから電極材料の遮齢生能をアークシー

ルド信号により評価する新技術を開発した。シールド電圧

がOV以上のときは遮断成功域でOV以下のときは遮断失敗

域になる(すなわち,シールド電圧の降下現象)ことを見い

出し,これを用いて従来の電極材料に対する新電極材料の遮

断性能の優劣を評価できることを明らかにした。

この手法を適用することにより,新電極材料の開発期問が

大幅に短縮でき,真空スイ、"チ管の設計を合理化できる。

ポリイミド絶縁層の穴開け加工例(穴径:70μm,厚さ:15μm)

パッケージ1Cの熱応力強度評価システム

枝朔旨モールドされたパッケージ1C に発生する熱応力を,

構造設計段階で評価できるプログラムを開発した。このプロ

グラムは,ダイボンド・植朔旨モールド等の製造プロセス中や

熱衝撃・熱サイクル等の信頼性i括貪時にパッケージ1Cに負

荷される熱応力を算出して,パッケージ割れや界面はく離の

強度をヨ平価するものであり,専用のプリプロセッサを備えて

いるために言1算に必要なデータ入力力溶易であること,構成

材料のデータベースを内蔵しているために強度判定や寿命評

価を自動的に行えること等の特長を持っている。このプログ

ラムを利用すれば,設ヨ十段階で各種パラメータ言頃力溶易に

実施できるため,パッケージ1Cの設計期間の短縮のみなら

ず強度面での信頼性向上を図ることができる。
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簡易型衝撃波形解析装置

製品の機械的なこわれやすさを詔而する方法として,米国

の規格であるASTM D3332 にダメージバウンダリ評価法

があり,この規格に準拠した衝撃波形を簡単に測定・鰯斤・

表示できる簡易型の衝撃波形鰯斤装置を開発した。

開発した装置は,衝撃加速度(G),速度変化(V。),変位

量(△→,衝撃持続時問ωを同時にディジタル表示すると

ともに,波形出力端子にオシログラフやプロ"タを接続する

ことによって簡単に波形を見たり,記録することができる。

また,圧電型加速度センサの感度調整機構を持っているため,

どのようなセンサでもイ吏用できる。この装置は,小型連至量

で持ち運ぴにも便利である。

ε含ε申

消臭材料評価装置

"ppb"オーダーの希薄臭気ガスの気流中で,消臭材料の性

能三平価力河能な消臭材料ヨ平価装置を開発した。基村蒜成は,

図に示すように,一定流量の清浄空気と濃度既知の臭気ガス

を混合して希薄臭気ガスの気流を形成し,気流中に消臭材料

及ひ高感度臭気センサを順に設置する。そして,臭気センサ

の出力信号をパソコンに取り込人でデータ処理することによ

り,消臭性能をディスプレイ上に可視化するものである。

臭気ガス・臭気濃度・気流の厄魅等をパラメータとする消

臭性能のヨ判西結果は,高性能消臭フィルタ等の設計データと

して有用であり,最近の空調システムが指向する空気の質の

向上に関連する材*村支術開発におけるヨ判而装置として有効で

ある。

急 98ε$きき念季εき〕3.εe孝ε写老9$33εき牢8

高電圧電動機エポキシ全含浸絶縁の複合劣化メカニズムと絶縁診断技術

高電圧電重力機の信頼性向上及び余寿命推定の観点から,現
B DV

在適用されているエポキシ全含易〒僻号の運転中の劣化メカニ

ズムを研究している。今回は,特に重要な劣化パターンであ

るき膓'化と機械的疲労現象に注目して体系的加速試験を実施

し,劣化に伴うホ鯲剥寺性や破壊電圧の変化を把握した。機械

的ひずみ E と繰り返し数Ⅳに対する破壊電圧値は,図のよ

うに三次元曲面で表示され,この曲面は熱の景熔で平行に移

動する。また,電子三動髄寛観察の結果,劣化した絶縁体中に
10'

はミクロな欠陥が発生することを確認した。この欠陥の進展

力鞁壊電圧を低下させる。以上の基礎的知見によって,より

確度の高い絶縁診断力河能となった

き
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圧縮空気 空気浄化装置

悪臭標準ガス

(1 %,10oppm)

流量計
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又は流量計

混合 消臭材料

消臭材料評価装置の基本構成
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センサ駆動回路
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我が国の電力需要は,内需の拡大に伴って予想以上の増

加を不している。今後も民生用を中心に着実な伸びが予想

される。一方,社会の高度化,'情報化の進展に伴い,電力

の質に対する要求もますます増大し続けるであろう。

1990年代のスタートとなった昨年も,当社は各種エネル

ギー供給の安定化,効率化,運用の最適化を進める幅広い

技術力の展開と,特長ある製品の実現を見た。

原子力発電では,北海道電力欄泊原子力発電所2号機

が1991年6月の営業運転開始を控え,試験調整の最盛期

を迎えている。また,関西電力欄大飯発電所3号機とし

て,国内最大容量のタービン発電機(1,310MVA)を出荷

し,併せて最新のディジタル技術を導入した計装制御装置

も,1991年12月の営業運転に向けて試.験調整を継続中で

ある。

火力発電では,国内最大容量のタンデム 2極 1,00OMW

級タービン発電機の回転子が開発され,検証中であること

が注目される。プラントとしては,電源開発繍松浦発電

所 1号機(1,00OMW),関西電力欄南港発電所1号機(600

MW),サウジアラビア・クラヤ発電所 1,2号機(各60OM

W)等の完成があった。

計装制御装置では,最新の計算機,通信,マイクロエ

レクトロニクス技術の応、用による発電所レベルでの統合化

された運転・保守・管理の機能向上,高度情報化を展開し

ている。具体的には,火力発電プラント計装制御システム

や,電力系統運転操作訓練シミュレータを出荷し,現地据

付け調整に入った。支援システムとして,発電所構内LA

N による情報管理システム, A1応用技術を適用したプラ

ント運転支援エキスパートシステム,各種ディジタル制御

装置等を実用化した。その結果,自家用発電プラントだけ

でなく製造ライン向けプラントへの適用チ広大になった。,

水力発電では,監視制御装置の大幅ディジタル化が進め

られる一方,東日本旅客鉄道掬新小千谷発電所向け電機

品が納入された

新発電技術では,関西電力欄六甲アイランド向けりン

酸型燃料電池(20okW級)の製作が進められ,太陽光発電

システムでは,沖縄電力欄と共同で各種実証試験を継続

中である。いずれも補完用電源ながら長寿命化,効率化へ

向けて一層の改善が図られるものと期待されている。

変電機器では,外鉄形変圧器の特長である省スペース効

果が極めて大きい,世界初の分路りアクトノレー体形変圧器

を中部電力欄東信変電所へ納入した。また,関西電力総

大飯発電所へ省スペース,高効率を達成した国内最大容量

(1,260MVA)の主変圧器も納入された。

開閉装置では,絶縁合理化最先端技術となる,雷インパ

ルス耐電圧低減形550kv GISが製品化された。加えて,

縮小化GIS,新形油圧操作装置を適用したガス遮断器の製

品化は,ガス絶縁技術の更なる進展を具体イヒしたものとし

て注目される。

変電分野では又,変電所多重故障時の早期発見や運転業

務の省力化のために,中部電力総西名古屋変電所向けに

変電所監視支援・運転支援システムが納入された。

また,新しい技袮藷果題として,電力系統への磁気嵐の影

響を測定するための地磁気誘導電流測定システムが国内で

も初めて製品化され,貴重なデータを収集している。

配電関連機器においても,省力化,合理イヒに対応、した配

電線自動制御システムや自動検針端末器,電子メータ等の

製品化に実績を上げた。

2.電力・エネルギー
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2.1 発

2.1 1

北海道電力憐泊発電所2号機(579Mwe)は,平成3年

6月の営業運転開始に向け,最終段階の試験調整を継続して

いる。計測制御装置の大幅ディジタル化及び信号多重伝送の

適用を拡大した最初のプラントである関西電力喩大飯3号

機(1,180Mwe)も,平成 3年]2月の営業運転開始に備え

て試験調整を継続中である。大a反4号機は,機器の1居f寸けを

進めており,同じく新技術を導入した九州電力欄玄海原子

力発電所3号機(1,180Mwe)は,詳細設計から機器製子砕斐

階を迎えている。また,玄海原子力発註斤4号機及び四国電

カ(株)伊方発電所3号機(890Mwe)についても鋭意設計を

進めている。

原子力発電プラント

2.1.2 火力発電プラント

国内,t敏1向けに数多くのプラントを設計・製作・建設中

である。主なものとして,国内向けに,電源開発妹)松浦発

電所]号機1,00OMW,関西電力欄南港発電所1号機600

MWプラントの完成,東京電力総東扇島発哥斤2号機1,000

MW プラントの現地据付け,試運転があり,t敏卜向けでは,

サウジアラビアクラヤ発電所1,2号機2×60OMW,チリ

トコピジャ発電所15号機125MW は完成,インドオーレイ

ヤ発翻折60OMW コンバインドプラン N蛎式運転中である。

技術面では,従来のユニ、"ト言十算機,ディジタル制御装置

によるフルスケール自動化運転から,最¥斤の言1算機,通信,

マイクロエレクトロニクス技術の応、用による発電所レベル

の運転・保守・管理の機能向上,高度情報化を展開している

動力炉・核燃料開発事業団の高速増殖炉も人じゅ発電所

(280Mwe)は,機器の据付け^酔泉工事を終え,現地i鵡貪調

整段階に入っている。

一方,現在チ列動中の軽水炉プラントに対しては,各種予防

イ呆全活動を始め,一層の信頼性向上のための設備近代化提案

活動等を行っており,保守の高度化を目指した装置やシステ

ムの開発にも取り組人でいる。

また,欠期プラントを目指したものとしては,発苛斤の運

ま云監視操作性向上をねらった新型中央制御盤,知i哉工学応、用

マンマシンシステム等の研究開発を進めている。

タヒノ発電機

平成2年の出荷台数・製イ乍容量は,水素冷却機・空気冷却

機を含めて国内向け16台(3,131MVA),輸出向け 6 台

(2,235MVA)であった。主要機を以下に紹介する。

原子力発電所向けとして国内最大容量機となる関西電力

総大飯発電所納め3,4号 1,310MVA機は,先行実績を

重視するとともに,4ループ機として初めて軸方向通風水素

内部冷却回転子コイルを採用し,コンパクト化を図った。

火力発而所向けとしては,廊F_・風量の最適配分による風

損の低減や低損失軸受の採用など省エネルギー設計ι晒時、し

たサウジアラビアクラヤ発電所納め3号 735.2MVA機

などの大容量機を出荷した。空気冷却機では,負荷羽整機能

と急速起動停止に配慮した沖縄電力(株)牧港ガスタービン発

而折納め2号 121.2MVA機(国内最大)を出荷した

サプループレベルでは,ディジタル保護りレー装置を開発完

了し,フィールド試験中である。ユニットレベルでは, AI

技術を応、用し,プラント異常時の原因"豺斤,操作ガイドを提

供するプラント運転支援エキスパートシステムを実用化し,

自家用発電プラント,製造会社製造ライン向けに製品納入し

ている。さらに,発電所構内LANと管理用三1算機の導入に

より,各ユニ、,トデータの収集,光ディスクへの保存,デー

タベース化,発苛斤各部門への情報捌共を行う情報管理シス

テムを実現し,事業用発電所に納入した。また,発哥斤OA

化の一環として,光学文字読取り装置を応、用した図面管理シ

ステムの製品納入も行った。

.、
風
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関西電力側大飯発電所納め3号1,310MVAタービン発電機
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2.1.3 水力発電プラント

国内,1紗1向けに数多くのプラントを設計・製作・納入し

た。主なものとして,国内向けでは,中部電力総赤石発電

所39.5MW プラントが平成2年3月に,東日本旅客'失道欄

新小千谷発電所206MW プラントが平成2年6月に営業運

転を開始した。また,電源開発欄下郷発電所(Ⅱ期工事分)

50OMW揚水発電プラントは,統轄監視制御装置と4台の

主機を制御する各ユニ、,トシーケンサ,及び地上,地下それ

ぞれの共通シーケンサを,光データウェイで接続した国内最

大規模のトータルディジタル監視制御システムであり,平成

3年6月の営業運転開始を目指し,捌寸ι元鵡貪調整を継続中

である。また,海タ*向けでは,言十算機を中心とした統轄監視

制御システムを導入する台湾電力快新天輪発電所

105.5MW プラントの設計を開始した。

2.1.4 新発電技術開発

リン酸型燃料電池

関西電力側六甲アイランド向け20okW燃料電池を製作

中である。六甲アイランド実'剣昜には,資源エネルギー庁分

散型新発電1鮴i実用化実証研究プロジェクトとして,太陽光

発電,j貝力発電と併せて燃料電池力靖又「置される。このプロジ

エクトでは,系統連係運転にかかわる各種の実i酷鵡矣を行う

計画であり,模擬負荷による粥虫運転,系統異常時の無瞬断

彰虫樹テなどの三鵡貪が予定されている。当社は,20okW燃

料電池パッケージの製作を担当し,平成3年秋に納入し,据

付け,調整運転を行う。平成4年度以降に運転研究か行われ

る予定である。

なお,平成元年7月出荷のホテルプラザ業務用20okw

太陽光発電システム

建設中の電源開発閥下郷発電所

通商産業省工業1鮴i院サンシャイン計画に参画し,光発電

素子及びシステム機器の技術開発を進めている。

沖縄電力欄と共同で渡嘉敷島20okw,座間味島50kw

太陽光発電研究設備をディーゼル発電系統に連係し,補完電

源としての実証を継続して行っている。さらに,離島用電源

としての太陽光発電・ディーゼル発電ハイブリッドシステム

の実証をねらいとして,平成2年度から宮古島でMW級太

陽光発電研究施設の建設に着手し,4年度には一部運転を予

定している。さらに,六甲アイランド40okW システムに

おいて,平成2年度は蓄電池付き2kW無瞬断t刀換方式イン

バータ10台を納入する予定である。新形光発電素子につい

ても,高効率,低コスト化を目指し研究開発を進めている。

燃料電池は,現在j順調に運※云継続中で良好な性能か得られて

いる(平成2年8月末で5,咽時間を経過)。

偉
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2.1.5 発電システム

火力発電プラント計装制御システム

ディジタル制御装置MELSEP シリーズを高速光データウ

エイで結合した最新の機能分清★型ネ、"トワーク制御システム

を採用した電源開発欄松浦火力発電所1号機,及び関西電

力総南港火力発電所1号機が運転を開始した。また同じく

最新の機能分清翅ネットワーク制御システムを採用した東京

電力鵬東扇島火力発電所2号機も平成3年2月の運開を目

指して試運転中である。火力発電プラン Nこおける言1装制御

システムは今後CRTオペレーションの充実や大型ビデオプ

ロジェクションシステムの導入,等によるマンマシンインタ

フェースの改善と,アメニティを考慮した中兜栗作室のトー

."= 0 ^^゛゛ C、゛^^^^^ 4、^^^^=、^^^ 4、己、 0 ^^ 4、^゛■、■・^七、 C、 C、■、.才七、 C、 C、^ C、■^^^^.

中・小容量自家発電設備向けディシタルコントローラ

中・小容量自家発電設備は,ビル・工場・病院・ホテルな

どにおいて,非常用予備電源あるいは常用電源として設置さ

れている。近年,これらの自家用発電設備において操作性の

向上・省力化,更には制御装置の高機能化の要求か顕著にな

つてきている。

今回16 ビットマイコンを使用した発電設備専用のインテ

リジェントコントローラ<MELGIC>はこうした要求に添っ

て製品化したもので,

a) 16 ビ、,トマイクロコンピュータによる高機能化

伐)パネルキーボードによる操作性の向上

B)自動定期保守運転装置の装備

なと機能・操作性・メンテナンス性・信頼性力略段に向上し,

タルデザインか回指される傾向にある。当社においても操作

性,応答性にすぐれたCRT オペレーシ,ン専用の新シリー

ズを開発するとともに,大型ビデオプロジェクションシステ

ムとCRTオペレーシ,ンを組合せたシステムの実機への適

用が平成3年度中に計画されている。

また高機能/コンパクト化を目指した次期制御システムで

ある<MELSEP・50OPLUS シリーズ>の開発も進み,平成3

年度中に実機への適用を開始する予定である。くMELSEP

・50OPLUS シリーズ>によるディジタルAVR装置の開発も

進行中である。

送変配電2.2

2.2.1 変圧器

これからのユーザーニーズに

こたえる新しい中・小容量自

家発電専用のインテリジェン

トコントローラである。

関西電力総大飯原子力発電所向け国内最大容量1,260MVA,50okV主変圧器

関西電力欄大飯原子力発電所に発電所用として国内最大

容量の主変圧器(三相 1,260MVA)を納入した。

この変圧器は,発電機で発電した24kV の電圧を 50okv

に昇圧して送電する変圧器で,従来は翻王調整のために別置

式の負荷時電圧調整器を設けていたが,この変圧器では負荷

時タ、"プ切換器を本体に直付けすることで別置式負荷時電圧

調整器を省略した。また,50okV ケーブル接続部には,こ

れまでの油中貫通ブッシングに替わるスペーサーを適用し,

先の負荷時タ、,プ切換器直付式と合わせ,従来形に比べ約

50%の省スペース化を実現した。また, UHV変圧器での各

種開発技術(絶縁信頼性向上,低損失化技術等)の適用によ

................ι.............ー・.,ーー...,.ー.,,.ーー..........020.゛0-ー゛.......〕一●●0OY゛゛

り,変圧器発生損失を従来器の約80%に低減し,大幅な効

率の向上を図った。

発電機盤への組込み例

三相50okv l,260MVA主変圧器(国内最大容器)
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関西電力欄第二湖東開閉所に,郭okVガス絶縁開閉装置

(GIS)を納入した。構成は,1%CB方式で,定格電流は,

8,00OA,遮断器台数は12台である。

このGIS は,将来の系統短絡容量が50kA を上回った場

合でも,定キ各遮断電流63kA対応可能(当初は50kA定格,

将来は極問コンデンサの追加により,63kA遮断可能)な遮

断器を採用した。また,ライン側避雷器,及ひ計器用変圧器

のGIS内蔵化を図るとともに,電動ぱね操作式断路器,接

地開閉器の採用によって操作空気の供給を不要とし,イ呆守性

を向上させた。さらに,各種センサ倍"分放電,ガス圧力

等)を備えたGIS異常監視システムを設置し,保守業務の効

率化,省力化を図っている。

_゛゛0.゛゛゛゛《{(《"コ゛.?.0.,09.,,ー.ー,ーー.ー..........?...,,ーー.

東京電力欲)浦安変電所納め72kV縮小型GIS

より一層の縮小化・省力化・高信頼度化を達成した縮小型

GISを,地下変電所である東京電力繍浦安変電所に納入し

た。このGIS は,遮断器タンクへの変流器内装化,主母線

一体形断路器等複数の機器要素の複合一体化を図り,従来形

GIS に対して据付け面積で約72%(当社比)に縮小化した構

成としている。また,①遮断器勤虫の解体・復旧を考慮し,

ユニ、,ト前面に遮断器を配置,②設計・基礎工事の簡素化

を図るため,ユニットチ醐4に関係なく遮断器・ケーブル引出

し位置を統一,③送電線ユニ、"トの2回線一体輸送化など

保守運用面・施工面でのヨ時、も実施しており,今後変電設備

の縮小化・信ま頁度向上に大いに寄与できるものと期待してい

る。

フ.2kV ガス絶縁開閉装置(C・GIS)

ビル用受配電設備の高信頼性,不燃化,省メンテナンス等

の二ーズにこたえるため,24/36kV級ガス絶縁開閉装置

(C・GIS)の豊富な経験と技術をべースに,特高受電設備に

おける変圧器2次側設備として,フ.2kv c・GIS を開発した。

この機器は,20kA/1,20OAで真空遮断器を水平配置し,

4段積み構成するとともに,

①制御機器は電子機器を標準装備

②主要機器の完全ユニット化による品質の向上と安定化

③ 1氏1王力SF6 ガス適用による信頼性の向上

等の特長を持っている。

また,特高C・GIS とガス TR の組合せによるトータルカ

ス化の実現力河能となる。

関西電力制第二湖東開閉所納め550kv GIS

.
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新形550kv,63kA二点切りガス遮断器

当社では,今回各種の新技術を折り込み,一層の高性能化

と小型化を図った新形550kv,63kA_点切りガス遮断器

を開発した。遮断部には,既に製品化を行ってぃる新形

30okv 一点切りユニ、,トを 2点使用し,さらに熱ガス流解

析技術や遮断直後の而掩試験などのホ色縁信頼性評価技術を用

いて,消ヲ瓜室の小型化や高信頼度化のみならず,遮断器タン

クの,」怪化を同時に実現した。また,操作部には当社独自の

常時高圧安定回路方式の新形油圧操作装置(OM・3形)や新

升井甫助スイッチを適用し,動作信頼性や保守性を向上させた。

この遮断器は,ホ色縁階級500号H及ぴしのいずれにも適合す

るもので,タンクのd評至化や操作装置のコンパクト化によっ

て相間寸法がより一層縮減され,低減LIWL GISへの適用

も十分に考慮されたものである。

新形204/168kV三相一括形GIS用油圧操作ガス遮断器

(鮴酎剰乍形)を開発した。

このガス遮断器には,従来の空気操作装置に替えて,コン

パクトで動作信頼性の高い新形油圧操作装置OM・1形を3

台適用し,保守性の改善と操作ハウジングの小型化を同時に

達成した。また,同じクラスの三相一括操作形GIS用ガス

遮断器やタンク形遮断器と同一の,]EC2300 に適合した

40kA級¥肝3t粥瓜室を適用して,短絡遮断性能や近距膨泉路

故障遮断性能の一層の向上を図った。この遮断器の開発によ

つて,204/168kV クラスのすべてのGIS用ガス遮断器の

棄斤升3GCB シリーズへの切換えが完了した。

形 204/168kv GIS用ガス遮断器(単相'作形)

12/24kv,80/63kA,ばね操作ガス遮断器

電力機器の高信頼性やメンテナンスフリー化という市場

ニーズに対応するため,今回新たに,12/24kv,80/

63kA クラスのガス遮断器(GCB)を製品化した。

このGCB は,定格電流 5,00OA,6,00OA のキュービク

ル4又ネ"接地タンク形で,同定格Z苫気遮断器との互換性を持た

せている。また,遮断ま見象"琳斤,電界鰯斤,熱"琳斤などの新

技術を駆使して,消サ瓜室の高性能化及び小型ま茎量化が実現で

きた。これにより,従来この領域で使われていたエネルギー

源としての圧縮空気に替わり,電重加まね操作機構を新たに採

用した。これに伴い,高信頼度,保守点検の簡素化力咽られ,

操作音も低くなるなどの特長を持っている

・・・・・ー・0・゛.'・・・・・・'ε

新形550kv,63kA二点切りガス遮断器

新形204 168kv GIS用油圧操作ガス遮断器(単相操作形)

2・

12/24kv,80/63kAガス遮断器
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フ7kV級ガス絶縁計器用変成器(電力取引用)

電力設備難燃化の社会的要請に応じるため,関西電力欄

との共同研究により,フ7kV級ガス戀示計器用変成器(電力

取引用)を開発した。

計器用変成器と変流器各2台ずつを共通の容器に1又納して

三相3線式とし,4kgf/cm2、g のSF6 ガスを封入して不燃

化としている。定格一次電流は,標準として 100~80OA

まで,また定格耐電流は25kA である。従来の同定格品と

比べ,本体の偏剤畔勺70%に縮小化されている。

気中変苛斤用のこの変成器の完成により,既に完成してい

る 33kV級GIS用のガス絶縁変成器と合わせ,33~フ7kv

の電圧クラスにおいて, GIS用及び気中変哥斤用のシリーズ

化を可能とした。

2.2.3 送電システム

中部電力槻西名古屋変電所納め変電所監視支援

大規模変苛斤の多重故障時などの早期情報把握と,変哥斤

運転記録業務の省力化のための変哥斤監視支援システムを納

入した。システムは,機器情報・継電装置の出力情報及ぴ制

御装置の設定情報なと、1,280点の接点情報と計1則情報48量

を毎5mS で入力処理することにより,常時の運転状況を

CRT に表示し,帳票を自動印字することができる。故障時

に,画面上で現象をゆっくり再現可能で,状況の把握支援性

を充実している。また,入力情報を知i哉処理方式の運転支援

システム(フィールドテスト)に供給し,りレー動作域,動

作時間設定,系統構成の論理的知識と故障点判断の経験的知

識から,複雑故障時の部位特定,不要動作りレーの抽出,故

障対応、の事件名称を,グラフィ、,クCRT に表下するなど将

園

・運転支援システム

来の自動復旧アルゴリズム構築のためのデータ採集力河能と

なっている

地磁気誘導電流測定システム

太陽黒'点活動による地磁気変動により,長距離送餅熟こ接

続された変圧器中性点接地線に準直流の地磁気誘導電流

(GIC)力誘導されることがカナダなどで報告されている。こ

のシステムは,刻王器の中性点電流をホール素子型電流セン

サによって非接触測定し,]分ごとのGIC を取り出して,

データ記録・収集を行うもので,高分解能を持ち高精度の測

定力所テえる。また,周波数鰯斤機能,レベルアラーム機能,

変圧器騒音レベル測定機能等を持つとともに,電話回線によ

り,多数の箇所のデータを集め,集中記録・データ保存が自

動的に行えるシステムになっている。このシステムは,東京

電力繍をはじめ,東北電力欄,北海道電力総,電源開発欄

で多くの貴重なデータを4賎示した。

フ7kV級ガス絶縁変成器電力取引用)

、

運転支援システム

画面例(上)

2.電力・エネルギー

監視支援・運転支援システム装置設置状シ兄(右)
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地磁気誘導電流測定システム



配電線自動制御システム

中部電力総四日市営業所に,制御所システム,配電総合

管理システム,イ亭電町名表ノ下システム等の既存システムと連

係し,供給信頼度の向上,お客さま対応、の迅速化,業務の省

力化を図る配餅泉自動制御システムを納入した。このシステ

ムは,配電用変電所40S/S,配餅泉960回線を対象(最大)

としており,グラフィック CRT を用いた対話形データメン

テナンス,スクロール機能付き街路図対応、の配酵泉路図表示,

故障発生時の自動逆送,最適切替えのための逆送言隙,切替

操作手順及ぴ帳票類の自動作成等により,高機能化・省力

化中測乍性の向上を図った。また,固定ディスク装置の二重

化と既存の配齡泉自動化システム,営業所TCによるシステ

ムバ、,クァ、"プにより,システム信頼度を強化している。

2.2.4 送電機器

家庭用時間帯別メータ

電力需給の平準化力沫められる中で,平成2年末から昼間

の電餅斗金と夜問の電気ネ斗金とでキ各差をつけた家庭用の時間

帯別料金取引が実施されている。この料金取引を行う上で必

要な電力量のヨ十量装置として,このたび家庭用時間帯別メー

タ(以下"計器'という。)の開発及び電力会社による採用力所テ

われた。家庭用の取引用計器としては,国内で初めての全電

子製品である。この計器の特長は,従来の機キ戒式普通電力量

計を2個と機キ戒式タイムスイッチ1個を一体化した機能を持

ち,昼間の電力量,夜間の電力量及ひ現在時刻を液晶表示す

ることにより,機キ戒式普通電力量計1個分の外形で実現した

ものであり,10年間の使用にも耐えられる十分な寿命と信

頼性を持った計器である。

牢掌牢3ききε含宅ε333皐き8色3ε3きε2忌宅■孝3宅8宅3念2含3■写色εき23写$3〕●S急掌ヨ$◆きき$字季
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東京電力総向け自動検針端末器,電子メータ

電力の検針は,現在キ錐+員が各家庭を1軒ずつ回っている

が,過疎地では検針の効率が悪く,都市部でもオートロ、,ク

マンシ"ンが増加し,自由に電力量計のそぱン＼近づけない場

合力迦こりだした。こうした新しいライフスタイルに対応す

るため,東京電力繍と共同で自動検針機器を開発し,平成

2年4月から実証誘矣を二地区で開始した。

(1)神奈川県平塚地区は,配翻泉をイ吏用した伝送方式で,自

動検針端末器と自動検針用電子メータを各家庭に設置した。

②奥多摩地区は,電話線利用ノーリンギング方式でNTT

のNCU に接続するアダプタと自動検針用電子メータを各家

庭に設置した。

この配翻泉と電話線を使って営業所のパソコンに電カイ吏用

量を収集するシステムは,平成4年までに対象を6,000軒に

.

'=^

配電線自動制御システム操作卓

家庭用時問帯別メータ

広げる。
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0
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自動検針端末器(左)と電子メータ(右)
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1990年の産業界は,層加速する物の多様化と市場の

高付加価値製品.の二ーズにこたえ,新工場建設計画や工場

単位の製造設備更新等の大型投資が続き,堅調な伸びを示

したこの中にあって労働力不足の問題は,一層その深刻

な度合を増し,業界ではこれに対応した生産現場の合理化

投資をはじめ,企業ぐるみの生産性向上,競争力の向上を

ねらった情報化・システム化の実現が試みられた

このような環境のもとで,産業用システム・機器は,生

産効率の向上と大型化を目的とする大容量電機品の開発,

据付け・収納面での仕様向上を目的とする省スペース・小

型化機器の開発をはじめ,工場内の情報制御システム製品

の統合化,ネ、,トワーク化,高速処理化等機能・性能の向

上,新らしいコンセプトの機器や専用の電子デバイス組込

み製品の開発など業界初の製品化を行うとともに,安全

性・操作性・保守性などユーザー側の省力化,利便性等に

一層重点をおいた製品開発を行った。以下にシステム及ぴ

機器類の開発状況並びに新製品,群について,その一端を紹

介する。

(1)産業プラント用電機品の分野では,ターポコンプレ、,

サ駆動用で世界最高速の 3,30okw, H,430rpm の超高速

可変速電動機とGT0インバータからなるシステムの記録

品完成をはじめ,世界最大容量の 20MVA アクティブフィ

ルタ,汎用コンピュータの大型化に対応した国内最大クラ

スの単機容量 1,oookvA 大容量無停電電源装置(CVCF)

の完成など,全般的に大型化と,効率,精度等の向上をね

らった高性能化に大きな成果があった。また,回転機の設

計時に,温度・強度・通風回路・回路定数等につき大型コ

ンピュータを用いた各種解析や検証試験を実施して信頼性

の一層の向上を果たした。

②管理・制御・計測システムと機器の分野では,車両の

輸送業務の効率化と納期短縮をねらいとしたバーコード利

用の卓両新物流システム,統合制御システム<MELTAS>

による化成品空輸管理システムを納入したのをはじめ,受

配電設備の監視制御システム,空調機器集中監視制御シス

テムなど各分野のプラント用システムを完成した。また,

電子化制御装置の二ーズが広がることに対応、し,プリント

基板に実装されているICの劣化を検出できる診断システ
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ムや,パルスの圧縮技術を用いた超音波探1易装置を開発し

た。

③生産システムと機器の分野では,世界で初めてファジ

イ制御を導入し,熟練作業者不足の業界において,だれに

でも優れた加工の実現が可能となった放電加工機や,高度

化するユーザーニーズにこたえるため業界初の専用マイク

ロプロセッサを搭載し,機能・性能の向上を果たしたシー

ケンサ,ますます高速・高精度が要求されるようになって

きた産業用ロボットの市11御に,業界では初の 32 ビットマ

イクロプロセッサを採用したオールディジタル ACサー

ポロポ、,トコントローラの開発など,業界に先駆けた製

品の開発を達成した。また, MAPインタフェースユニッ

トの開発やその他の制御装置の内蔵により,ネットワーク

機能の向上,周辺ユニ、,トの共用化等を果たすとともに,

性能面においても,150nS の世界最高速命令処理速度を

達成した高機能・高性能シーケンサの開発を行った。また,

小型で大幅な省スペース化と省配線化を実現した新しいコ

ンセプトの小型フレキシブルシーケンサを新規に開発,

一層の柔軟性のあるシステム構築が可能となった。

④汎用電機品の分野では,新たに堅ろうで信頼性が高い

誘導形モータと 16 ビット CPU から成るオールディジタル

誘導形ACサーポを製品化し,高精度・高機能・高コスト

パフォーマンスのサーポ系を構成できるようになったのを

はじめ,世界最大級の遮断容量と高い限流性能を実現した

超限流遮断器の開発,さらに受配電設備の診断技術・常時

監視技術につき一層の機能向上を果たした結果,通商産業

大臣賞を受賞した受配電設備監視制御システムB/NET

の開発を行った。

(5)環境・広域システムに関しては,水道施設の一兀的な

管理運用のために,信頼性・操作性・保守性等の向上を果

たした送水管理システムや,遠方監視制御システムを納入

した。また,すべてのプラント知識の追加・変更がユーザ

一側で可能となったオンラインの垂直分散型エキスパート

自動化システムを完成するとともに,広域監視制御システ

ムとして通信処理に重点をおき,高速バス,ビルディング

ブロック方式等を開発し製品化を行った

■ ■
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3.1 産プラント用電機品

同期電動機駆動用サイクロコンバータ《 ELVEC・900OS》

'失鋼プラント向けに,圧延主機'陣力用同期電重力機を高精度

制御することのできるサイクロコンバータくMELVEC-

900OS>を完成し,熱間圧延プラントの粗ミル主機^陣力用シ

ステムに5セット納入した。主な特長は,以下のとおりであ

る。

①同期電動機のべクトル制御を実現した。

②同期電重力機の力率を1に制御することにより,電源力率

を向上した。

(3)マイクロプロセ、,サと複数のDSP げ、イジタルシグナ

ルプロセッサ)を用いたマルチCPU構成とすることにより,

電流及び速度の高速応、答を実現した。

(4)故障診断,データトレース,上位コントローラとの制

御・監視伝送等の機能を備え,1呆守性,操作性を向上した。

大容量GTO-PW インバータ《 ELTRAC410L》

高周波GT0 を用いた全域PWM 制御GT0インバータ

<MELTRAC410L>の開発を完了し,出荷を開始した。容量

範囲は,1,000~3,oookvA,入出力座旺は878V,直流電

圧は 1,185V である。トランジスタインバータと同一の

PWM変調を行っている。①ダイオードコンバータ化によ

る入力力率の向上,入力容量の低減,②変換器効率の向上,

③PWM化による制御性の向上等の特長を持つ。また,出

カトランスレス化による設置スペース低減の効果が大きい。

押出機,コンプレッサあるいは浄水場のポンプ駆動等の

500~2,oookW級電動機の'踵力に威力を発揮するものと期

待できる。

ターボコンプレッサ用大容量超高速可変速電動機システム記録品の完成

超高速可変速電重力機システムは,従来蒸気タービン又は電

動機と増速ギヤの組合せで§腫力されている高速回転機械を直

接可変越陣力できるため最近注目されており,小型ま茎量・高

効率・省スペース化力河能になる。このたび,昭和四日市石

油総向けに,大容量機としては世界最高速のターボコンプ

レ、,サ'陣力用超高速可変速電重力機システムを製作,納入した。

このシステムは,大容量域での運転を可能にしたGT0イン

バータ(4,80okvA,2~191.5HZ)と超高速可変速電動機

(3,30okw,5,000~H,430ゆm)から構成されている。 電

動機の設計にあたっては,超高速回転に伴う1且度,強度等の
t .}

課題に対し,大型コンピュータを用いた各チ動豺斤及び検証試

験を実施し,信頼性の向上を図っている。

MELVEC・900OS>変換器盤

入力変圧噐

匝回

%Z=5%

72
Ei亙

R

大容量GTO・PWMの回路

VVVF 容塁= N X50okvA

K'17引

.^ー

超高速可変速電動機
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水中サンドポンプ用大容量油封式水中電動機

奥野電機側経由掬栗本鐵工所にt飾吋箱又サンドポンプ駆

動用の550kW油封式水中電動機を開発し納入した。サン

ドポンプの大容量化に伴い,従来の油圧'E動に代わり電動機

'陣力を採用したもので,油圭寸式電重力機としても画期的な大容

量機である。本機の仕様及ひ特長の概要を以下に示す。

(1) 550kw,3,30OV,60HZ,14P,最プく水深10om

②高深度でのイ吏用力河能一油圭寸均圧形

電蓮力機内部に油を封入し,均圧装置との組合せにより,内

外圧がバランスする構造としている。

3 タンデムメカニカルシール採用による軸シールの信頼

性向上

④モールドによるケーブル接続部の信頼性向上一高圧力,

高電圧

無停電電源装置のシリーズ拡大

⑤厚鋼キ厩割妾製の高剛性フレームの採用

無停電電源(CVCF)装置のインバータ部に新開発の電力

用半導体 IGBT (1nsulated Gate Bゆolar Transistω:絶縁

ゲート型バイポーラトランジスタ)を適用した大容量新シリ

ーズCVCF MELUPS 9100 (50~60okvA)を開発した。

このシリーズは,1GBT の大電力・高周波スイ、"チング特性

を生かして,従来の大容量機では実現困難であった三相個別

瞬時波形制御方式を採用することにより,出力電圧のひずみ

や変動を従来の1/3以下にするとともに,大幅な小型化を

実現した。特長を以下に示す。

山 100%整流器負荷時の出力電圧ひずみ率5%以下

②負荷急、変0⇔100%で出力電圧変動士5%以下

③負荷不平衡]00%で出力電圧不平衡士1%以下

④インテリジェントマンマシンインタフェースを標準装

備(大型液晶表示器による日本三吾表示方式)

⑤従来比約60%にコンパクト化

また,単機容量750kvA による単機運転システム及ひ

5,oookvA クラスの大規模電算センター用電源として,750

kvA機による並列冗長システムを受注・納入した。さらに,

国内最大クラスの単機容量1,oookvA CVCF装置を開発し

大容量CVCF のシリーズ拡大を図った。これにより,4,000

~5,oookvA クラスの電源容量に対しても 5 ~ 6台と従来

より少ない並列運転台数で高信頼の電源システムか構成可能

となった。

油封式550kW水中電動機

Ⅷ1川111Ⅷ
1肌Ⅷ脚11
脚棚削11
1ⅧⅧⅧⅧ
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アーク炉フりツカ補償用大容量アクティプフィルタ

アーク炉フりツカネ削賞用として, GT0サイリスタを用い

た世界最大容量の20MVA アクティブフィルタを実用化し,

中部鋼鈑欄に納入した。アーグ炉稼働時には,不規則に変

化する電流が流れて電源系統に電圧変動(フり、,かを発生

させるため,そのフりツカを効果的にネ削賞するためには,応

答速度の速い補償装置を適用すること力坏可欠となる。

このたぴ,実用化したアクティブフィルタ方式フりツカ補

償装置は, GT0サイリスタによる高周波PWM方式を採用

しているため,従来のサイリスタ制御りアクトル方式

(TCR)に比べて応、答時間を約1/10にでき,極めて効果的

なフりツカ補償力河能となる。また,,居f寸け面積も TCR よ

り大幅に低減できる等,アーク炉フり、,力補償用としての今

後の活用か期待できる。

3.2 管理0制御0計測システムと機器

三菱化成株四日市工場納め空輸管理システム

三菱化成総四日市工場に,化成品空輸管理システムとし

て,統飾1」御システム<MELTAS>のオペレータステーシ"

ン(OPS) 2 セ・,ト,1号機である 32 ビ、,トマイコン採用の

ぎ頃機ステーシ"ン qp・C) 1セ、,トを納入した。機能分扣

としてOPS は,運転系統設定,及びグラフィック監視等の

マンマシンインタフェース用で2台に同一機能を持たせバ

"クァ、,プシステム構成としている。JP・C は在庫管理主体

であるが,ほかに運ま云系統予約データの生成,上位言1算機と

の各種インタフェースデータ送受信, OPS表示用としてこ

れら各種データの生成を行っている。このシステム採用によ

り,大量データの高速ハンドリングや<MELTAS>の高機能

マンマシンによる利便化を実現している。

噸塾^

空調機器集中監視制御システム

東日本旅客鉄道総茂原駅高架下店舗空調システム用とし

て,マンマシンインタフェースを更に充実させ,登録のみ

で制御対象に対応、可能な空調専用コントロールソフトウェ

アパッケージを開発し,納入した 4寺1撒として,

仕)システム生成ビルダ(登録画面)による自由なユーザー

ニーズ適合監視制御システムの構築

②操業履歴(運転,操作,警報)のデータベース化

(3)ユーザーフレンドリーなマンマシンインタフェース

(操作案内,ガイダンス)

④データロギングの充実(FIFIN方式による該当データ

の坐示,及ぴ収集データの保存)

等を実現した。

アクティブフィルタ用 GT0インバータ(7MVA分)

9き色き$き忠

'~'、、＼

゛ノ

MELTAS>オペレータステーシヨン
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設備外観/スケジユーリング画面
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三菱自動車工業株における車両新物流システム

車両の工場出荷から販売会社(国内)又は積出港(輸出ま

での物流において,従来使用されていたパンチカードに替え

てバーコードを媒体とし,輸送業務の効率化と納期短縮をね

らいとしてこのシステムが開発された。このシステムは,

菱自動車工業側のホストと全国のモータプールに設置した

13台の<MELCOM80>をオンラインで結ぴ,さらにその下

にマルチワークステーシ"ン,ハンディターミナルを接続

し,バーコード票の入力及ひ印字を行うことなどにより,リ

アルタイムで車両の追跡、・管理ができるようになっている。

さらに<MELCOM80>のオフライン業務である輸出車両の船

積みシミュレーシ,ン,在庫管理,ノ、"クダウン製品の物流

管理等により,モータプール内の省力化を図っている。

ーバーコードの利用一

受配電設備の監視制御システムー"B/NET"電制御ネットワーク機器一

受配電設備の診断技術,常時監視1鮴iに対する関心力稿ま

つてきている中で,当社ではB/NET配電制御ネットワー

ク機器群の開発をおし進め,主に6kVからイ氏圧にわたる汎

用設備を対象に監視制御システムを確立し,実用化するに至

つた。 B/NET機器は子局と親局を持ち,子局では口ーカ

ルで,親局では遠方集中監視と異常警報を発する機能を持っ

ている。変圧器についていえば,i品度や電力を始めとした各

種電気量の監視と異常警報さらに累積寿命損失の演算表示

を可能にした。また,コンデンサ設備においては,高調波電

流の異常流入を監視し,りアクトルなどの焼損を未然に防止

できる優れた機能を実現した。なお, B/NET機器群は,

小90電設工業展"において,通商産業大臣賞を受賞している。

20

ホストコンピユータ

体

MELCOM80 10G9 V 30GR V 40GR V

国←国
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ターミナレ
HT舶00
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木社

制御装置の劣化診断システム

制御装置の劣化診断システムを開発した。工場設備では,

プリント基板を主体として構成された電子化制御装置が多用

され,健全性診断技術には大きな要請がある。プリント對反

の異常は,構成されている電子部品の故障によって発生する

が,1Cの故障が原因となっている場合が多い。そこで,対

象とするIC力跳且み込まれた制御装置において,完全に機能

喪失する以前の劣化力喰出できる診断システムを目指した。

一例として,サージに起因した劣化アナログ1C(オペアン

フうは,入カオフセット電流が増加するが,設計上の動作特

性力洩化せず,通常の入出力特性ヨ判西では区別できないもの

である。検出指標として,1Cの出力端で観察される雑音(内

部雑音)に着目した。劣化の程度を示すオフセ、"ト電流の増

加に伴い,内部雑音のRMS値のレベルが大きくなる。

オフライン処理

M3303

システムの機能概念

モータープール

r-ーーー

発送粟

コート粟含む

B NET マスタコントロ

,ノ

ント

ノ

〔王

伝送ライン

ルユニソト

受配電監;見制御
詮偏機器子防保全

変圧器・コン丁ンサ・バスタクト存と

3.産業用システム・機器
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パルス圧縮超音波探傷装置

パルス圧縮技術を用いた超音波探1易装置を開発した。この

装置では,複数個の送信信号を順次痢果り返して発生して棚虫

子を'踵力する。各送信信号は,互いに異なる2イ直系列を用い

て2値位相変調した信号である。各送信信号に対応、して得ら

れる欠陥からのエコーに,相関処理を施し圧縮する。この処

理によって得られた複数個の圧縮パルスを加算した後,表示

する。 2イ直系列として,自己相関関数の主口ーブが同相で廿

イドローブが逆相の特性をもつ相補系列などの系列を用いる

ことにより,距離サイドローブレベルを低減している。開発

した装置の距離サイドローブレベルは,約一50dB以下であ

る。また,図に示すように,従来のパルスエコー法を用いた

捌傷装置に比べ,大幅にS/Nか改善できる。

3.3 生産システムと機器

小型フレキシブルシーケンサ"A2C"(CO PACT A)

小型・高機能で大幅な省スペース化と省"畔泉化を実現した

小型フレキシブルシーケンサ"A2C"を開発した。 A2C は,

<MELSEC・A シリーズ>の小型機種としてシーケンサの使い

方の徹底追求と新しい発想から,ツイストペアケーブルの高

速通信(1.5Mbps)によるりモート 1/0 方式,アルミダイ

カストと耐油性プラスチ"クによる簡易密閉構造, CPU用

としてスタンダードセル(17,000ゲート)・1/0 用としてフ

ルカスタム 1C (4,000ゲート)を新規開発し採用した。この

結果,小型・高機能・高信頼化,耐環境性の大幅向上,集

中・分散設置力河能となった。 A2C は,ベースレスビルデ

イングブロック形の新しいコンセプトのシーケンサであり,

新しい用途に活用されることを期待している。

0
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汎用シーケンサ《 ELSEC》用高機能周辺機器"A7PHP"

A7PHP は,汎用シーケンサ<MELSEC シリーズ>用のプ

ラズマハンディグラフィックプログラマであり,従来のA

6PHPの上位機種として,高機能化を実現するために補助記

憶装置HD (40M バイト)を搭載して開発した。主な1寺1撒は,

以下のとおりである。①FA コントローラ"LM7000"のオ

プシ,ンポードによる拡張力河能。②温度,ノイズ等の厳

しいFA環境での使用が可能。③視認性の優れたプラズマ

ディスプレイを採用。④標準インタフェースとしてRS422,

RS232C のほかにパラレルポートを装備。また,ソフトウ

エアパ、,ケージとしてGPP機能, SFC <MELSAPⅡ>機能

力斗吏用可能である。さらに,用途拡大のために,各種ソフト

ウェアパッケージを今後製品化していく。

⑧開発装置

底面^

時問

実験結果例

(b)従来装置

A2C・CPU, 1/0,特殊機能ユニット

高機能周辺機器A7PHP
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汎用シーケンサ

CIM化志向が強まる中で,制御機器と情報機器とを直結

するMAPバージ,ン3.0のプロトコルを搭載したFA機器

の開発が強く望まれている。当社は,こうした二ーズにこた

えるべく, MAP インタフェースユニットを開発した。

このユニ、,トは,既存の<MELSEC・A>形シーケンサにモ

デムとともに装着し,アプリケーシ,ンを変更することなく

MAP ネ、,トワークに接続することができる。また, OS1の

7階層を実装し,そのアプリケーション層にはMAPの特長

であるMMSの中のシーケンサに適した2フサービスを搭載

している。さらに,通信に必要なパラメータミ斐定やモニタリ

ング等の管理用ユーティリティも併せて開発し, MAP ネッ

トワークへの接続と運用を容易にしている。

ELSEC-A 用 MAP インタフエースユニット

●電子パターン縫いミシン"PLK-A2016"

"PLK・A2016"は,生産性及び操イ乍性の向上を指向した電

子パターン縫いミシン新シリーズの代表機種である。針の上

下動と電気的に結合している布送り機構のXYテーブルは,

縫目長さ,負荷トルク,慣性モーメントなどをパラメータと

するシミュレーシ.ン鰯斤手法の導入で,1長動を抑制したス

テ、,ピングモータによる高速間欠'E動を可能にした。従来機

種に比べ,実縫い速度で].5倍(3mm ピ、,チ 2,ooospm),

空送り速度で約1.7倍(20omm/S),縫目長さで2倍(12.フ

mm)と大幅に性能ア、"プができた。さらに,縫製パターン

作成のためのティーチング機能,対話方式による操作,自己

診断機能,記憶媒体としての3.5"フロッピーディスクなど

の採用及ひ充実により,操作性能が大幅に改善された。

工業ミシン用操作箱"XC・C"シリース

工業用ミシンは,モータ・制御盤・操作箱等により,高頻

度な加i虜東,針位置決め制御,自動糸切り制御,針数制御,

自動返し縫い制御等のエレクトロニクス化が進人できた。

近年,更に操作箱の高機能化の要望から,より高機能で操

作性の向上を図った"XC・C"升勿果作箱を開発した。

この操作箱は,スロースタート,糸切り解除,自動運転等

の機能の手元設定,縫製パターンのならい入力や,プログラ

ム入力により,複雑な縫製作業の容易化,生産枚数カウント

機能による出来高表示,及びメンテナンス性向上のため工

ラー表示,さらにオプシ,ンとして,布端センサ,布厚セン

サ,生産枚数入力用のカウンタ入力器等力峡続可能で,高い

生産性を得ること力河能となった。

MAP インタフエースユニット(AJ71M51・SI)

3.産業用システム・機器

電子パターン縫いミシン PLK・A2016
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32 ビットロボットコントローラ"R-310OR"

産業用ロポ、"トは,近年ますます高速・高精度が要求され

るようになってきた。

当社では,メインCPU に産業用ロポットとしては業界初

の32 ビ、,トマイクロプロセ"サを採用するとともに,サー

ポ制御部に高性能DSP,位置検出用に電子式絶対値エン

コーダを採用したオールディジタルACサーボロボットコ

ントローラ"R・310OR"を開発した。これにより,判L&亦精度,

位置決め時間などの性能が当社従来比で4倍に向上した。ま

た,ティーチングボックスのみでプログラム編集,ティーチ

ングなどほと人どの操作を可能とするとともに操作ガイド表

示/エラー内容表示機能を充実し,初心者でも容易に1吏用で

きるように使いやすさの改善を行った。

組立ロボットピックアーム"RV-P33"

可搬重量3~5kgf を中心とした産業用ロポットピ"ク

アームシリーズに,6軸垂直多関節によって背面までカバー

できる広い動作領域を持ち,コンパクトサイズながら 10kgf

という高可搬重量を実現した"RV・P33"を登場させた。 RV・

P33 は,全軸ACサーポ, ABSエンコーダの採用なども含

め,従来のピ、,クァームシリーズを一新する内容となってい

る。機能面では,当社<MELSEC シーケンサ>相当を内蔵し

て,ロボット制御との完全並列処理を実現した。これによっ

て,周辺ユニットの共用やネ"トワークによるシステム化,

拡張にも容易に対応でき,今後のファクトリーオートメー

シ,ンの核として,幅広い作業分野に適用できるロポットに

仕上がっている。

^^^七・^^ 4、゛ 4、^^゛^ C、^^゛^■、^^^心・七、^^^^^゛七、^^■.^.....ー..ーー..^゛ー.゛ーー゛..'.'..

組立ロボット《ムーブマスター 2 シリーズ》

低価格のパーソナルロボ、,トとして好評を得ているくムー

ブマスターM1 シリーズ>に続き,性能・機能面での向上を

図った<ムーブマスターM2 シリーズ>を製品化した。 M2 シ

リーズは,垂直多関節形のRV・M2,全軸回転軸方式の水平

関節形RH・M2及ぴ直角座標形のRS・M2 の3タイプをそろ

え,柔軟に自動化ラインか構成できるようにした。また,コ

ントローラは3タイプとも共通であり,操作やラインの運用

力溶易となる。さらに,<ムーブマスター>の基本コンセプト

である人間との共存を考えた柔らかみのある外観,ケーブル

実装の工夫などデザイン面での^時、や小型唖呈量で持ち運び,

据付けの容易さと高いコストパフォーマンスは,人手不足

を解決するFA コンポーネントとして大きく期待できる。

32 ビットロボットコントローラ"R 310OR"

ピックアーム RV・P33

ムーブマスターM2シリーズ

左から, RS・M2, RV・M2, RH・M2)
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3.4 汎用電機品

誘導形ACサーホ MELSERVO・V シリース

ACサーボは,従来の工作機やロポット用から最近は,

般産業機械・各種製造・搬送設備などに幅広くイ吏明されてお

り,市場の二ーズもますます多様化してきている。

このため,従来の永久磁石形ACサーボに加えて,新たに

堅ろうで信頼性が高い誘導形モータを高速16ビットCPU

により,ソフトゥエア処理するオールディジタル誘導形AC

サーポを製品化した。高精度・高機能でコストパフォーマン

スに優れており,小容量の<MELSERVO・VC シリーズ>

(0.4~1.5kw)は磁石形のSA シリーズと同程度の中慣性で

取付けも互換性があり,大容量のくMELSERVO・VA シリー

ズ>(11~22kw)は一般産業用のべクトル制御モータも力

バーすることができ,直流機の置換用としても期待されてい

る。

ロータリヒートパイプ冷却式パウダクラッチ

印刷〒氏工機械等の張力制御用として好評を得ているパウダ

クラッチにおいて,従来機種で最も熱容量の大きい水冷式パ

ウダクラッチと同等の熱容量をもつ口ータリヒートパイプ冷

却式パウダクラッチ"ZKB・HC シリーズ"を開発した。

このシリーズは,発熱部であるドライプメンバに多数の

ヒートパイプを埋め込み,かつ入力軸を中心に口ータリ式に

1吏用する構造とし,さらに座匝力ファンで強制的に冷却するこ

とで水冷式と同等の熱容量を実現したもので,過酷な運転に

も安定した性能を発揮する。

水冷式に比べ,冷却水の配管工事や冷却水管理力坏要とな

り,コストダウンカ咽れるとともに,結露や水漏れ等のトラ

ブルからも解放される。

6kV三相 1,50okvAガス絶縁変圧器

(B/N凹監視機能,一次開閉器付き)

^゛

■麺
ψ

皿

電用6kVガス絶縁変圧器一一次開閉器,変圧器監視機能装備一

主に特別高圧変圧器を対象に, SF6ガスホ鯲象方式が実用化

して既に20年余を経過したが,近年,ガス戀象式の防災性

に加え, H種乾式,モールド式に比べ省メンテナンス,耐環

境性に優れていることか三忍識され,6kV配電用変圧器にも

ガス"轡示採用の二ーズカ滴まってきた。こうした背景から当

社では,設備の縮小化,省メンテナンス性をねらって,いち

早く6kV ガスホ鮮象変圧器の開発シリーズ化を図った。変圧

器と一次受電盤を一体化し,設備のコンパクト化を図り,温

度,圧力及び各種電気量の常時監視に加え変圧器累積寿命損

失を演算表示する変圧器監ネ見盤を装備し,予防イ呆全機能を付

加することを実現した。なお,監ネ見盤は口ーカル監視及び信

号伝送による遠方集中監視に適用できる機能を持っている。

11W

MELSERVO・VC シリーズ

3.産業用システム・機器

ロータリヒートパイプ冷却式パウダクラッチ"ZKB・HC形"
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J

0 1



プレアラームリレー"BE-P シリーズ"

プレアラームリレーは,盤用制御コンポーネント機器シ

リーズの一環として開発された簡易負荷電流監視ユニットで

ある専用の変流器を遮断器の負荷側に取り付けることによ

り,遮断器の負荷電流を監視することができ,遮断器が過負

荷によりトリ、,プする事前に警報(プレアラーム)を発する

ことができる。

電流検出方式は, OA・FA機器によって発生するひずみ

波形も確実に検出する実効値検出方式を採用しており,プレ

アラーム値の設定は,変流器の定格に対して50~100%の

範囲で設定できる。また,不要な動作を避けるため,この設

定値以上の電流が40秒継続したときに,初めて警報を発す

るよう構成されている。

このプレアラーム設定値と変流器の定格を組み合わせるこ

とにより,遮断器のプレアラームのほか,広範囲な負荷電流

の監視を行うことができる。

VF・B形汎用高圧真空遮断器《 ELVAC シリース

VF・B形真空遮断器(VCB)は,既に製品化を完了してい

る"VF8B/13B","VF・20B"に加え,今般" VF・32B/

如B形'を製品化し,定格電圧3.6/フ.2kv,定格遮断電流

8~40kA,定格電流400~3,00OA のシリーズ化を完成し

た。このシリーズVCB は,新升3真空スイッチ管や辛肝郷僻象

フレームなどの採用によって,これまで以上に高性能・高信

頼度化を図るとともに,配電盤の新規格qEM・1425)にも

対応可能なものとなっている。さらに,このシリーズVCB

は1散1民した市場二ーズの分析を行い,縮小型配電盤への適用,

容易な取扱い,安全性への^礁,保守の省力化,豊富なオプ

シ,ン機能の装備など,多くの特長を持っている。

.

0

^

^

超限流遮断器"ニューウルトラシリーズ"

三菱独自のアーク制御技術のⅥC を更に発展させたSJ・

ⅥC(高速転流式ⅥC)を適用し,]極二点切りの電磁反発

機構からなる限流ユニットを,ー"財票凖タイプの遮断器に接

続することによって,世界最大級の遮断容量と高い限流性能

を実現させた超限流遮断器"ニューウルトラシリーズ"を開

発したその特長は次のとおりである。

a 世界最大クラスの遮断容量20okAの実現

2)優れた限流性能

仏カスケード遮断容量の向上

化)選択遮肺耐或の拡大

(3)新IEC 四47-2)の適合と 16 = 100 %1N の実現

④アークスペース"ゼロ"の実現

＼

命

プレアラームリレーシリース

0

り

(
ず

VF B形真空遮断器

超限流遮断器 NFI00・UR
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完全自動組立て"NF30・CS形"ノーヒュース遮断器

30A フレーム経済品(C シリーズ)"NF30・CB"をモデル

チェンジし,完全自動組立てを実現させた"NF30・CS"を新

発売した。外形寸法・取付寸法については,従来品と全く同

ーで,モータブレーカ"MB30・CS"も含め,さらに使いやす

さを充実した。製品の主な特長は次のとおりである。

① AC40OV回路にも対応可能

②内部付属装置の充実

(司 2極品にも警報スイッチ・補助スイッチカ澱付可能

b リー畔泉負荷引出しも製作可能(標準品は横引出し)

(0 リードネ尉揣子台(LT)付きも製作可能

3)裏面形も製作可能

4 1EC35mm レールΦIN レール)取付けも可能

3.5 環境・広域システム

●大阪府水道部納め送水管理システム

大規キ莫広域化した大阪府営水道送水施設の一元的な管理運

用のために,無線回線のループ化効果を高め,信頼性の向上,

監視操作性,保守性等の向上を実現する情報伝送設備,中央

監視制御用ミニグラフィック卓等からなる送水管理システム

を納入した。情報伝送設備は,ポンプ場12箇所をはじめ,

取水場,浄水場,浄水池,無線中継所など10箇所のデータ

を村野局に集中する遠方監視制御装置が中心である。主な特

徴は, PCM多重無線回線を二重イ断1朔するディジタル接続,

HDLC符号(2,40obps)による高速・大容量伝送などで,水

道分野において最棄尉支術を導入した。ミニグラフィック卓に

は,項目名称が漢字表示されるELディスプレイの選択計測

表示器を採用し,操作員の誤認防止を図っている。

^斜」圃SHJ

水道施設遠方監視制御システム"VV30"

即ネ0^

中小規模水道施設向け遠方監視制御システムとして,

"W30"を完成した。このシステムは,<MELFLEX320>を

中心に, CRT装置,プリンタ装置,ハードコピー装置,くM

ELFLEX220>子局装置等から構成される。

このシステムの主な特徴は,下記のとおりである。

①高機能CRTの採用

①9,984文字の高密度表示,②マルチウインドゥ機能,

③スムーススクロール機能,④マウス,ライトペン,タッ

チパネル等多彩なポインティングデバイス,⑤豊富な作画

機能

(2)ユーザーオープンシステム

項目の追加・修正・スケール変更,画面修正,印字内容・

項目変更等が, CRT装置で対話形式で行える。

.
1^

N門0・CS形2極品,3極品

^

3.産業用システム・機器

村野浄水場送水管理センター

^^

水道施設遠方監視制御システム"VV30"



広域監視制御システム《MELFLEX440》

32ビ、,トアーキテクチャを採用し,通信処理に重点をお

いた広域監視制御システム<MELFLEX440>を開発した。最

大10台までの機能分散型マルチマイクロプロセ、,サ構成と

することにより,高速応、答性・高速処理性を確保し,前機種

(MELFLEX420:16 ビ"トマルチマイクロプロセ"サ構

成)の約4~5倍の性能を実現している。回線処理能力は,

CDT I,20obpS 128回線 HDLC 48KbpS 8 回線である。

また,合わせて<MELFLEX>装置間を容易にかつ高速に結合

する FLEX バス(ノード数32 スループ、"ト 1.2M バイト/

チ少)を開発し,<MELFLEX>装置単位のビルディングブロ、"

ク構成を可能としている。

三菱総合計装制御システム《 ACTUS500 シリーズ》

三菱総合言隈制御システムの中規模シリーズとして,新た

に<MACTUS500 シリーズ>を開発した。

公共プラントの制御に必要な電気制御(E),言懐制御①,

計算機制御(C)の機能をシンプルかつ,フレキシブルに高

度・高性能な最適システムとして構築でき,今後予想、される

高度プラント管理に対応できる。また,施設管理システム等

の上位システム及びフィールド機器で構成される下位システ

ムを含めたトータルシステムとして一元化,効率化力溜られ

ている。

構成は,プロセスと相対した電気,計装制御を担当する

<MACTUS 脇0>,運転監視,エンジニアリングサポート

を担当する<MACTUS 邪0/560/570>,さらに高度な演

算制御を担当する<MACTUS590>からなる。

@

.

e

^

Ⅱ

(MELFLEX440>

e

MACTUS 530

(MACTUS500 シリーズ>構成機器

MACTUS 550/

560/570
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1990年は,宇宙・衛星通信分野に大きな衝撃が与えら

れた年であった。すなわち,スーパー301条の日米政府間

交渉結果に基づく実用衛星(政府系)の国際市場への開放,

並びにアリアンⅣの打上げ失敗によるスーパーバードB号及

ぴBS・2Xの喪失のt皮紋である。

当社としては,衛星通信の商業化が一層村各イヒする剛弌に向

けた積極的な対応、と,非実用衛星分野である宇宙開発事業団の

研究開発衛星及び宇宙研の科学衛星への一層の進出努力とを重

ね,更なる発展を期して進んで行かねばならない。また,スー

パーバードB号機等の打上げ失敗は,衛星通信のりスクと通

信事業の社会的な責任の大きさを強く認、識させられた事件であ

つた。この衛星の代替機は,1991年末に打ち上げる予定で目

下製作を急いでいる。以上の二つの大きな事件があった年であ

るが,その中にあって当社の宇宙開発は更に大きな飛躍に向け

て1鮴i開発成果を挙げてきた。

観測衛星分野では,当社が主契約者である地球資源衛星(ER

S・1)のプロトフライトモデル(PFM)のホg立てを完了し,1992

年2月打上げに向けて順調にイ乍業が進められている。また,こ

の衛星の地上観測データ処理システムを受注し設計を開始した。

もうーつ特筆すべきことは,高性能可視近赤外放射計(AVM

R)の受注に次いで,これを搭載する地球観測プラ、"トフォー

ム技術衛星(ADEOS)のシステムインテグレータに指名され

たことである。これによって,観測衛星分野における当社の地

歩力個められた。

宇宙環境利用分野では,宇宙ステーション皿M電源系の基

本設計が進められ,徐々に詳細な設計に移行しつつある。ス

ペースフライヤユニット(SFU)については開発モデルの試験

が進められ,サブシステムの詳細設計審査を完了した。

技郁藷式験衛星分野では,技術試験衛星Ⅵ型値TS・Ⅵ)の開発

モデル誕貪及ぴ詳細設計審査を完了し,樹旦当サブシステムの

PFM の製作を実施中である。さらに,次のETS・Ⅶの概念設

計を進めている。

通信衛星分野では,スーパー301条の交渉の結果,次期通信

衛星の動向が白紙になったが,通信・拠去実験を目的とした研

^^

^^

究開発衛星の開発力証峅すプロジェクトとして浮上し,予備設計

が行われた。引き続き,1991年から基本設計力ゞ進められる予

定である。また,インテルサットⅦ,インサットΠ及ぴテレコ

ム2搭載用のアンテナ,中継器,ミッシ,ンパネル及ぴ太陽電

池パドル等の輸出製品の製作も着実に進められている。

国内衛星通信分野では,映像伝送を主体としたSNG (satel・

Iite News Gathering)やCATV ネットワーク等の各方面で国

内民問衛星の利用力咽られ,またデータ伝送ネットワークの需

要増加もあり,システムが多キ測ヒしてきた。当社においても,

衛星通信を社内教育に活用するネ、,トワークを導入し,スーパ

ーバード衛星を用いたサービスを開始している。一方,データ

伝送ネットワークに用いられるVSATも徐々に導入されつつ

あり,当社は北海道衛星通信総及ぴコースタ樹のシステムを

一括受注し製作中である。また, BS・3号の打上げを機に,新

しく設立された日本衛星放送総向けの放送衛星用アップリン

ク地球局用フメートルアンテナを菖蒲久喜局に納入した。

国際衛星通信分野では,国際電信電話総の山口衛星通信所

にインマルサ、,ト海岸地球局用18メートルアンテナ及び送受

信設備各2式を建設納入した。また,国際回線のディジタル通

信システムであるビジネス衛星通信サービス(1BS)及びΦR

q址amedねte D飢a Rate)システムの需要増加に対応し,1BS

/1DR共用端局装置を開発した。一方,ディジタル回線多重化

装置①CME)は,米国内回線用の装置を新たに開発した結果,

納入実績が飛躍的に伸びている。

電波望遠鏡の分野では,名古屋大学向け短ミリ波用直径4

メートルの電波望遠鏡で50ミクロン(RMS)以下及ひ国立天文

台の45メートル電t皮望遠鏡で100ミクロン(RMS)以下の高い

鏡面精度を実現した。

一方,新規分野として,技袮藷式験衛星V型恒TS・V)を用い

た移動体衛星通信用の車載用高利得アンテナを開発した。この

アンテナは,納入先の通信総合研芽斤にてフィールド試験に供

され,今後の移動体衛星通信システムの構築に1斐立てられる。

この章では,以上の活動状況や成果の一端を紹介する。

4.宇宙開発と衛星通信
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4.1 衛星関連

地球資源衛星1号(ERS・1)電源系

1992年に打上げ予定の地球資源衛星1号恒RS・1)の電源

系の開発が完了した。

日照時は,低発熱・軽量のディジタル型シーケンシャル

シャント1台と高効率バ、,テリ充電制御器4台との連携余乗1

電力制御により,太陽電池パドルの発生電力を35V に電圧

安定化し,また日陰時は30AH ・Nicdバッテリ4台の放電

によるバ、,テリ電圧で電力を供給する非安定バス方式を採用

した。

また, ERS・1 は高度約570km の太陽同期準回帰軌道で

あるため,地上局からの衛星可視時間が短いことに対処し,

電力制御器及び電力舶e器に多くの自動制御機能を持たせて

いること力叫寺徴であり,これらの開発によって2kW級周回

衛星用の電源1鮴iを確立することができた。

3εS3きき333ε33ε3eき3ききεきεεき3ε3き忠含牢き忠きき.き$宅色S念eき含e3Sεεε333S3.3εき3ききεき忠き0忌゛忠.゛゛き゛゛゛εε゛゛3・=、゛

地球資源衛星1号(ERS・1)搭載用サーマルルーバ

衛星の放熱面1品度に応、じてブレードの開角を調節し,放熱

量を自動的に制御するサーマルルーバは,軌道熱剖寛の変動

や機器の発熱変化が大きい人工衛星に効果的に利用される。

今回,地球資源衛星1号(ERS・1)用として,外形寸法が

740mmX380mmX60mm の大型化サーマルルーバを開発し

た。このサーマルルーバは,鏡面加工したアルミ製ブレード

をバイメタルによって回転する方式を採用している。このフ

レードは,衛星打上げ時の厳しい機キ那業境に耐えられるよう

に,大きな固有振動数を持っている。また,このサーマル

ルーノUよ,実効赤外放射率がブレード全閉時で0.13以下,

ブレード全開時で0.72以上という高い熱制御性能を持って

おり,熱制御ヒータ電力を大幅に削減することができる。

仏)電力制御器(PCU)

伺 ディジタル型シーケンシャル(d)バッテリ充電制御器(BCC)

シャント(SS山

ERS・1電源系開発コンポーネント

技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)搭載用30GHZ帯アンテナ主反射鏡

NTT無線システム研究所が開発を行っているETS・Ⅵ搭

載用 30GHZ帯アンテナにおいて,開口径2.5m の主反ぢ雌寛

を製作した。この反ヨ雌寛は,二つのはね上げ機構を持つ展開

型の反射鏡であり, CFRP/アルミハニカムサンドイ"チ

シェルで構成された高精度※呈影寛面を, CFRP製^呈量トラス

構造体によって支持している。¥呈量構造でありなか'ら,トラ

ス構造のもつ高剛性性能が与えられ,また各トラスキ各子点か

ら,チタン合金製のフレキシブルスタンドオフを介して反

,雌寛面を支持することにより,運用軌道上における熱変形量

を極めて小さく抑えることに成功している。現在,モデルは

認定泌貪を無事通過し,りファービッシュ後,フライ Nこ供

される予定である。

化)電力分配器(PD山
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ERS 1 搭載用サーマルルーバ

ETS Ⅵ搭載用 30GHZ帯アンテナ25mφ主反射鏡
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技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)搭載S帯一次放射器

ETS・Ⅵ搭載用のS帯アンテナは,移動体通信を目的とし

て日本の200海里エリアを五つのビームで覆うマルチビーム

アンテナである。このアンテナの一次放射器として従来の

ホーンアンテナに代わる薄型,軽量のマイクロスド上,プ

アレータイプの一次放射器を日本電信電話欄無線システム

研究所の開発に基づき製作した。この放射部は,12素子で

1ビーム用の一次放射器を形成し,5 ビーム分60素子をN

OMEXハニカムとKFRP表皮から構成されるサンドイッチ

板に一体化構成しており,一重パッチ方式を採用して広帯域

化を図っている。給電回路は,低損失エアサスペンディド線

路方式を採用して放射部と一体化しており,全体で約

1,ooommX750mm,厚さ 20mm,重量4kg を実現している。

技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)搭載30GHZ/20GHZ クラスタフィ

30GHZ 帯及び20GHZ帯クラスタフィードは, ETS・Ⅵ搭

載Ka帯用通信アンテナの一次放,寸器を構成するもので,日

本電信電話欄無線システム研究所の開発に基づき製作した。

それぞれのクラスタフィードは,5 ビームで日本の主要地域

を効率良く照,廿るように設計されてお'り,各ビームは3~

9ホーンにより形成されている。また,アンテナの指向方向

を制御するため4ホーンモノパルス形式を用いた追尾用RF

センサも備えている。※呈量化策として,導波管材料はすべて

アルミニュームを用い,構造音畊オとしてアルミハニカムコア

と炭素繊維強化プラスチック(CFRP)から成るサンドイ、,

チ構造を採用している。この結果,30GH.帯は 4.3kg,

20GHZ帯は8蚫を実現している。

技術試験衛星口型(ETS・Ⅵ)搭載用 30GHZ/C帯及ひ 20GHZ/S帯周波数選択板

ETS・Ⅵ搭載S帯アンテナ用一次放射器

ETS・Ⅵ搭載用の 3.5m 及び2.5m アンテナは,多周波数

を共用するため,周波数の異なる電波を空間的に分離できる

周波数選択板(FSS)を適用している。 FSS は,平板上に周

期的に配列された共振素子の働きにより,所望の周波数帯の

電波を低損失で透過あるいは反,オ、ずる機能を持つものである。

今回, ETS・Ⅵ搭圭胴としてりングスロット型の共振素子を

用いた30GHZ/C帯FSS及び格子型の共振素子を用いた

20G取/S帯FSSを日本電信電話(掬無線システム研芽斤の

開発に基づき製作した。この共振素子は,銅張りのKFRP

表皮をエッチングして形成され, NOMEX ハニカムコアと

サンドイ、,チ状に構成することにより,イ尉員失とともに搭載

機器に必要な剛性,強度を実現している。

ド

4.宇宙開発と衛星通信

20GHZ帯クラスタフィード
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技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)搭載用アンテナ駆動制御回路

1992年打上げ予定のETS・Ⅵに搭載されるアンテナ'囿制

御回路(APE)は,20Gm帯及び30GHZ帯の通信用アンテ

ナの指向角を地球に対して高精度で制御するためのものであ

る。NTT無線システム研究所の開発に基づき今回製作した

APE は,地上からのビーコン波によってアンテナを指向制

御するRFセンサモードと,アンテナ§囿機構に取り付けた

ポジシ,ンセンサで制御するポジシ"ンセンサモードの二

つの制御モードを持っており,高精度かつ広範囲なアンテナ

制御を実現している。また,制御演算部には低消費電カアク

ティプフィルタを使用し, DC・DC コンバータには MOS

FETを使用することにより,低消費電力化及び小型軽量化

を図っている。

衛星間通信用アンテナ追尾制御系

人工衛星の運用効率をあげるため,我力個でもデータ中継

衛星を用いた衛星間通信システムカ活十画されている。このシ

ステムを実現するには,データ中継衛星のアンテナやターゲ

,トとなる衛星のアンテナを高精度に指向制御する必要があ

るこのときに問題となるのは,大きな質量をもつアンテナ

を5剛することにより,衛星のもつ各種の振動力励起されて,

アンテナの指向精度や衛星本体の姿勢精度を劣化させること

である。当社は,衛星システムの総合的なダイナミクス鰯斤

により,アンテナの指向精度を保ちつつ振動の励起を抑える

アンテナ指向制御方式を開発した。現在,その結果に基づい

て地球観測プラ、,トフォーム技術衛星ADEOS のデータ中

継用アンテナ追尾制御系の基本設計を実施している。

ETS・Ⅵ搭載アンテナ駆動制御回路(20GHZ帯アンテナ用)

宇宙実験・観測フリーフライヤ(SFU)ユニットボックス構体

文部省,通産省及ぴ科学技術庁が共同開発中のSFUに搭

載される実三矣機器及ぴSFUを運用するためのバス機器を収

納するユニ、,トボックスを開発した。各々のユニ、,トポック

スは3点で主構造体に容易に着脱ができるようになっている。

また, SFU は従来の衛星と異なり,スペースシャトルによ

つて回収され,再イ吏用されることを4調撒としており,航空機

と同等の安全設計を要求される。このため,破壊によって重

大な事故を誘起するおそれのある音畊オには接着構造及ひ複合

材料のイ吏用を制限しており,アルミニウム合金の薄肉一体削

りによって重量の軽減を図っている。250kgのバス機器を

1別]できるバスユニットポ、,クスの構造重量は75kgである。

1、1駕1風鶴

〆
'1 グーヂ多多

、藷叡1!戸

ETS・Ⅵ

熊甑甑賊

テレメトリ/コマンドデータの伝送

ミッションデータの伝送

R&D SAT

2

2

2

衛星問通信の概要
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SFUユニットボックス構体
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インテルサットⅦ搭載用 10VV/16W固電力増幅器

インテルサ*トⅦ搭載用の衛星通信ダウンリンク 4GHZ

帯固体電力増幅器のエンジニアリングモデルの開発を実施

し,1影寛二鵡貪を含む一連の試験を完了した。増幅器は,出力

タイプ10W及び16W の2種類があり,共に出力段に当社

製パワ-FETを使用しており,低振幅ひずみ・低位相ひず

みを確保した上で電源部を含む総合効率30%以上を達成し

た。また,32ステ、,プの可変減衰器を持ち,ステ"プ幅

IdBで約30dB の範囲の利得制御力河能である。今後,エ

ンジニアリングモデルの開発完了に引き続きフライトモデ

ルの製作を行い,1衛星当たり20台の電力増幅器を衛星5

機にわたって順弥納入していく。

インテルサットⅦ搭載用Cバンドリフレクタ

インテルサットⅦ搭載用 4GH.及び6GHZ のC バンドリ

フレクタを開発した。

宇宙用のアンテナは,●呈量化とともに,ロケットの打上げ

荷重に耐えること及び宇宙での熱環境に対し熱ひずみを極力

小さくすること力嘆求される。このアンテナは,新たに開発

した¥茎量でかつネ泉膨1長1系数の小さい材ネN構成を持つ鏡面を使

用すること及ぴりブで支える構造にすること等の1寺徴を持ち,

-180~+130での熱環境に対し,十分鏡面の熱変形を抑え

ることができ,^呈量で高精度のアンテナを実現できた。なお,

りフレクタは,4GHZ 用が開口径 2.4m,重量 14kg 以下,

6GHZ用か開口径1.7m,重量7蚫以下である。

インテルサットⅦ搭載用 10W/16W固体電力増幅器

ビーム再成形アンテナ

INTELSAT では,将来のINTELSAT 衛星への搭載を目

的として,従来より簡易な回路構成によって必要に応じて数

チ重類のビーム升剣犬を切り替えられるビーム再成形アンテナを

検討している。当社は,その研究開発プロジェクトに参画し,

ビーム再成形アンテナ用ビーム形成回路(BFN)の開発を実

施した。このビーム再成形BFNは, BFN全体を数個のサブ

BFN に分割し,スイッチと電力分配器によって構成された

可変BFN により,サブBFN に分配される電力を制御する

方式である。このBFN は,従来の可変電力分配器(VPD)

及ぴ移相器(VPS)を用いた回路に比較して可変できるビー

ム升努犬は制限されるが,構成力甲訂易でま蚤量,かつ高信頼性を

実現できる点で実用上極めて有効な方式である。

卿

インテルサットⅦ搭載用Cバンドリフレクタ

4 宇宙開発と衛星通信

ビーム再成形BFN要素コンポーネント(試作品)



TELECO -2衛星搭載用 11VV4GHZ帯固体電力増幅器

フランスのアルカテル社から受注した衛星搭重胴固体電力

増幅器(SSPA)を開発し,環境試験を含む一連のi謂矣を終

了して,フライトモデル全22台の納入を無事完了した。こ

のSSPA は,1992年に打上げが予定されているフランスの

通信衛星(TELECOM・2)に搭載され,4GHZ 帯通信用中継

器送信部の最終段に使用されるものである。このSSPA は,

出力段に高効率・高出力GaASFET を用いた6W出力増幅

器の2合成回路を採用することにより,良好な線升劣手1生とと

もに飽和出力電力ⅡW以上を実現し,電源部を含む総合効

率26%以上を達成した。また,21ステ、,プの可変減衰器を

持ち,約20dBの範囲の利得制御力河能である。

4.2 宇宙基地・宇宙機関連

宇宙ステーション用直流半導体遮断器

1997年に初回打上げが予定されている宇宙ステーシ,ン

取付型実験モジュールUEM)に搭載される直流半導体遮断

器のブレッドポードモデル(BBM)を,宇宙開発事業団の御

指導の下に試作した。皿M の電力系は,直流120Vで構成

されている。この系統の切替え及ぴ故障分離を行うことを目

的として,定格電流25A と 125A の2〒勲頁を開発した。こ

の直流半導体遮断器は,遮断特性に限流及び電流時間積遮断

を採用することで,過負荷電流を識別して高速遮断すること

を可能にし,動作の信頼性を確保している。また,半導体遮

断素子をハイブリッド1C化することにより,小型軽量化の

見通しを得た。これらの成果を基に,現在搭載モデルの開発

作業を実施している。

11W4GHZ帯固体電力増幅器

^

●宇宙往還機(HOP白搭載用耐熱アンテナ

宇宙開発事業団の計画する宇宙往還機(HOPE)に搭載さ

れるアンテナは, HOPE帰還の際の大気圏再突入時に大気

との摩擦により,極めて高温絲勺1,200で)になる。このよ

うな高温に耐えるアンテナとして, HOPE構体表面の熱防

護システム内組込み型の耐熱アンテナを宇宙開発事業団の御

指導の下に開発した。このような組込み型にすることにより,

HOPE構体への取付自由度を増加し, HOPE構体によるア

ンテナ放射パターン劣化を小さくすることができる。試作品

による加熱試験結果は,而娃財手1生及ひ断き財寺性とも良好であ

り,力畦鮨鵡餅麦のアンテナ電気性能の劣化が小さいことも確

認、された。

4ミ、
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定格電流 25A

直流半導体遮断器 BBM)

定格電流 125A

HOPE搭載用耐熱アンテナ信式作品
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ドッキンク機構とタイナミクスシミュレータ

ランデブ・ド、,キング技術は将来のプラ"トフォーム型宇

宙機において必す仏動の技術であり,その中核技術のーつ

であるド、ソキング機構(試作品)と評価三鵡貪装置としてのダ

イナミクスシミュレータを,宇宙開発事業団の御指導のもと

で開発した。開発したド"キング機構は,相手方宇宙機を機

構的に捕捉し引き込むバーシング方式と,至近距離から1撒速

で衝舞吉合する口ーインパクトドッキング方式の両方式に対

応可能な構成であり,各種コネクタの結合機構も所有してい

る。ダイナミクスシミュレータは,二つの宇宙機の運重力を模

擬する言十算機と実機構を組み合わせたハイブリッド型の装置

であり,接触力を検知し宇宙機相対運重力を出力して,微少重

力下での機構結合性能を総合ヨ平価可能な国内では例のない特

長のある装置である。

静電浮遊炉

静電浮遊炉は,宇宙ステーシ,ンの日本実験モジュールの

内部で材料実験を行う装置として有力なイ財甫であり,現在開

発中である。静電浮遊炉は,微小重力剖寛で材料を空間に浮

遊させて加熱溶融することにより,新材料の創出や新工腺の

観察を可能とするものである。従来の音波浮遊炉や電磁浮遊

炉では不可能であった準安定状態の実現に最も可能性のある

装置である。

特に当社提案の静電浮遊炉は,世界初の方式であり,静電

浮遊炉の開発上の種々の問題を解決している

微小重力実.験装置(写真参照)を製作し,航空機による微

小重力実験を行い,浮遊方式の妥当性を確認、した。

コ

ドッキング機構試作品とダイナミクスシミユレータ

4.3 宇宙用オ料・部品関連

●三次元強化トラスショイント

大型衛星,宇宙基地用の大型トラス構造体のジ,イントと

して,¥呈量で低熱膨脹のトラスジ.イントを試作し,実用化

の見通しを得た。従来の金属製ジョイントは, CFRPパイプ

トラス材に比較して重量力運く,かつ熱膨1長f系数が大きい。

三次元強化トラスジ.イントは,一方向CFRP製口、,ド

をピアス法によってネ旦立てスケルトン状に成形するもので,

3~18軸までトラス材を接合でき,次の特長を持っている。

1 各ジ,イント部は,トラス材の軸方向にCFRP ロッド

を配向し,外部負荷に対して最適な強化力咽れる。

②ま呈量化力週れる。

③各軸方向に低熱膨1長!ヒカ咽れる。

4.宇宙開発と衛星通信

静電浮遊微小重力実験装置

三次元強化トラスジョイント試作品
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平板型ヒートパイプ

人工衛星に搭載される電力増幅器等の電子機器の発熱密度

の増大に伴い,軽量で熱伝導のよいヒートシンクの開発力沫

められており,従来のアルミニウムヒートシンクの約5倍

の有効熱伝導率をもつ平板型ヒートパイプを開発した。この

ヒートパイプは,液体の表面張力を利用した冷馴盾環方式を

採用し,さらに両端にシャープエッジを設けて二次元的に熱

移動可能な構造としている。そのため,液体の挙動力斗夏雑と

なり,微小重力下での性能確認を行う必要があり,平成2年

2月に米国NASA で微小重力三鵡貪を実施した。その結果,

液体が正常に動作し,シャープエッジによる液体スラグ形成

機能と所定のき斯盾環性能力涜認でき,衛星搭載用平板型ヒー

トパイプの実用化の目処を立てることができた。

技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)搭載用帯電電位モニタ

宇宙プラズマ(電子,陽子)環境を飛しょう(翔)する人工

衛星は,プラズマによって帯電・放電し,搭載デバイスの誤

動作沽郊章が生ずる。宇宙環境での帯電放電現象を鰯斤し,

将来の宇宙機の帯電放電防止技術を構築することを目的とし

て,基礎的技術データを取得するETS・Ⅵ搭載用帯電電位モ

ニタを開発した。既に, ETS・Vに帯電電位モニタが搭載さ

れ,衛星表面材料の帯電電位の計測K-10~0~+ 1kv)を

行った今回,開発した帯電電位モニタは,地磁気嵐発生と

いった常時変動するプラズマ電流と帯電電位の関係を明確に

するため,帯電電位計測機能に,プラズマ電流計測機能仕

2 ×]o n~士 5 ×10-8A)が付加されてぃる。この帯電電

位モニタは,イオンエンジンシステムによる能動的帯電制

4.4 衛星通信地球局・天体観測

KU帯4ビーム小型地球局用アンテナ

民問商用通信衛星(スーパーバード等)の運用に伴い,1

台のアンテナで,これら複数の衛星に同時に接続することを

目的としたKU帯4 ビーム小型地球局用アンテナを開発した。

このアンテナは,地上から見て円弧状に並人だ四つの衛星に

対し,ビームの並びをほぼ一致させることができるトーラス

方式で,主反ヨ雌寛と四つの一次棚寸器で構成され,外形寸法

は2.4m (W)× 3.om (L)× 2.4m (H)である。隣り合うヒ

ームの問隔は,約4.5゜,ビーム間アイソレーションは一30

dB以上である。また,各ビームとも利得".5dB 以上,交

さ偏波識別度 39dB 以上,サイドローブ,手性はCCIR Rec・

能0 を満足している。方向調整には,ポーラマウント方式

を採用しており,簡単な調整で同時に四つの衛星を捕そく

.^^^^^^^ 4、^^^七、七. C.七、^ C、?^ C、■..:、弓、弓、七.心、^心.^^^^^^^^ J、、ノ、^^^^ー、^^^^^^^

平板型ヒートパイプ

御の実証実験にもイ吏明される。

ー゛一甲一甲一...■. C、 C、 C、七、^七、^^七、.^■・■・^^^゛^^^^^^む・ー^゛^゛.=、●゛^^^^゛゛^ 4、^・コ 4、■、 C、七、 C、七・ C、七、.、.:、 0、^^

..:、■■^...ニ、.:、七、^^七、■.^゛^心、゛^^心、^゛^^^^^^^ー、^<^<^ 0 ^^^^^^ー、^^^ノ、^^^^^^ノ、 J、^^^^ J、^^ J、

、グ

'、

ETS・Ⅵ搭載用帯電電位モニタ

(捉)できる

KU帯4ピーム小型地球局アンテナ
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Kaハンド50VV電力増幅器

この電力増幅器は,民間通信衛星のスーパーバードに搭載

されているKa帯トランスポンダを利用したテレビ配信シス

テムの地球局設備に使用される送信機の終段大電力増幅器

(HPA)である。この設備は,宇宙通信総に納入したもので,

アナログテレビの商用配信にイ吏用されるとともに,ハイビジ

ヨンなどKa帯トランスポンダの広帯域性を生かしたテレビ

の広帯域伝送実験にも利用される予定である。

HPA は, GaASFET増幅器と進行波管(TWT)増幅器の

2段構成となっており,使用周波数範囲:27.5~29.2GH.,

出力電力:50W,利得:60dB の性能で,小型,軽量化を

図ったものである。今後,可搬升3/車載形地球局でのイ吏用も

計画している。

h

移動体衛星通信用フェーズドアレーアンテナ

郵政省通信総合研芽斤が技祢藷式験衛星V型(ETS・V)を用

いて行う移動体衛星通信実験のための車載用フェーズドア

レーアンテナを受注し,納入した。このアンテナは, Lバン

ド(1.5/1.6GH力で使用される送受信可能なアンテナで,

利得は約 15dBi(正面方向)である。また,3 ビ"ト移相器

により,方位角0~360,仰角30~90 の範囲でビームを電

子的に走査し,衛星を追尾すること力河能である。撫寸素子

は,フレキシブルなフィルム勘反にプリントされたマイクロ

ストリップアンテナであり,各素子を結合孔を介して励振

するシンプルな給電方式とすることにより,経1斉性及び信頼

性の向上を図った。また移相器,分配/合成回路をマイクロ

ストリップ線路で構成することにより,全体の高さを約

30mm の薄型構造とし,車両との一体化を図っている。

昇盲

送受信周波数変換装置

'
HPA RF

' =冨君.哩■画.鳳冒^■昌,直電■.冨■圏電■亀斡昏壷,師明■開冒昆.

インマルサット第二世代海岸地球局設備用送受信周波数変換装置

インマルサ、"ト海岸地球局用送受信周波数変換装置を,国

際電信電話制(KDD)の山口衛星通信所に納入した。送受信

周波数帯域は,6/4GH.帯(C バンド)及ぴ 1.6/1.5GH.

帯(Lバンド)である。 Cバンドは,船舶局との通信に使用

し, Lバンド1朗舗a局と同等の機能を持ち,海岸地球局間の

通信及びZ鵡貪装置としてイ吏用する。パイロット信号を用いて,

C・しりンクでは送信側に, L・C りンクでは受信側にAFC を

かけることにより,衛星中継器等の周波数変動を補償し,船

舶局のAFC機能を不要としている。冗長構成であり,冗長

切替え,テストループ等のルート切替え及び各機器の監視制

御は,制御室からの遠隔監視制御によって行う。また,

AFC用パイロット信号の送出機能を備えている。

Kaバンド50W電力増幅器

.

.

移動体衛星通信用フエーズドアレーアンテナ

4.宇宙開発と衛星通信
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IntegratedlDR/旧S ODEM MS2000

近年,インテルサット国際衛星通信システムは,次第にデ

イジタル化されつつあり,その代表的なシステムとして,

ΦRシステム(公衆回線)及び山S システム傳用回線)があ

る。今回,これらのシステムに適用する目的で,1ntegrated

IDR/旧S MODEM MS2000 を開発した。このMODEM は,

上記ΦR システム及びIBS システムのいずれに対してもス

イ"チ切替えで対応可能であり,かつ8MbpS までのビ、,ト

レートに対し可変となっている。さらに,このMODEM は,

カスタム LS1 を駆使することにより,小型化(89mm (高) X

480mm (幅)×420mm (深))及ぴ低消費電力化(120W 標

準)が図られている。

ビジネス衛星通信(VSAT)用小型広帯域IF分波器

VSAT に用いる中間周波数(1F)帯の小型広帯域分波器を

開発した。この分波器は,受信波を通過させる1氏域通過フィ

ルタと,送信波を通過させる帯域通過フィルタとを接続して

構成されている。イ氏ナ或通過フィルタでは,低インピーダンス

ネ泉路と高インピーダンスネ泉路とを交互に接続した吊泉路を蛇行

させ,低インピーダンス〒泉路を近接配置して相互に結合させ

ることにより,急しゅ人な帯域外減衰特性を得た。帯ナ妬臣過

フィルタでは,比誘電率約40の誘電体を用いて小型化を図

るとともに,入出力*泉路と共振器をインピーダンスステッ

プで結合する方法により,広帯域特性を得た。1G取帯にお

いて,分波器の通過帯域幅は,比帯域で65%と35%,ガー

ドバンド幅は25%である。

TX →ι●'T 、K之亡^

Inlegrated lD R

イジタル回線多重化装置(DCME)" DX・3000"

DCME ①igital clrcuit Multiplication EqUゆment) DX -

3000は,100チャネル以上の大束回線の回線使用効率を3

~4倍以上に向上させるもので,1989年から国際回線に導

入され,回線の効率化に大きな役割を果たしてきた。最近で

は,北米国内回線への大量導入が進められており,このため

に必要なR1シグナリングシステム対応の機能開発を行った。

この結果1990年12月までの累計出荷台数は,300台に達し

ている。現在,伝送路上のファクシミリ信号を検知,復調し,

9.6kbpS データとして伝送することにより,回線使用効率

を更に向上させる機能を開発中で,これにより更に企業内通

信への適用拡大も可能となる

旧S MODEM MS2000

IF分波器

"^1^

DX3000外観 2 1現用予備構成

r
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衛星通信利用社内教育システム

当社の出資している宇宙通信欲)保有のスーパーバード衛

星を用いた衛星回線と,地上回線(三菱電機VAN"MIND"

網)との組合せによる双方向通信により,全社的な技術ゼミ

ナール,研修を行う教育システムを構築し,平成2年7月か

ら全国]5箇所の教室において運用を開始した。当社の鎌倉

地区の情報通信教育センターに設置したスタジオから衛星回

線を通して,全国の製作所・研修所設置の衛星受信専用局を

経由し,各教室に配信される。 MINDパケ"ト交換網,回線

交換網を介して,各教室と中央スタジオ間の質疑応、答,静止

画による教室側映像のスタジオへの仏送,各教室解答状況等

各種データ収集を実現し,衛星回線と地上回線を効率良く活

用した双方向システムである

4メートル短ミリ波望遠鏡

星生成領域を広視野で観測できる高精度の4メートル短ミ

リ波電1皮望遠鏡を開発し,名古屋大学理学部に納入した。

望遠鏡は,広い周波数帯で観測できるように,集束ビーム

給電方式の通常カセグレンアンテナ形式としている。

230G既までの高い周波数での観測力河能なように,主

反ぢ雌寛及ひ副反,寸ε寛を支持するステイは,比剛性が大きく,

熱変形の小さい炭素繊維強化プラスチック(CFRP)製とし

た。主反ヨ"寛はーイ村蒜造で,鏡面精度50μm rmS を達成し

ている。さらに,将来移設することを考慮して,望遠鏡を輸

送可能な四つのコンポーネント(反,寸'寛部,回転構造部,基

礎構造部,受信機室)に分割し,容易に分角早,輸送,〒目立て

ができるようにしている。

＼

衛星通信利用教育システムスタジオ言剣蒲

情報通信システム教育センター)

武＼'
タ ＼

4.宇宙開発と衛星通信
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1990年代,企業は他社との差別化による業界での生き

残り戦略として,"情報による競争優位性の獲得"(早く,

正確に知り,正しい判断・予測をする。)があげられる。

当社は顧客の真の二ーズや問題点を把握し,それらを解決

する手段を提供することを目的として,"顧客の問題解決

を提案できるソリューシ,ンビジネスの推進"を合言葉に

1990年代の戦略的情報通信システム構築のためのノウハ

ウ蓄積とキーコンポーネントの開発を行っている。以下に

1990年の開発成果の一端を紹介する。

1)無線通信システムと機器

無線通信関連では世界初の準マイクロ波帯(1.5G既帯)

を利用し, PSTN(公衆電話網)への接続機能等豊富な機能

を持つ MCA (Multi channel Access)システム及ぴカスタ

ムLS1を使用した世界最軽量・最小級の米国向け携帯電話

の開発が特筆される。

さらに,地磁気センサの方位情報と車速センサの距籬情

報を組み合わせて位置を把握するナビゲーシ,ン付きAV

M (Automatic vehichle Monitoring)装置を開発した。

2)光通信システムと機器

]988年に標準化されたキャリアの基幹伝送路に適用さ

れる同期ディジタルハイアラーキ(synchronous Digital

Hierarchy : SDH)用 52Mbps,156Mbps,622MbpS の各

インタフェース LS1チップセ、"トを開発した。さらに,構

成要素のハイブリ、,ド1C化により,小型化を図った上記

SDH 用 156Mbps/622MbpS双方向波長多重伝送用光送受

信機及び20km の長距離伝送が可能な,上記SDH用 622

MbpsHDTV光伝送装置を開発した。

3)有線通信システムと機器

今後利用の拡大が予測されるISDN対応では,最大8地

点での同時会議が可能な多地点テレビ会議システム"MP・

1000",画像処理専用プロセッサ DISP (Digitanmage sig

nalprocess0日を使用し,小型化を図った高精細カラー静

止画会議システム"HRG・200"及び画像の遠隔監視システ

ム"MVC・1120"の開発が特筆される。さらに,低価格 G4

ファクシミリ"FA・7200"及びオフィスコンピュータ/ミ

ニコン用 ISDN インタフェースポード"1CCP"を開発した。

企業内通信システム対応では,5,000パケット/チ少のパ

ケ、"ト処理能力を持つ高速パケ、,ト交換装置くMELPAX

5000>,国際規格である FDDI(Fiba diS廿ib雌ed D.ta lo・

terface)に準拠した10OMbps LAN <MELNET RI00>及ぴホ

スト計算機から受信したキャラクタデータをイメージに変

換し,指定したファクシミリ端末への配信を可能にしたホ

スト接続ファクシミ.憎引言装置くMELFANET・10畍の開発

か特筆される。ファクシミリでは,電子写真プロセスの感

光体とトナー部を一体とした力ートリ、,ジ方式の低価格普

通紙ファクシミリ'下A5600"の開発が特筆される

4)コンピュータとワークステーション

^

P
^^

^^

^

休みなく離発着している空港の管制システムには高い信

頼性か要求される。14年間稼働した管制システムが,増

強された新しいシステムによって置き換えられた。従来の

システム同様に長期安定稼働が期待される。病院での長い

待ち時問,検査や診察に何度も足を運ぱなけれぱならない

煩わしさは,共通の悩みであるが,オフコンを利用した臨

床検査システムにより,各種の検査結果が診断待ち時間に

得られ,より正確な診断が効率良くでき,診療側,受診側

の双方にとって大きな改善効果があった。

近年情報システムのパーソナル化の波にも乗り,エンジ

ニアリングワークステーションの導入・普及が急速に拡

大,設計部門の効率向上が進められている。その二ーズに

こたえて,機械系CAD<MELCAD MD゛>,振動解析,構造

解析のためのCAE システム,シミュレーション機能を持

ち,制御系の設計効率化を目指すCAE システムを開発し

た。また,設引'・解析とともに,技術部門の作業量の多く

を占める技術文書の作成を効率化するエンジニアリング

OA を構築するための開発も続けている。

システムを構成する基幹製品分野では,情報システムの

規模の拡大要求への対応と小型化・高機能・高性能化への

要求にこたえるための開発を行った。汎用コンピュータ

<MELCOM EX シリーズ>は主記憶容量を拡大し, OS(OP

eratingsystem)の性能を増強した新機種を出し,システ

ム規模拡大に対応。オフィスコンピュータくMELCOM80

GEOC シリーズ>は従来比3倍の性能を持つ最上位機を開

発し,戦略情報システム構築のための主要な構成要素とし

て位置付けている。パーソナルコンピュータは,急速な小

型化,軽量化の進展とカラー化の要求にこたえて, TFT

方式のカラー液晶表示装置搭載のラ、"プト、,プ機と小型携

帯用の高性能32 ビットのノートブックパソコンを開発し

犬:。

⑤周辺・端末機器

拡大する情報通信システムは,より大容量,より高性能

な周辺す揣末機器を要求する。一方,新しい要素技術の開

発に基づいて著しく改善された容量・性能を持つ周辺す揣

末機器の出現か'システム構築の幅を広げる相乗効果となっ

ている。光ディスクの分野では,ライトワンス形から書換

え可能形へと進化してきているが,次世代の光ディスクと

して期待されるオーバライト機能の実現に向けて種々の方

式が研究開発されている当社が開発した4層膜構造の光

ディスク媒体は,ドライブ側の構造を簡単なものにでき,

小型化が容易となる特長を持つ。90mmの書換え可能形光

ディスク装置は,従来の主流である 130mm から,世の中

の小型化二ーズに対応、するものであり,今後大幅な伸びが

期待される。中速オフライン高分解能プリンタ,大容量磁

気ディスクについても,情報システムの多様化,大規模化

の動向から,ニーズに対応する開発を行った。
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5.1 無線通信システムと機器

ナビゲーション付きAVM装置

タクシー自動位置把握システム(Automatic vehicle MO.

nitoring system : AVM)は,これまでは分散送信サインポ

スト又は分散受信サインポストによる自動位置把握か,運転

手の手動位置設定による半自動AVMが主流であった。

このたび,送受信サインポストを用いず全エリア把握を行

うため,自立航法ナビゲーションAVM装置を開発した。

方式原理は,地磁気センサの方位情報と車速センサの距離

情報を積算して,初期設定した場所との位置関係を把握する。

さらに,タクシーの動態情報と組み合わせ,従来より正確な

位置把握ができ,効率の良い配車が行える。

引き続き, 1則位衛星(Global positioning system : GPS)

入力,文字伝送表示等を含めた研究開発を進めている。

多機能有線ページングシステム

原子力発哥斤のような,巨大なプラント内の連絡通信装置

として,多機能有線ページングシステムを開発した。このシ

ステムは,従来の有線ページングシステムに次の機能を付加

した。

・周囲騒音量に対して最適な拡声音量を自動調整

・建屋ごとにスピーカー出力をイコライジング

・通話8Chの空チャネル自動サーチ

・個別,グループ,一斉の拡声放送,トーン呼出し

・構内電話と相互呼出し,通話

・SV による全.装置の診断

この機能付加により,従来システムに比べて著しく高機能

なプラント内連絡通信装置力精築できる。

移動局無線機

AVM移動局制御装置

プリンタ

位置

《ミ;)、・・・一検出装置
車速セ、サ地磁気センサ

(司 AVM移動局側

CRT全車画面

簡易業務用無線電話装置(FM・301/FM・303)

簡易及ぴ業務用無線電話装置は,小型化・多機能化を目標

に各社開発を進めている。今回,市場に投入したFM・301

及びFM・303形無線電話装置は,シンセサイザを実装する

とともに,セレコール・ディジタルトーン・録再機能等を持

つているものである。特に FM・301 は,25mm の薄さ,

託8CC の極小機器でありながら前述機能を保有し,さらに

音質調整ボリウムを前面に設けることで,車種に対応、した音

質の設定を可能とした。一方, FM・303 は業務用として開

発したもので,操作部・本体の分離,送受同送,最大9Ch

の周波数切替え等の各チ重用途に対応可能とした。前面に設け

た10キーにより,セレコールデータ・内線番号の送出にも

対応できる。

マイク

遠隔制御器

中央処理装置

基地局側装置

^

■■

(b)

CRT 主画面
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ティジタルビームフォーミンクアンテナ

ディジタル信号処理の進歩に伴い,個々のアンテナの受信

信号をディジタル信号に変換した後に,演算によってビーム

形成を行う DBF ①igital Beamfommg)アンテナが注目さ

れている。今回開発したDBF アンテナは,素子アンテナ

(64素子)で受信したマイクロ波信号を,低雑音増幅及びタ

ブルコンバージ,ンによって中間周波信号に変換した後, A

/D変換し,ディジタル光伝送によってDBF プロセ"サに

取り込人でいる。 DBF プロセッサでは,ディジタル位相検

波後DFT及びFFT 回路により,ビーム形成を行っている。

これにより,複数の異なったビームの同時形成及ぴ低サイド

ローブ化力溜れる。また,受信系はモジュール化されており,

小型連呈量化を図っている。

マイクロ波車両感知器用成形ピームアンテナ

高度交通管制システム用マイクロ波車両感知器は,従来の

超音t皮式車両感知器に代わるもので,交通管制用としての車

両感知機能・車速測定機能に加え,ナビゲーシ"ンシステ

ムにおけるサインポストとしての位置情報送信機能を持って

いる。今回,1台のアンテナでこれらの全機能を満足する成

形ビーム平面アレーアンテナを開発した。このアンテナでは,

サイドローブ領域を用いて位置情報送信を行うため,この領

域のレベルが一定となるようにビーム成形を行い,幅方向3

車線,進行方向3mの通信エリアを得ている。また,フィル

ム基板を用いたトリプレート給電マイクロストリップア

レーアンテナの採用により,小型!化・薄型化を達成している

ディジタルビームフォーミングァンテナの空中線部

ディジタルビームフォーミング処理装置

DBFは,各アンテナ素子に受信機とA/D変換器を設け,

ディジタル演算処理によってビーム形成する技術である。従

来のマイクロ波ビーム合成に比べ,同時マルチビーム及ぴ任

意升列犬ビームの形成力溶易となり,サイドローブ比及び指向

精度の向上が図られる。今回開発したDBF処理装置は,64

素子アンテナに対し,りアルタイム処理のDBF演算を行う

装置で,以下の特徴を持っている。①各アンテナ素子の受

信信号をIF段でA/D変換し,ディジタル位相検波処理を

行うことにより,1, Q チャネル問の位相,振幅バランスを

改善している。②ビーム形成部は,同時マルチビームを形

成するFFT 回路及び任意牙列犬ビームを形成するDFT 3回

路で構成され,計6フビームを形成する

■■......甲..ーー甲甲..ー...゛ー....゛,゛,゛,^゛.゛,゛.^^こ,゛,^〕〕^^^^^^〕^〕^^^^^^^

マイクロ波車両感知器用成形ビームアンテナ

DBF処理装置
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5.2 光通信システムと機器

北海道開発局日勝峠向け道路管理用 10OMディジタル光画像伝送システム

峠部の道路は,地形上急、坂,屈曲が多く,かつ標高も高い

ことから平野部に比べて気象条件も変化しゃすく,自動車走

行上の外的条件は,一般道路に比べて厳しいものがある。今

回,路面状況・交通状況の詳細監視と事故・交通障害の早井打

発見及ひ防止を目的とした北海道開発局日勝峠向け道路管理
0 .

用CCTV システムを納入した。このシステムは,当社が開

発した 10OM ディジタル画像符号化装置を採用し,高品

質・高画質伝送を実現している。主な仕様を以下に示す。

(1)システム構成:カメラ 10台,モニタ 4台

(2)伝送回線:SM光ファイバ(1.3μm)

③伝送速度 97.728Mbps

④符号化方式:齡泉PCM方式

ディジタルビームフォーミングシステム用光データリン

レーダ及び通信の分野で注目されているディジタルビー

ムフォーミングΦBF)システムは,同時マルチビーム形成,

低サイドローブビーム形成などの多機能性を持っている。

DBF化に伴うアンテナ側とDBF処理劉則との多量の^酔泉処

理,仏送路間の電磁干渉の軽減のため,アンテナ受信データ

仏送系へのディジタル光仏送の適用・開発を行った。

この光仏送系では,アンテナ部側でA/D変換された受

信データを,180MbpS の伝送速度でDBF処理器側へ伝送

している。これら仏送系に,1C化光送受信回路及びLS1化

ディジタル多重分離回路を用いることによって,光伝送系重

量は,電気伝送系のそれと比較して,約1/20の軽減とな

つた

9k

削1111州川11.
^

青幸艮・ i臣

^

新同期インタフェース LSI

CCITT(国際電信電話諮問委員会)において,世界統ーハ

イアラーキとして,新しく標準化された同期ディジタルハ

イアラーキ(synchronous Digital Hie捻比hy : SDH)におけ

る 52Mbps,156Mbps,622MbpS の各インタフェースを

終端処理するLS1チップセットを開発した。

LS1 は,各インタフェースに対応したSOH 発生, SOH 終

端,直並列相互変換の3種類から構成される。SOH発生又

はSOH終端用LS1は,並列処理によって動作速度を下げ,

CMOS プロセスを用い,低消費電力化を図っている。直並

列相互変換 LS1 は,622MbpS 用では GaAS プロセス,

156MbpS用ではBi・CMOSプロセスを用いている。各イン

タフェースに対して,最適の機能分割とプロセスをイ吏用した

チップセットとなっている

10OM光画像伝送ユニツト

ー/

04W

アンテナ部

b 中央監視局完成

A/D

#n

A/D P/S

P/S

光データリンク

データ

光伝送系

0/EA/D P/S E/0

クロック光伝送系

DIV O E スタカプフ

E/0

E/0

0/E S/P

n

OE S/'P

DBF システムの構成

S/P

E/0

パラレル/シリアル変換

電気/光変換

STM 4

6220肌lbps

LS1 略号

MDX・32

新同期インタフエースLSI

機能

622MbpS1掘.32ビ汁亜直列,
直並列変換 TTL/ECLレベル変換

SOH 発生

VC・VAUC を STM・4へ多重化

SOH 翁端

STM・4から VC・VAUC を多重分離

156MbpS対応託'プト並直列,
直並列変換 TTL/ECLレベル変換

SOH発生
VC・3/VC・4 を STM・1へ多重化

SOH 袈措

STM・1から VC・3/VC・4 を多重分離

SOH 発生

VC・3を STM・0へ多重化

SOH 終端
STM・0から VC・3 を多重分離

S4MX

STM・1

155521北PS)

S4DX

MDX・8

Sn{X

STM・0

(5184Mbps)

SIDX

プロセス

CaAS

S瓜{X

ゲート数消費電力

15k 3.2、V

SODX

CMOS

CMOS

15k

BI・CMO

08W

20k

CMOS

06k

10W

CMOS

1 5W
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156/622MbpS双方向波長多重伝送用光送受信器

同期ディジタルハイアラーキに準拠した広帯域伝送系に

おいて,高品位映像分配サービス等を行うシステムのキー

パーツとして,156/622MbpS双方向波長多重伝送用光送

受信器を開発した。この光送受信器は,波長 1.55μm と

1.31μm の波長多重伝送方式により,156MbpS と 622M

bpSのディジタルデータを 1本のシングルモードファイバ

を用いて最大7km伝送することができる。光伝送用Si・1C

の開発とともに,波長多重用光学フィルタ, LD, PD及ぴ

プリアンプをハイブリッド1C化することにより,光送受信

器は60mmxloommX6mm に小型化されている。

622Mbps HDTV光伝送装置

博覧会,イベント等の画像分配用に 20km伝送可能な

HDTV光映像伝送装置として,符号化送信装置,受信復号

化装置及ひ映像分配装置を開発した。 HDTV 1チャネル分

の3種類の映像信号と4チャネルの音声信号はPCM符号化

され,622MbpS 同期ディジタルハイアラーキに準拠した

仏送フレームに多重化されて,波長1.31μm の光信号によ

り仏送される。また,映像分配装置により,1入力の光信号

を最大5分配して送出し,う頚eサービスに供することができ

る。この装置は,高速論理IC並びに小型光モジュールの採

用により,小型化力溜られている。なお,この装置は日本電

信電話側の御1旨i草によって開発したものである。

TX

156Mbps

RX

622Mbps

TX

622Mbps

RX

156Mbps

^^^^ノ、ノ、^^^^.=、^^^":、.=、..甲.ー......■■.■■.....'..■....

5.3 有線通信システムと機器

ローカルエリアネットワーク《MELNET RI00

当社では,昭和58年から<MELNET シリーズ>として

数々のシステムを捌共してきたが,このたぴこのシリーズの

最上位機種として<MELNET RI00>を製品化した。

<MELNET RI00>は,高速LAN の国鴨親格FDD1に準

拠したりング形LANで,多数の支線LAN を収容して支線

間の相互通信を可能とするバックポーンLANである。越泉

種別として,現在CSMA/CD (1S08802-3),トークンリ

ング(1S08802-5)力斗妾続でき,さらに高速ディジタル専用

線によるLAN間接続装置を捌共する予定である。

<MELNET RI00>により,従来システムで制約となって

いた距離やトラヒックの制約をとり除き,マルチベンダによ

る大規模システムの構築力河能となる。

156/622MbpS双方向波長多重伝送用光送受信器

A置琵鴇語"'
■^,0罰●TI^

622MbpsHDTV光映像伝送装置

(左から符号化送信装置,映像分配装置,受信復号化装置)
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ホスト接続ファクシミリ信装置《MELFANET・10H

ホスト接続ファクシミリ配信装置<MELFANET・10H>は,

ホスト三頃機から受信したキャラクタデータをファクシミリ

画像データに変換し,1旨定のファクシミ,ル揣末へ自動配信し

たり,ファクシミリ端末からのプ、,シュホン照会を受け,結

果をファクシミリ画像データで配信する装置である。くMEL

FANET・10畍をホスト三頃機に接続することにより,電話

網接続で広く普及している廉価なフフクシミリ装置を,ホス

ト言頃機の簡易な遠隔端末としてイ吏用すること力河能となり,

既存のホスト三頃機戦虫で行っていたデータ処理システムを,

ファクシミリ端末によってネ"トワーク化されたVAN (付

加価値通信システム)へと容易に発展させてゆくことができ

る。

建設ハ向け時分割多重化装置

建設省自営網ディジタル化移行計画に伴い,当社NW・

TDM をべースに建設省向け時分割多重化装置を開発した。

他メーカーとの相互接続も完了し,実システムで稼働を開始

した。この装置は従来のNW・TDM に比べ,以下の大きな

特長をもつ。①多種の*泉路/端末側インタフェース(光・ス

タ、,フ・エンベロープ等)を同一架内収容,②多重容量が

384血から 960ch に増加(1Ch :64k bpS 換算),③自営

網内の警報転送機能によるネ、,トワーク管理の充実,④保

守パネルキーからの簡単な操作による回線設定データの作成

/ロード等。この装置は様々な通信形態に柔軟に対応可能で

あり,多種の自営網情報通信ネ、,トワークに応、用できる。

^@

'^Ⅷ11

ホスト計機

1ホスト計機の摸計結果を
MELFANETへ自動送信

ホスト接続ファクシミリ配信装紅
MELFANET IOH

④ファクシミリ端末から
プッシユホンで照会配信

ιコ

/'Ⅲ
^

公衆電話網

②キャラクターファクシミリ変換

③指定端末へ自動配信

^

高精細カラー静止画会議システム"HRG・200"

システム構成

§一、_^

最近,ディジタル公衆網を利用した静止画会議システム,

動画会議システム等各種テレコンファレンスシステムが開

発されているが,このうち静止画会議システムについては,

カラーの写真等を高精細に伝送できるシステムカ要望されて

いた。このたぴ,写真等のカラー原稿を高速・高精細に伝送

でき,かつ拡大,書込み/消却等,会議に必要な機能を持っ

た静止画会議システムを開発した。主な特長は次のとおりで

ある。

山カラーの高精細画像を約15秒(64k回線)で伝送可能で

ある。(プログレシブ表示方式1采用)

②伝送された画像は,送信,受信側とも同一内容力汚見示さ

れ,ライティングパッド,マウスを操作して,ポインティン

グ,書込み/消却,拡大,ファイリング等力河能である。

ホスト接続ファクシミリ配信システム構成

管理席ファクシミリ

ミ詠、^,
ファクシミリ端末

5.情報・通信
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ISDN利用遠隔監視システム

ディジタル公衆回線である INS ネット64 を用い,広範囲

に点在する複数の被監視地点と監視地点との間で,カラー動

画像及び音声を含む通信サービスを容易にかつ経済的に矧共

できる述隔監視システムを開発製品化した。このシステムは,

無人化された被監視地点に設置されたセンサ情報からの自動

ぢ創';機能,被監視地点に設置された複数台のカメラの監視地

点からの速隔切替機能,監;慰す象物によって動き優先(37

レーム/1少)の標準モード(256画素X240 ライン)と画像の

細部まで表現できる高解像度モード(512画素X240ライン)

の選択機能などを備えている。符号化部及び復号化部に

DISP チップを使用することによって小型化し,同時にISD

Nインタワエース機能も本体に内蔵している

普通紙記録ファクシミリ FA・5600

FA・5600 は,記録部にLED記録方式を採用したコンパ

クトなデスクド,プ型で,低価格の普通紙記録ファクシミリ

であり,電・f写真.方式の採用によって高品位記録を追求し,

かつ効率的な情報通信のための高級機能を数多く装備したフ

アクシミリ/電話/コピー兼用のビジネスマシーンである。

コヒー機能には,マルチコピーやソーティング機能を備えた。

また,"迎紙のカット紙であり,そのまま書込みゃ押印力溶

易で文冉・保存にも便利である。 FAX機能として,電送誤り

を自動的に訂正する国際規格G3ECM (エラーコレクシ,

ンモード)の採用により,回線ノイズがあっても確実な画像

電送を実現し,またネットワーク機能として,順次同報,中

継イ1諌頁,1見展送信などの機能をもたせている。

貼ιで.11、

ー..'ーー.ー.ー.'..一甲.ー...■■....."...'..一甲."冒、"冒、^"^^^^^●、、^^^^^^^^.■、^"^^゛、"^"、.^^^^^

●ヒシネスパーソナルファクシミリ FA・320

FA・320 は, d畉財莫事務所や個人商店,中・大規模事務

所でのパーソナルユース用のビジネスパーソナル機としてコ

ストパフォーマンスを追求した, B4原稿読み取り/A4記

録のディジタルファクシミリである。縦形デザインの特徴あ

る外観をもち,各個人のデスク占有面積を少なくするよう設

計されているビジネス用として,十分な原稿自剰絲舗財幾能,

50m,'金飾氏及び受信紙のオートか,ト機能も装備しており,

また外川中の連絡のために外部に留守録装置を接続可能な端

fを11つている。最大76あて先の自動発イロ,あて先名から

検索して発イ'Kきる電子電話帳,複数為絵示された電話番号か

ら接続しゃすいものを選択するプライオリティワンタッチ

機能を付ち,ビジネス空閻を広げるファクシミリである

遠隔監視伝送装置

ー...............,,,.........き'...,00.."ニ、・τ、.=、.:、.=゛・才゛小 0 ゛ 0 "ヰ、゛゛゛",?゛・コ゛

普通紙記録ファクシミリ FA 5600

ピジネスパーソナルファクシミリ FA 320
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放送品質オーディオコーデック

CCITT勧告J.41 に準拠した放送品質オーディオコーデ,

クをDSP を用いて実現した。

J.41方式は,テレビ及ぴFM放送プログラムオーディオ

信号のディジタル中継を目的として開発された高品質オーデ

イオ信号伝送のための方式であり,15k地帯域の信号を

384kbpSの符号イ鰹度で仏送することができる

A則瞬時圧縮符号化はROMテーブルで,同伸長復号化及

び伝送符号誤り検出時のデータ補問処理をDSPの演算で実

現することにより,伝送ビット誤りによって発生するインパ

ルス性ノイズを除去した良好な特性を得ることに成功した

音声メール装置FAX機能ES500OX

音声メールとは,電話を使った音声による郵便を実現した

システムである。オフィスの受入・発信箱のように,音声メ

ソセージが届けられたり,送信されたりする。音声メールは

平成元年4月に完成した。今期はこれにFAXとの通信機能

を追加し, FAXの代行通信を行えるようにした送信先の

FAXがビジーのとき音声メールがいった人受けと1),音声

メールから送信先のFAX に自動送信する。複合PBX"ES

1000 シリーズ"と簡易密結合した場合,音声メールを意識

しない通信力司能。

主な仕様は,接続回線数4回線,蓄積枚数A4換算9,000

枚,メールポ、,クス数1,024。 32 ビット CPU ボード,及ぴ

ITRON準拠OS, OS88 を採用

伝送速度

J41準拠オーディオコーテック主要諸元

伝送帯域

入出カインピーダンス

過負荷レベル

標本化周波数

符号化方式

384kbps n チ十ネル当たり)
→ステレオ時768kbps

全ひずみ率

符号誤り保護

符号誤り対策

40HZ~ 15kHZ

600Ω平衡

十 15dBmos

32kHZ

Ⅱビ,トA則瞬時圧伸方式

a4ビ,ト直線呈子化相当)

0.5%以下

パリティ付加 a ビゞト/サ'

平均値補問又は紐音置換

計算機用 ISDN インタフェースボード"1CCP"

実用段階となりつつぁるISDN の二ーズに対応、すべく,当

社ミニコン/オフコンをISDNへ直1對妾続するための三十算機

用 ISDN インタフェースボード"1CCP"を開発した。この計

算機用 ISDN インタフェースボードは, NTT のISDN 基本

インタフェースサービスにおける回線交換サービス及びパ

ケット交換サービスを同時に行うことを実現している。特に,

パケット交換サービスについては, Bチャネル及びDチャネ

ルにおいてバーチャルコール(VC),パーマネントバーチ

ヤルサーキ、,ト(PVC)をサポートしているまた,データ

伝送用エンドエンドプロトコルとしてX.25, SNA/SDLC,

BSC等のプロトコル市Ⅲ卸モジュールを口ーディングするだ

けで汎用的に用いることを実現してぃる

岫1Ⅷ1Ⅷ1
11Ⅷ肌1岫
111Ⅷ11111111111
111ⅧⅧ11Ⅷ11

音声メール装置 ES500OX

刑Ⅲ1Ⅲ111脚1111

計算機用 ISDNインタフエ

報・通
言
口



24 ビット浮動小数点 DSP(M35900)による音声信号処理 LSI

新しく開発された24 ビット浮動小数点DSP(M35900)

を用いて,音声信号処理機能ファームウェアをマスクROM

化した以下の4品種,合計6個のLS1を開発した。

(1) 16/8k bps APC・RP1音声コーデ、,ク(エンコーダ/

デコーダ各1伺

(2) 16/9.6k bps APC・MLQ音声コーデ,ク(同上)

(3) CCITT勧告G.726/G.727 準拠マルチモードADPCM

コーデ,ク(エンコーダ/デコーダ兼用1個)

④ディジタルエコーキャンセラ(]個)

a)②及び④は,時分割多重化装置<MELMUX>の音声端

末力ード等へ,また③はディジタル回線多重化装置ΦCM

E)や音声パケット化装置等,高能率音声伝送装置への採用

が予定されている。

高解像度ディジタルスキャンコンバータ

航空管制等の表示装置に使用可能で,分解能2kX2k(ピ

クセルレート2.8ns)の高解像度を持ち,その表示範囲は

10kmから20okm までスムーズに可変でき,かつ表示の中

心を瞬時に任意の位置にオフセットできるディジタルスキ

ヤンコンバータを開発した。その概略機能を次に示す。①

入カビデオを48nS ごとに極座標から直交座標へ変換しなが

らビデオメモリへの書込みを行っており,高速の座標変換を

実現,②256階調のトレイル処理により,極めてスムーズな

残像特性を実現,③自己診断の各種テストパターンを持っ

ており,この装置を構成するビデオ処理部,座標変換部,ビ

デオメモリ部等の故障箇所の特定も容易。

マスク ROM化音声信号処理LSI

高解像度ディジタルスキャンコンバータブロック図
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5.4 コンピュータとワークステーション

物販・サービス分野向け高機能型プリペイドカードシステム

最近のプリペイドカードの普及に伴い,ユーザーニーズが

多様化してきた。このシステムは,従来システムの機能に加

え,①店舗で利用客に力ードを販売するときに力ード引落

端末機(写真参照)で力ードに価値を付加する'端末発行機

能",②利用者の支払う代金に応、じたサービス点数を力ード

に加算する"スタンプ機能",③力ード引落端末機が電話回

線に接続不可能な場合に<MAXY>を直樹妾続して売上デー

タを収集する"オフライン機能"などを付加し,操作性も向上

した。また,当社POS レジスタに接続してレジスタの操作

により,カード残額を減額する"POS レジスタ連動機能"も

新たに開発した。この結果,従来よりも適用可能分野力斗広大

できた。

オフコンによる分散型短時間報告臨床検査システム

現在,多くの病院で,患者力靖今察の順番を待つ問に,検査

の結果を出し,これを基に診察するという運用を取り始めて

いる。

このため,臨床検査システムも,従来の一括処理的なシス

テムから検体の1本1本を即時処理し報告書出力までの時間

を,可能な限り短痢省する"即時報告"運用への対応め沫められ

ている。今回,<MELCOM80>と MWS をLAN結合した臨

床キ貪査システム<MELAS>を核に,①バーコードラベルを用

いた自動分キ斤装置の即時市11御によるバッチ的りスト出力の廃

止,②受付情報の自動配信と印字,報告書の自動出力等の

自動化機能の付加によるバ、,チ的ユーザーインタフェース

の削除により,この"即時報告"対応のシステムを実現した。

オープンシステム化を推進する三菱設計支援システム

三菱設計支援システム<MELCAD・MD+>は,製告業の基

幹CAD システムとして,以下の三つのオープン化を軸に

CAD ・CAM ・CAEの統合化を進めてきた。

住)基本、設言十及び生産設計システムの一貫性

三次元モデルを核とした基本設計システム, CAM を中心

とした生産設計システムとの一貫したデータ相互利用。

②異システムとのデータ交換

IGES・DXF等のCADデータ交換標準インタフェースの

整糒。づ}散ネ、,トワークへの対応、。

(3)エンドユーザーへのデータ開放

汎用関係型データベースを介したデータの開放。文書処理

システムやCAEシステムとのデータ交換の実現。

プリペイドカードシステム"カード引落端末機"

_ーー^

广

.^

MELNET B・10

受付

検査ホストCPU
MELCOM80

MWS
.検体ラベル出力

・受信情報自動印字
・りアルタイム前回値チエック

・りアルタイム精度管理
ME

MWS

ME

マルチワークステーシヨン

自動分析装置

・受付,情報自配信

・報告自出力

5

生化学

+
MELCAD-

MWS

システム概要

血

MWS

液

■
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MEシリーズ用機械系CAEシステム

機械系CAE システムMECA は,機械構造物の構造・振

動解析を行うEWS用CAE システムである。有限要素法に

よる構造"琳斤及ひ部分構造合成法による1腰嫡琳斤を核として,

そのモデ'レ作成と"琳斤結果の表示を,ウインドゥ上のグラフ

イ、"ク機能を用いて,機械技祁渚か複雑な構造の構造特性シ

ミュレーシ"ンを,あたかも構造物を組み立てるようなイメ

ージで解オ斤できるシステムである。システム全体は,共通テ

ータファイル形式に統一され,また変形図・グラフなどの解

析結果は,日本語文書処理に取り込むことができる。有限要

素法解.析システムMECA・FE脚M,部分構造合成法による

構造物シミュレーシ,ンシステム MECA・DYBBA,構造物

解析結果表示システムMECA・POSTの三つの製品から構成

されている。

4御系CAE システム

制御系CAE システムWAVES/C は,システム制御系の

シミュレーシ,ンを行う対話型設計支援システムである。電

気・機械・化学などの分野の各種システムやプラントの制御

系設計に有効なツールであり,パラメータを変化させて結果

をヨ判而,判定するシナリオ型シミュレーシ"ン機能に加え,

結果の評価言頃機能,及ひ応答波形を描く出力編集エディタ

機能などをエンジニアリングワークステーションに実現し

ており,設計を効率的に進めることができる。主な特長は,

①ブロ、,ク線図で表現できる制御系を積分,一次遅れなど

約50の標準関数とユーザー関数で容易に記述できる。②多

変数系,非線形系のシミュレーシ"ン計算を行える。③シ

ミュレーション結果,三判西言十算結果のデータベース管理。な

どである

訂'● 0 重,ト

●●」 1 、

^^

r門尻^叩^口和丁T眠門.」冨「詞口

に^^.^^^
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に
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共通文書ファイルフォーマット(CDFF)による文書交換

,艾Dナ部門では,いろいろなワープロが混在して導入され,

各々のワープロのデータは互いに交換することができず,技

袮渚力平ド成する大量で複雑な文書の作成効率の向上か問題と

なっていた。この問題の解決に当たり,共通文書ファイルフ

オーマ、,ト(CDFF)を採用した文書交換システムをエンジ

ニアリングワークステーションME シリーズ上に実現した。

MEシリーズ上で動作する,優れた編集機能を持つマルチメ

ディア文書処理システムとCDFF環境を組み合わせた文書

交換システムにより,マルチベンダ環境におけるパソコン文

書の再利用・再編集を始め, DTP システムとの触合力河能

になった。また, CDFF ユーティリティを利用することに

より,高占',質なプリント出ノJも 01能となった

n
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部分構造モデルの作成

PPC プリンタ

=菱電機技十R ・ V01 65 ・ NO 1 ・ 1991

^

匿3^^"

エ^^.^^^^コ

冒臼
冒

マルチメつゞイア

制御系CAEシステム画

文誓ファイル

^

一大郎

文雪ファイル

一大郎

文雪フィ儿タ

^

文雪フィルタ

花子

1ヒ子

文霄フィルタ

Pub1155

文雪ファイル

ヒユー

アウトライン

印刷

CDFFによる文書交換システムの構成

Xウーントウ

ワオント

セントロプリンタ

ユ

罰

C
D
F
F



MELCOM EX800 シリースモデル EX860Ⅱ/EX870Ⅱ/EX880Ⅱ

汎用コンピュータ MELCOM EX860Π/EX870Ⅱ/EX

880畍は,<MELCOM EX860/EX870/EX880>の中央

処理装置性能を約15%向上させるとともに,最大主記憶容
^^

量を4倍の256Mバイトに拡張し,併せて新オペレーティ
^ ^

ングシステム"GOS/EA"の搭載を可能とした。"GOS/
.

EA"では,仮想空間サイズを256Mバイトまで拡張し,こ

れをシステム共通領域として利用することによって,システ

ムに接続できる端末数を2倍に拡大し,さらにオンライン

トランリクシ"ン処理,データベース処理の機能・性能,及

びタイムシェアリング処理応答性能の向上を図った。従来モ

デルからは,フィールドでのアップグレードカ河能である。

MELCOM80 システム 40GR (V)

システム如GR (V)は,当社オフコンくMELCOM80 GEO

CGR ファミリ>の中位機種に位置する新モデルであり,最

新のLS1技術,高密度実装技術を駆使し,従来機種のきょ

う(筐)体サイズの約60%になるなど大幅なコンパクト化を

実現している。さらに,3.5インチフレキシブルディスク

装置,5インチ660Mバイト大容量固定ディスク装置など

の新規デバイスを採用し,特に固定ディスク装置の最大容量

(フ.92G バイト)は,従来機種と比べて2倍以上と大幅に増

強されており,より多くの業務に対応、できるようになった。

また,低騒音化,低消費電力化,バックシャン(壁に密着

して設置できる構造)などユーザーニーズに合致した設置性,

保守性の向上も実現している。

づ
_j/

32 ビットノートパソコン MAXYNOTE386

ノートパソコン"MAXYNOTE386"は, A 4 ファイルサ

イズ大に,386TMSXUI・),固定ディスク,フレキシブルデ

イスク,液晶パネル,キーポードを1又ホ内した32 ビットノー

ト型パソコンで,ラップトップ,デスクトップに続く三菱

AX パソコンの新シリーズであり, MAXYNOTE286 の上

位機として位置し,次のような4寺1致を持っている

住)小型で高性能な32 ビットノート型パソコン(外形寸法

305mm (W)× 245mm ①)× 49mm (H),重量 3.3kg)

(2) 20/40MB HDD,1."MB FDD 各 1台内蔵

③電池^E動時間約2時間

④ 640 × 480 ド・,トバ"クライト白黒液晶表示

(5)機能ア、,プを図る拡張ユニット(オプション)

汎用コンピユータ MELCOMEX8701 システム

/

(往)

5.

386TMSX は米国インテル社の商標である

情綴・通信
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三菱マルチワークステーション M3307E

"三菱マルチワークステーション M3300 シリーズ"の最

上位機種として,高性能・大容量化を図ったM3307E を開

発した。その特長は次のとおりである。

(1) 386TMDX32 ビットマイクロプロセッサの 25MHZ 版

を搭載し,従来比約1.5倍の高速処理を可能とした。

②ディスク容量は,標準として40~320Mバイトのモデ

ルがあり,最大640Mバイトまでの増設力河能。

(3)メモリ容量は,標準2M バイト,最大 13M バイトまで

増設可能とした。

(4)拡張日本語コンカレント CP/M・86TM,マルチモード

MS・DOS剖日本語MS卯 OS/2 の3種類のOS をサポー,

トする。

.^◆、^^^^^^^^^^^■、 4.゛^^^^ノ、^^^^ J、^ノ、《^^.、^^^^^^心、^^゛^ 4.^心.^^^ C.^ C、^^心. C、^心.七、■
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ターミナルレーダ情報処理システム(ARTS)

東京国際空港では,昭和49年ターミナル管制システムと

してARTSを導入以来,設備の拡充が図られてきたが運用

開始後14年を経過し,全面的に更新することとなった。新

システムは,従来のARTS専用ヨ樓機に代わりくMELCOM

70/50>計算機4台で構成し,異常時は4秒以内の高速系

切替え及び最少1台の緊急、運転力河能など信頼性の向上を図

るとともに,1次レーダ追尾処理機能の追加,マップ表示の

ディジタル化による表示画面の改善を行った。この工事は,

超繁忙空港のシステム運用を中断することなく瓣斤すること

が最重要課題であったが,航空局の御指導の下に平成元年

Ⅱ月工事着工し,旧システムを運用しながら新システムの

ヨ判西試験を行い,平成2年3月無事棄斤システムへの稍テを完

了した。

(Υ主)

C、^ C、 C、^ C、.:、.コ^^ C、^.コ 4、イ、^七、^ 4、^七、^^^^心、 C、^ 4、^^^^^^ C、 C、.=^ C、 C、七、^七・^^^ C、^^^ C・^^■、■、^■

5.5 周辺・端機器

タイレクトオーハライト可能光磁気ディスク

光変調ダイレクトオーハライト可能な光磁気ディスクを

開発した。構成は,キュリー1呈度等の磁気特性が異なる交換

結合4層膜からなる。従来の光磁気ディスクでは,記録前に

磁化方向を一様にそろえるための消去過程か'必要であった。

しかし,ヨ酸剥莫自身にその機能を持たせたため,消去過程が

不要になり,記録時のデータ転送レートが2倍に向上した。

また,光変調方式であることと,バイアス磁石以外の磁界発

生源を必要としないため,従来のドライブ装置と同様の構成

力河能で,小型化やマルチへ、,ドに容易に対応可能である。

CN 比は 48dB が得られ, 1S0 規格(>45dB)を満足し,

100万回の繰り返しオーバライト後も劣化はみられない。

三菱マルチワークステーシヨン3307E

386TM は米国インテル社の商標,コンカレント CP/M-

86TMはデジタル・りサーチ社の商標である。また, MS・

DOS゛及びMS眞 OS/2 は米国マイクロソフト社の登録商

標である
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90mm書換形光ディスク装置

パソコン等の小型情報機器用外部メモリとして,小型軽

量・大容量の書換形光ディスク装置(ODD)を開発した。こ

の装置は, LS1の縮小と機構部の小型化により,3.5インチ

磁気フロッピーディスク装置並のハーフハイトサイズ(コン

トローラ内蔵)を達成したものであり,1S0規格準拠の光デ

イスク媒体を使用し,3,ooorpm の高速データ記録で,

128Mバイト/枚の記憶容量を持っている。

主要仕様として,ホストインタフェースはSCSI-2 規格で,

5.3Mバイト/秒までの高速データ転送力河能であり,また,

分離形光学へ、"ド方式の採用により,へ、"ド可動部のま呈量化

を図り,平均シーク時間40mS以下の高速アクセスを実現

した。

高品質・高速印刷オフライン漢字プリンタ M8380

本機は,現行機M8280 プリンタと上位互換機能を持つ

LED アレー使用の乾式電子写真方式のプリンタである。480

ド"ト/インチのLEDへッドと小*折茎トナーの開発に加え,

同クラスでは本手蹄刀のアウトラインフォントの採用により,

高品質印刷,高速印刷(3420行/分6LP1換算)を実現した。

機能面では,全点アドレス方式を採用し,行末行頭そろえ,

欧文ピ・"チ詰め,網かけなと簡易馴直機並の多様な文字制御

機能や,オプションとしてオーバレイ,グラフ(CGM準拠),

イメージ機能を持っている。 MT入力のオフライン方式を採

用し,大量業務においてもホスト言1算機に負荷をかけること

なく多様な機能が使用できる。なお,本1幾は昭和情報機器

総との共同開発品である

E1880H/G/F型大容量磁気ディスク装置

莎卵コンピュータ<MELCOM EX800 シリーズ>の外部記

憶装置E1880D/C/Bの後継機として,同一設置面積での

記憶容量を1.5倍とした大容量・高性能・省スペースを4寺徴

とする大容量磁気ディスク装置を製品化した。主な特長は次

のとおり。①薄膜磁気へ、,ドと高性能塗布円板を組み合わ

せ,更には低ノイズへ、,ドアンプ1C と位相等化器付きフィ

ルタの採用により,高密度化を実現した。②記憶容量

0.945Gバイト単位で増設できるアレー構造で,ディスク装

置当たり最大15Gバイトの記億容量を達成した。③8.8イ

ンチ心啼呈円板の採用により,15Gバイトの大容量を設置面

積 1.3m.,容積 1.8m,のコンパクトなきょう(筐)体に1瑚した。

90mm書換形光ディスク装置

5

高品質・高速印刷オフライン漢字プリンタ M8380

[ニ^

^

E1880H 装置 15Gバイト構成仮D

青報・通信



高画質モノクロ VCPSCT-P66

P66系VCP は,当社が国内外共に大きなマーケットシェ

アを確保している医療用診断装置のハードコピー分野のうち,

超音波診断装置を主用途とするコンポジ・,トビデオ専用機で

ある。SCT・P66 は,テレビ信号用途の国内向けモデルであ

る。主な特長は次のとおりである。①高速(1画面4.5秒),

②高画質(1矧以256階調),③高解像度噛800 ド、,ト X縦

478 ライン),④小型(W 154mmxH 125mmxD 314mm),

⑤使用頻度の高いポタン以外は隠、すとともに,機能選択を

容易にした簡単操作,⑥メンテナンスの容易な洗練された

メカ構造絲氏交換・へ、,ドクリーニングが極めて容易,ジャ

ムなし構造),⑦γ力ープ,輪享陽金調等をディジタル選択・

表示など多彩な画質調整を装備。

.......ー'.甲一...■.■......ーーー."冨、J:、七、 C、 C、 C、^^^^^^^^^^^^^^^^^^.、^ー、^^^^^^^^^^ノ、^^^"、 J、

超高解像度デュアルスキャンディスプレイモニタ

CAD/CAM, CAE などの表尓装置は,用途が多様化し

ており,表示性能の向上とともに,人問工学を配慮したより

使いやすいモニタカ沫められている。

このような背景に基づき,新しいデザインのキャビネット

を採用し,制御回路にディジタル回路を大幅に採用したコン

ハクトなモニタを開発,生産を開始した。

このモニタは,非インタレース方式で1,280×1,024 ド"

トの分解能を持ち,従来の水平64kHZ/垂直60HZ に加え

て,両面フりツカを少なくするために水平76kHZ/垂直70

Ⅲのつの走査モードでの表尓機能がある。ビデオ帯域幅

は, BOMHZで高精細度の画像を要求される用途に最適な

モニタである

高画質モノクロ VCPSCT・P66

20形デユアルスキャンモニタ HX7920
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半導体と電子デバイスの分野では,長期の好景気に支え

られて好調に推移してきたが,中東問題や米国コンピュ

タ市場のかげりなど,不透明感もある。しかし,一時的に

市場が低下しても,長期的には必ず成長する分野であり ,

研究開発は継続的に行った。特に,ユーザーの応、用製品の

機能ア、,プを図るために,高機能化,多機能化及ぴ低消費

電力化とともに ASIC的な製品の開発を進めたこれによ

つて,ユーザーの二ーズにこたえている

ここにそれらの成果の一端を紹介する

住)集積回路

集積回路については,メモリ,マイコン, ASIC などは,,

市場が大きく,成長性も高いが,技術進歩も大きい。特に

メモリの代表格である DRAM (Dinamic Random Access

Memory)は,最小寸法 0.7μm の最先1制撒細加工フロセス

を採用した第三世代の 4M ビット DRAM の時代に突入し

た。また,開発研究では,64M ビット DRAM用の 2層セ

ルプレートを持つ新スタ、"ク型セルを開発し,実現の目処

を立てることができた。その他のメモリとしては, OA機

器のプログラムメモリや文字フォントメモリ,電子手帳の

辞書メモリ用の 16M ビ、,トマスク ROM (Read only Me.

mory)をはじめ,電気的に一括消去・バイト書込み可能な

開発した。中でもエアブリッジゲート HEMT は,12GHZ

で最小雑音指数0.55dBの最高レベルの性能を得ている。

パワ一半導体素fについては,4.5kv,3kA の世界最大

級の逆導通 GT0 を開発した。また, 1GBT (1ns"1ated Gate

Bip010r Transistor)について,それを用いたインテリジェ

ントパワーモジュールや家電インバータを開発した。

IC, LBP ポリシリコンスキャナモータドライバ用 IC,

GaAS プリスケーラ 1C などがある。

6.半導体と電子デバイス

また,集積回路の製造技術については,0.8μm アルミ

2 層配線プロセス技術, TEOS・03 系常圧 CVD 技術,

BBr3 混合ガスを用いた AlsicU膜の高選択性エッチング技

術などを開発し,今後のLS1デバイスの高集積化・高速化

の要求に備えている

OA機器やFA機器などで,使用が本格化しつつあるIC

カードについて,世界最大容量4M バイトワンタイム PR

OM 力ードや EEPROM 内蔵ワンチップマイコンカードな

(3)電子デバイス

コンピュータ,パソコンなどのディスプレイモニタ用と

して,17型高解像度カラーブラウン管を開発した。既に,

16型と20型を開発しており,これによってシリーズ化が,

完了した。

また,液晶ディスプレイについては,極めて鮮明なフル

カラーの10インチ高精細TFT を開発した。その他,次世

代光ディスク装置において,高記録密度化,データ転送及

びアクセスの高速化を可能にする光ディスク用の2 ビーム

分離光へ、,ドトラ、"キングセンサを開発しメこ

IM ビットフラッシュ EEPROM と同じく 1M ビット高速

SRAM を開発した。

マイクロプロセ"サ関連についてはトロン仕様に準拠し

て,既に開発した32 ビットマイクロプロセッサ M32/

100 をコアとする周辺用 IC を開発した。また,]6 ビット

ワンチ、"プマイクロコンピュータについては,自動車用

の超高速版として動作周波数32M翫,最短命令実行時問

125nS の製品化を図った。

どを開発し,品ぞろえを拡充した。

②半導体素子

光通信,衛星放送などの本格的実用化とともに,情報処

理産業用半導体素子の開発が急、ピ、"チで進められている。

そのーつが半導体レーザであり,飛躍的に高性能化した

CATV用及びODD用レーザなどを開発した。他は衛星か

らの微弱な電波を受信する極めて低雑音の HEMTを各種

ASIC については,1.0 μmcMOS ゲートアレー M60050,

M60060 シリーズが開発され,それぞれ数十 K~70K と

6K~20K ゲートを持っており,パッケージも 80~208 ピ

ンの多品種を準備している。その他,製品化した専用 IC

については,使いやすい, HDD用 5V単一信号系りニア

==



6.1 集貝回路

高性能・多機能第二世代4M ビットDRA

現在量産中の4M ビ、,ト DRAM に引き続き,高速アクセ

スタイム,低消費電力を実現した第二世代4M ビットDRA

M を開発した。チップ面積は,2層アルミ配線プロセス,

最小設計、上法0.7μm最先端1凱細加エプロセスの採用により,

フフ.5mm2 を実現した。アクセスタイムは,第一世代の

80nSに対して60nS と高速化し,さらに動作時の消費電力

をべースに,1Mビットフラ、"シュ EEPROM(M5M28FI01)

を開発した。チップサイズは,6.14mm X 6.20mm である。

ソフトゥエアコマンドによる動作モード設定・書込み/消去

パルスの内部制御を特徴とし,最大アクセス時間 10onS を

実現した。パ、"ケージは, DIP ・SOP ・ PLCC ・ TSOP (すべ

て32ピン)を用意している信羊細は,次号に掲載予定)。

^"冨、"^"^"^^^"卓、"=昆^^^"=L ^":、■^■■..............ー゛'.'....■■.^甲.^^^^^^^^^^^^、ノ^^^^^^^^^^^^^^、ノ^^^^^^^^

IM ビットフラッシュ EEPROM

フラッシュEEPROM は,電気的に一括消去可能・バイト

書込み可能なりードオンリーメモリである。システム内での

書換え力河能なため, EPROMの置替えだけでなく,半導体

ディスクへの用途など新たな市場を形成すると期待されてい

る。今回,0.9μm ルールツインウェルCMOS プロセス技術

をべースに,1Mビ"トフラ、,シュ EEPROM(M5M28FI01)

を開発した。チップサイズは,6.14mm X 6.20mm である。

ソフトゥエアコマンドによる動イ乍モードニ斐定・書込み/消去

パルスの内部制御を特徴とし,最大アクセス時間10onS を

実現した。パ、,ケージは, DIP ・SOP ・ PLCC ・ TSOP (すべ

て32ピン)を用意している信羊細は,次号に掲載予定)。

IM ビット高速SRA

第二世代4M ビットDRAM チップ写真

最大アクセスタイム 35nS の IM ビット高速SRAM を開

発した。近年,コンピュータの高性能化の動きが急、になり,

スーパコンピュータ以外でもメインメモリに高速SRAM を

用いるものが出始めてきた。これに対応、して,1M という大

容量でアクセスタイム 35nS を実現し,より高性能なコンビ

ユータの実現を可能とした。このデバイスは,当社独自の

ワード線選択方式である分割ワード線方式を用いており,2

層アルミ配線プロセスを使用することでアクセスの高速化を

効果的に達成している。また,1M X 1 ビ・,ト構成と 256K

X4 ビ、,ト構成を外部信号で切り替えることができ,テス

ト時問の短縮に効果を発揮している。パ"ケージは, DIPと

SOJ の 2種類(28 ピン,40omil)とした

^^^^^^^^^^^"ニ.^^^^^"=、..■■...甲゛.'..'...■■.■■■...ー..'.■...■■...一●甲.゛.'...'.....■....^^

IM ビットフラッシユ EEPROM 外形写真

IM ビット高速SRAMのチップ写真
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2層セルプレ

驚責回謝鮴iの進歩によって半導体メモリの記憶容量は飛

躍的に増大し,現在では64M DRAMの実用化に向けた研究

開発が活発に行われている。64メガ実現のキーポイントは,

1~1.5μm2 の領域に約 25fF の容量をいかにしてコンパク

Nこイ乍り込むかにある。今回提案した新しいセルは,上下2

層のセルプレート電極力嘴積ノード電極を三次元的に包み込

人でおり,1.3μm2 のセルで30fF の容量力礁保できる。写

真にSEM によるセル断面構造を示す。自己整合技術により,

従来の平面型セルと同じ工程で三次元構造が実現でき,電気

的信頼性も同等である。 0.3μm微細加工技術に基づく1.3

μm2 の新構造セルを用いて64M DRAM を実現することが

可能となった。

トを持つ新スタック型64M DRAM セル

M32 ファミリ周辺用キャッシュコントローラ/メモリ(M32/CCM)

TRON 仕様に基づく M327 フミリマイクロプロセ,"サ

である M32ソ'100, M32/200, M32/300 に最適な周辺

VLS1 として,4 ウェイセットアソシアティプ方式を採用

し,制御部と 16Kバイトのキャ"シュメモリ部を内蔵した

キャッシュコントローラ/メモリ(M32/CCM)を開発した。

キャッシュヒット時には, M32 ファミリのマイクロプロセ

、"サ(20MH.版)をノーウエート動作させることができ,

一般的に数ウエートg要とする主メモリへのアクセスを高速

化して,性能向上を実現できる。従来,タ陪郡こネ夏雑なコント

ロール回路を必要としていたが,これを取り込み, M327

アミリに接続して高性能なキャ、,シュシステムを容易に構築

できる。このチ、"プを複数個使って,簡単にメモリ拡張ガで

きる機能も鋤責している。

超高速16ビットワンチップマイクロコンピュータ

16 ビ、,トマイクロコンピュータ<MELPS7700 シリーズ>

では,これまで,動作周波数8MH2,16MHZ,25MHZ の

3タイプの速度バージョンを開発してきたが,マイクロコン

ピュータの高速化に対する要求は更に強く,これにこたえる

べく同シリーズの超高速版として,動作周波数32MHZ,最

短命令実行時間 125nS を実現したM37702M2CXXXFP

を開発した。

M37702M2CXXXFP では,シリーズ共通の効率の良い

命令体系と豊富な周辺機能を継厚くしつつ,1.0μm cMOS プ

ロセスの採用と,演算回路,内蔵メモリ読出し回路等に,高

速化のための回路手法を採り入れることによって,より高速

動作を可能にした。

SEMによるセル断面構造写真

6.半導体と電子デバイス

キャッシユコントローラ/メモリ(M32/CCM)のチップ写真

'

M37702M2CX XXFPのチップ写真



1.0μm cMOS ゲートアレー M60050, M60060 シリース

1.0μm cMOS2層配線プロセス技術によって高速かつ低

消費電力で,さらに多ピンプラスチ、"ク QFPパ"ケージが

利用できる特長を持つ1.0μm cMOSゲートアレーM60050,

M60060 シリーズを開発した。同シリーズは,プックサイ

ズパソコンに代表される小型でありながら,高性能を要求さ

れる用途のセミカスタム1C に最適な特長を備えている。

M60050 シリーズでは,ローゲート(Raw gate)数十K~

70K ゲートの8品種, M60060 数では6K~20K ゲートの

多1/0 シリーズ6品種を取りそろえ,多ピンプラスチ、,ク

パ、"ケージとして,80~208 ピン QFP を準備しているの

で,ーつのパッケージにより多くの機能を内蔵でき機器の小

型化に貢献できる。

HDD用 5V単一電源信号系りニア 1C

HDD(ハードディスクドライブ)用の 5V 単一電源4CH

リードライト M52885FP とノ勺レスピークディテクタ M52

846FP を開発した。 HDD セ、,トは,小型化・大容量化・低

消費電力化が強く要求されている。リードライト1Cでは,

5V単一電源動作,ローノイズ,低入力容量特性力唖要とな

る。このため,1.5μm バイポーラプロセスを採用し,入力

換算雑音0.8"V/徒iΣ;入力容量 17PF を 5V 単一電源動

作で実現した。パルスピークディテクタとしては,小型

HDDで多く採用されているデータ面サーボの検出回路と,

高衞度記録のための波形等化回路を1チ、,プに取り込み5V

単一電源で実現した。

LBPポリゴンスキャナモータドライバ用 IC M54683FP

プリンタには,従来のドットプリンタや最近話題となって

いるレーザビームプリンタ(LBP)などがある。特にLBP は

出力力鶚しく,スピードが速いため,今後パソコンやワープ

口にまで拡大していくことが考えられる。

このような市場動向の中で今回開発したのは, LBPの工

ンジン部における高速回転のミラーモータの制御用ICであ

る。このミラーモータは,回転数が 1分閻に6、000から

]0,000回転という超高速のため,制御方式は位相比較器に

よるディジタルサーポ方式を採用し,回転数の精度士0.1%

以内を実現している。そのほかにも4討辰回路や定記]ニ.回路を

内蔵し,また熱保護回路や電流制限回路といった保,陵機能も

備えた,ワンチップのモータドライバ用ICである

＼ "'

/'

/
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HDD 用 5V単一電源信号系りニア 1C

^^ C、^■.^^^"、、.^心、 C、七、 4、七・七、■・七、^^^^^^^^^む、^■、^^^^^゛,^.^^尋:^^^

r-ーーーーーーーーー

.F 11

1比例出力^

ユタート
伯ストノプ

エエ

^沖かD ぐエモク血嶋分
MOOE2 ^ 分1,]訟

12」旦止●,邪

MODel ^ OSC

^ーーー GND -ーーーーー"亀一^^^ @・ー
CKt七ノコ白~1,

吊

^CLOCκ入力

TSD

定岳圧回路 1

M54683FP ブロック図

菱確機技縦・ V01 65 ・ NO.1 ・ 1991

VCC

LⅡ」
圧

1
定別

1
 
定
圧

「
,
伯
,
,
Φ
,
,
田
@
@
Φ

王

ゆ
一
一

V

U

W

工
王

ワ
イ
ル
タ

@
@
@

.
卸

'
一

U
 
J
 
当

一
:
ニ



GaAS プリスケーラ 1C

携帯電話の周波数シンセサイザ部に最適なGaAS プリス

ケーラ1C を開発した。特性の均一性に優れたセルファライ

ン構造GaASFET を用いたSCFL 回路構成により,高速動

作と低消費電流化を実現している。さらに,携帯電話の間欠

動作に対応、した回路電流のオン/オフ機能を追加し,信号待

ち受け時の電流低減を図っている。分周比は1/128,1/

129の2モジュラス構成で,回路電流か'3mA (標準)と従来

品(MGF8002)に比べ60%の低消費電流化を達成し,周波

数1.1GHZ までの動作力河能である。ますます,小型・低消

費電力化が進む携帯電話用として優れた特性を持ってぃる

電話機用 DTMF レシーハー 1C M50177P

留守番電話機やホームオートメーシ"ン機器の普及に伴

い,外出時に公衆電話などにより,宅内機器を制御する機能

が必要となってきた。電話回線を用いた宅内機器のりモート

コントロールには,プ、"シュボタン式電話のDTMF 信号

(Dual・Tone・Multi・Freqoency)が一般的に用いられており,

受信端末側にはDTMF信号を検出,解読するためのDTMF

レシーバー機能が必要となる。

M50177P は, DTMF信号入力を検出,解読するための

DTMF レシーバー 1Cであり,入カトーンに応じて,いずれ

のキーが押されたかを不す4 ビ、"トバイナリコードを出力す

る。また,コールプログレストーンフィルタも内蔵してお

り,ダイヤルトーンなどの検出力溶易に行える

GaASプリスケーラ 1C(MGF8004)のチップ写真

二次元適応型ディジタルY/C分離LSI

近年,カラーテレビ受像機の大画面化やVTR・レーザデ

イスク等の信号源の高品位化によって,画像の高画質化がー

段と要求されている。このような市場の二ーズにこたえるた

めに, NTSC方式の映像信号に対して画像内容に適応、したフ

イルタに切り替えて,輝度信号の高周t皮成分が色信号帯域に

漏れ込む妨害けロスカラー)と,その逆に色信号が輝度信

号に混入して発生する妨害(クロスルミナンスあるいはド、,

ト妨害)を最小限に抑え,かつ斜め"引象度を向上させた二次

元適応、型ディジタルY/C 分離フィルタ用 LSI(M65606S

P)を開発した特長として,ラインメモリ及ぴ8 ビット D/

A コンバータを 2個内蔵することにより,タH寸け部品の削

減を可能にした
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ディジタルビームフォーミング用 LSI

ディジタルビームフォーミングは,ディジタル信号処理

を用いてアレーアンテナのアンテナビームを形成する技術で

あり,同時にマルチビームを形成できる1寺徴がある。この機

能を実現するために,高速にマルチビーム形成が可能な

FFT型アルゴリズムのディジタルビームフォーミング用

LS1 を設計した。このLS1は,64点複素FFT演算器と 23K

ビ、,トのRAM から構成され,ワンチップでアンテナビーム

64本をりアルタイムで得ることができる。 LS1回路規模は

約 110K ゲートであり, CMOS ゲートアレーを用し,プ'.こ

のLS1によってディジタルビームフォーミング装置の小型

化,高速化力河能であり,レーダや移動体通信用のアンテナ

ビーム形成技術への適用力道斯寺される。

OBμmアルミ2層線プロセス技術

アルミ2層配線技術は,最先端メモリやASIC に代表され

る高速・高集積・高機能デバイスを実現するための必す

(知技術であり,そのために高い信頼性とともに,多方面

のデハイスに対応できる汎用性力涙求される。今回,開発・

量産化しだ'0.8μm アルミ 2層配線プロセス技術"は,高

速・4M DRAM などのデバイスで用いられ,その主な特長は,

①"TEOS系シリコン酸イ吻莫'などの棄肘支術を用いて,層間

絶縁性や平た人性を向上した"層間ネ色縁側蒜造"

(2)第2層アルミ配線に"TiN 系下専朗莫"を採用して,^酔泉

や接1拙Bの信剰生を向上した"アルミ^遜泉構造"

である。これらの技術により,0.8μm レベルのアルミ2層

N遜泉で,高い信頼性と汎用性を具現化している。

TEOS・03系常圧CVD技術

段差被覆性に優れたイ騎圖脅間ネ色縁膜形成技術を開発した。

LS1デハイスの高塘劃ヒ・高速化の要求により,アルミ多層

N遜泉は基謝麺村のーつとしてその重要性を高めている。なか

でも,低i品1脅問ホ鰈象膜により,イ甑細な凹凸面を平た人化する

ことは非常に困難になってきている。今回開発した常圧

CVD技術は,原料ガスとして従来使用していたシラン

(siH.),酸素(02)の代わりにテトラエトキシシラン

(TEOS :si(oqHり心オゾン(0.))を使用している。気

相中でTEOS重合反応、によって生成した中間成膜種をたい

け飼積表面へ供結することにより,表面流動効果を促進さ

せ,従来では実現できなかった平滑な表面升剣犬を得ることが

できる。今後の主流技術として期待される。

ディジタルビームフォーミング用 LSI

第2層アルミ配線

^＼ゞ、ゞ優
アルミ合金腫/

、§＼§ TIN系下敷劇

ゞゞ 層問絶縁膜

保護絶緑腫

三菱電機技報・ V01.65 ・ NO 1 ・ 1991

08μmアルミ2屈配線プロセスの断面構造

第1層アルミ配線
アルミ合全腰
TIN 系ハリアメタル腹

メモリセル DRAM

(日) siH'・02 系常圧 CVD

(b) TEOS 03系常圧 CVD

段差被イ性を示す断面形状SEM写真
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BBr3混合カスを用いたAlsicU膜の高選択性エッチング

半導体デバイスの高響劃ヒに伴い,パターン表面のトポロ

ジイーが大きくなり,このため, AlsicU膜のエッチングに

おいて,エ、,チングマスクであるフォトレジストとの高選択

性が要求されている。従来, A1合金膜は塩素系ガスを用い

て工、,チング加工を行ってきたが,レジスト成分である炭素

との反応、で,塩素系よりも臭素系ガスの方が反応、しにくいこ

となどから, BBr3 ガスをC12 ガスに添加した混合ガスを用

いてエッチング加工することにより,対フォトレジスト選択

比を従来の2から6チ呈度まで向上させること力河能となった。

エ"チング後のレジスト表面分析からC・Brの結合か形成さ

れ,これがレジストのエッチングを抑え,高段差上の1歳細

Alsicu^遜泉形成力河能となった。

中間位相を持つ位相シフトマスク

LS1の超微細光転写技術において,ポジレジストにも適用

可能な新構造の位相シフトマスクを開発した。位相シフトマ

スクは,超微細パターンの投影露光転写において,光の干渉

を利用して投影像のコントラストを改善するもので,0.5μm

以下の微細化で特に注目されている。しかし,従来の位相を

反転させる位相シフタでは,シフタエ、,ジ部で光強度がゼロ

となるため,シフタエッジが露光されるポジレジストでは工

ソジ部に不用なレジストバターンが発生した。これに対し,

シフタエ"ジ部に(1/2)π位相のサブシフタを設けること

で光強度の低下を抑え,ポジレジストにも位相シフトマスク

が適用できるようになった。 64M DRAM 以後の起LS1デ

バイスでの実用化を目指す。

1 ,1.0 μm

同期設計ASIC用静的タイミング検証プログラムTACS

タイミング不良の一掃は, ASICの正常な動作を保証する

上で,重要かつ困難な問題のーつである。静的タイミング手

法では,従来の遅延シミュレーシ,ン手法に比較して,入力

パターン作成力坏要であり,網羅的なタイミング検証を数十

倍高速に行うことが可能である。この手法を用いたTACS

の有効性は,セルベース設計に実イ吏用され確認、された。今回,

更にインタラクティブに鰯斤結果を図面で表示する機能,及

ぴタイミング仕様などの指定項目を大幅に削減するアルゴリ

ズムを従来の高速性を維持しつつ実現した。これらの改良に

より,実行準備,結果の解析力溶易となり,設ヨ険荷か軽減

された。また,回路の最大性能を引き出すタイミング仕様の

追い込み力河能となった。

BBr3/C12

AlsicU膜のエッチングプロファイル

SiC14/C12

6.半導体と電子デバイス

新規位相シフトマスクによって形成したレジストパターン
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カスタム LS1統合設計システム

各種'没,'1'手法による LS1開発を,ーつの設計システムで

サポートできるカスタムLS1統合設計システムを開発した。

このシステムでは,設計ツール,ライブラリ等力減合化され

た設副'フレームワーク上で共用化力η図られている。また,機

能/論理設計,検証からレイアウト設計,テスト設計までの

全設計作業をEWS上で行うことができる。

統合設計システムとすることにより、 LS1設言1者にとって

は全設副ツールをつのEWSから同一の操作方法でイ吏用で

きるようになり,また各種設計手法のLS1設計データの相

万利用,令社レベルでの設言十資産の共用化力溶易になる等の

利点か得られる。さらに, CAD システム開発負荷力蓮謝咸さ

れ,より高機能,高品質で使いやすい設計システムを捌共で

きる。

半導体パッケージ検査の自動化技術

電f機器メーカーのICに対する品質基準は年々厳しくな

り,電気的特性だけでなく,リード線升剣大マーク品質,パ

"ケージの1纂等の外観についても厳しいキ貪査が必要となって

きた。特にSMDの平た人性のような外観は,人の感覚に頼

つた人手キ貪査では対応できない状況にある。したがって,当

社ではIC自動外観検査装置の開発を進め,1987年から実用

化を始めた。この装置は,検査方法を工夫し,1C搬送を停

止せずに1貪査するため,他メーカーに比べて約3倍の処理能

/J(1S/個)を実現し,またりード線形状検査のほかに,

マーク,パ"ケージ等の検査も可能である。この装置は,す

べてのICパ、,ケージに対応可能であり,当社のIC工場に

導入し,検査ミスをほぼ皆無にできたため,当社のICの品

質レベルの向上に大いに寄与している。

1野

県丁■一1~■ワークステーション設計肝価

図面工丁イタ

方式・糎椛
註計
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半導体用 UCB (ultra clean Blaster)装置(アイスクリーニング)

微凍結ノ持立子を用いた半導体ウェーハ表面の洗浄技術及び

装遣開発を進めている。ここでは,量産対応試作装置として

開発したアイススクラバー装置(UCB・400)の基本性能につ

いて小すノk*折呈制御は,純水の袿如貞霧方式により中心粒径

50μm までの制佃功河能となった。クリーンレベルは,0.3

μm 以ヒのパーティクルで10個/6インチレベルまで低減

された。今回開発した UCB・400 は,以上の性能を持ち,

その基本什様は,中心寸k半立径50μm,氷発生量40OCC/min コ贊畠

であるまた,ウェーハ向面の同時洗浄力河能である。現在,

この装胤のj'本1牛能の硫i忍を終fし,16M DRAM等でのウ

エーハ裏111i洗浄, CVD異物除聖ミへの適用を開始している

.
メインワレーム

計彈懐

CAD システム

ハートウエア

エンンノ

■.'^^

自動外観検査装置の一例 SMD外観検査装置)

^^ハ 0 ^゛《^<^ハ^^^゛心、^^^^^ C、^ 4、^^ 4、.コ...一甲一甲..

竜電

曳

^

^

易

量産対応試作装置(UCB 400
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宇宙用高精度パッケージング技術

日本が1995年ごろ打ち上げる計画の地球観測プラットフ

オーム技術衛星(ADEOS)に搭載する高性能可視近赤外放射

計(AVMR)用りニアイメージセンサの高精度パ・,ケージン

グ技術を開発した。センサをダイボンドする板を炭化けい素

とし,内音陌酔泉及ぴアウターリードを持つ板はアルミナを用

い,遮光板及びガラスふたを載置する板を炭化けい素として,

これらの板を枝胡酎妾着した。パッケージ両端に穴を設け,平

た人な金属ブロック上にねじで締めこむことにより,全長

80mm の受光領域にわたり,25士 2でで10μm以下の平面

度を達成した。この精度は,最高地表分解能8m を持つ

AVNIRの光学系の要求仕様を満足している

●世界最大容量4Mバイトワンタイム PROM 力ード

メモリカードは,小型・高速・低消費電力の外音隔己録メデ

イアという特長を生かし,ノート/ブックサイズのパソコン

を始めとするOA機器やFA機器などでの使用が本キ各イヒし

つつある。情報化社会の進展とともに,より大きな容量を持

つたメモリカードを求める声か強まってきている。当社は,

業界に先駆けてメモリカードの大容量化を進めてきたが,今

回は4Mバイトという世界大容量のワンタイム PROM 力ー

ドを開発した。この製品は,厚さ].0ミリのTSOP(超薄小

型パッケージ)に納めた 2M ビットワンタイム PROM を 16

個と周辺IC を力ードに4又〒内し,全体の厚さが3.4ミリと薄

型の力ードとし,大容量で高信ま則生の力ードを実現したア

クセスタイムは,20onSと高速タイプである。

JEIDA PC9 Ver.4 準拠 2M バイト SRA

JEIDA PC9 V凹.4 は,メモリカードがパソコン等の交換

媒体としてイ吏用されることを前提に,日本電子工業振興協会

か'まとめたもので,メモリカードの物理仕様,電気仕様フ

オーマ"ト仕様までを包括的に規定している。また,この仕

様は,米国でのメモリカード標凖化活動団体(PCMCIA)の

内容とも合至文しており,現在最も注目されている。今回,当

社が開発した2M バイトのSRAM 力ードは,前記ガイドラ

インに準拠しており,1M ビットのSRAM を16個,メモリ

コントロール用IC 4個を對反に両面実装し,3.3mm厚に収

めている。低消費電力,高速アクセスタイム(20ons),長

電池寿命(平均2年)のSRAM 力ードとしてパソコン,ハン

ディターミナル等に最適である。

AVN旧用パ、ソケージ

カード

4M バイトワンタイム PROM 力ードとそのモジユール

d亥、
ち
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EEPR0 内蔵ワンチツプマイコンカード MF5802-XXXC/PXXX, MY5802・XXXF

カード専用ワンチップマイコンを搭載したマイコンカード,

写真付きマイコンカード及び力ード用モジュールを開発した。

CPU として, ROM効率及ぴコストパフォーマンスに優れた さ

~dミ戸、、
_,ジ,'

用した。データ三己憶用として,フローティングゲート形の
心・

イ、

喰レ
EEPROM を採用しており,容量は2Kバイトである。書換 ,ー

卓叉,

え時間は,10mS と高速で16バイトのぺージ書換えも可能 ゛、七づニノ0_ーケ゛
＼)ノノノ .,../.゛,

なため,より一層の高速化力河能である。ROM は7Kバイ ＼_ノノ 毛,'

トの大容量で,多くの情報処理機能を実現することガできる。

1/0 はIS0規格に準拠したデータ伝送を行うことができる

UART を内蔵しており,最大307.2kbpSまでの高速データ

伝送力河能である。

半導体レーザの高性能化・製品化

近年の光通信・情報処理産業分野への半導体レーザの浸透

は目覚ましいものがある。特に光CATV 用 DFB*1・LD*2

の高性能化及びODD*3用高出力LDの実用化が急、ピ、,チに

進められている。当社では,これらの市場に対応、して,気トロ

成長法(MOCVD*4)の採用による飛躍的に高性能化した

LD の量産化に成功した。光CATV用DFB・LDの回折格子

升剣犬の制御に, MOCVD による薄膜成長技術が使われ,結

合定数KL=1 で与えられる低ひずみ値(CSO*5~-60

dBC)力所与られている。図に当該LD (PPIBH*6構造)のチ、,

プ構造を示す。一方, ODD用高出力LD は, MOCVDの特

徴である高信頼度でかつ均一な特性を達成している。

0
0

1王

＼

500

電流 mA

P.1nP 寄流
阻止辰

光出力一電流特性

柵造

1000
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レーザ光

ワンチップマイヨンカード及ぴモジユール

P.1ΠP 呈板

DFB

LD

ODD

、、、、

DistribⅡted Feedback

Laser Diode

Optlcal Disk Drive

ファイバアンプ励起用 1.48μm高出力半導体レーザ

光直接増幅系で用いられるファイバアンプの励起用光源と

して,1.48μm帯の高出力半導体レーザを開発した。光フ

アイバアンプで,実用的な利得である 20~30dB を得るた

めには,およそ30mWの光出力が必要とされる。レーザと

ファイバとの結合損を考慮すると,レーザにはおよそ60

mWの高出力が要求される。半導体レーザの高出力化には,

電流を効率良く活性領域に集中させるレーザ構造力坏可欠で

あるが,当社では,高信頼度の実績を持つ P型 lnP掛反を

用い,pn即層からなる電流阻止層を活性領域の両側に備え

たPPIBH構造を採用して,最高出力 10omW以上を実現し

ている。

^^

MOCVD : Metal organic chemical vapor Deposition

CSO : composite second order

PPIBH : P-substrate partia11y lnverted Buned Hetero

Structure
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超低雑音HEMTデバイス

村各的な衛星放送剛弌を迎え,衛星からの微弱な電波を受

信するには,極めてイ氏雑音で高利得な増幅デバイスがg要と

なっている。今回,電子走行層を GaAS層から lnGaAS層

とした新しい構造の低雑音HEMT(高電子移動度トランジ

スタ) MGF4317C (パレ、,ト包装)/MGF4917C (テーピン

グ包装)を製品化した。このHEMT は,高い二次元電子力

ス濃度と大きな電子移動度力所尋られる AIGaAS/1nGaASへ

テロ接合構造を採用することと,1/4ミクロンゲート長の

ゲート電極を電子ビーム直描1鮴iで形成することにより,超

イ氏雑音・高利得の特性を実現している。

最'雑音指数NF,川=0.65dB(標準)

@12GHZ,2V,10mA

雑音最小電力利得G.=12dB(標準)

電子ビーム直接描画による超低雑音エアブリッジゲートHEMT

独自の微細エアブリ"ジ三晋泉を用いた多給電ゲート構造の

HEMT を開発し,12GHZ で最小雑音指数0.55dB,40GH.

でも 1.58dB と, GaAS 系HEMT としては最高レベルの優

れた性能を実現した。イ氏雑音化の主なポイントは,電子ビー

ム直接描画により,ゲート長を0.25μm まで短縮したこと,

エアブリ、,ジゲー陌酔泉の微細化とパターンの最適化により,

寄生容量の増加を抑えつつ低ゲート抵抗を実現したことであ

る。ゲート長をより短痢盲するとともに,結晶構造の改良を進

めることで更に性能向上が見込まれる。 MMIC化にも適し

た構造であるため,今後ますます市場力斗広大するマイクロ波

応用機器の高性能化に寄与するものと期待される。

MGF4317C/MGF4917C のチップ写真

インテリジェントバワーモジュール

3相ブリ"ジ出力,60OV,10,15,20A のインテリジ

エントパワーモジュール(PMIOCEA060, PM15CEA060,

PM20 CEA060)を開発した。パワーデバイスとしてカレン

トセンス内蔵IGBT を採用し,その'囿回路,保護回路(過

電圧保護,短絡保護,過熱保護,制御電源電圧低下保調を

モノリシック1C化し,オンボードタイプの薄型・小型のパ

,ケージに集積した。1GBTの短絡耐量の問題は,短絡保護

回路の内蔵により,短絡耐量フリーとした。このインテリジ

エントパワーモジュールによって,インバータ等のシステ

ムの小型化・高性能化・高信頼度化力漢現できる。

6.半導体と電子デバイス

超低雑音エアブリッジゲートHEMTの電子顕微鏡写真

インテリジエントパワーモジユール
PM15CEA060 の外観



家電インバータ用 IGBT

電子レンジ・電磁調理等の高周波電圧剣辰型インバータ用

に適した低テイル損失・低オン抵抗1手性を持ち,フライホ

イールダイオードを内蔵した 1,00OV ・ 60A の TO-3PL

外形IGBTの製品化に成功した。このIGBT は,高周波動

作時のパワーロスを低減させるため,エピタキシャル層厚と

不純物濃度・電子線照射とアニール条件の制御によるライフ

タイムコントロール・P ウェル不純物濃度とウェル間隔・

エミ"タパターン升劉犬の最適化を図った。また,新パ、,ケー

ジとして, TO-3PL 外形を開発し,フライホイールダイ

オードを内蔵させ,実装面積を少なくした。

このIGBT は,今後電子レンジ等の高周波化,小型・軽

量化に貢献するものと期待される。

へりウムの部分照射による IGBTのライフタイム制御

IGBT の開発では,オン電圧(V。~)の上昇を抑制しなが

らターンオフ時間(t。Π)を短縮することが重要であるため,

ライフタイム制御技術がキーテクノロジーのーつになってい

る。従来は,素子全面に重金属を拡散したり電子やプロトン

を照射する方法が適用されていた。

現在,へりウムの部分照射による方法を開発中である。こ

の方法を用いると同じオン電圧の50OV耐圧IGBT で比較

した場合,従来に比べてターンオフ時間は3/4に短縮され,

ターンオフ損失は約1/2に低減される

今後,照射面積の適正化を進めるとともに,他のバイポー

ラ型電カデバイスに適用する予定である。

七?ノ、^、・乞づ、毛19^
^_・、に1戸

6.3 電子デバイス

17形高解像度ディスプレイ用カラーブラウン管

家電インバータ用 IGBTCT60AM・20の外形

高解像度カラーディスプレイモニター対応、の17形カラー

ブラウン管を開発した。]6形と20形の中問の画面サイズで,

画面コーナをスクエア化した見やすいフラ、,ト画面で,々子適

なディスクト"プ型モニターとして使用できる。スクリーン

ピ"チは,0.28mm,シャドゥマスクには低熱膨脹材のイン

バーマスクをイ吏用し,高輝度表示力河能である。電子銃は,

DBF ①ynamlc Beam Forming)タイプを搭載し,画面全域

において均一でシャープなフォーカスヰ割生を実現した。また,

偏向電力の少ないS/S型の偏向ヨークを採用し,高周波走

査の対応仂河能である。17形カラーブラウン管を開発した

ことで,15形,21形とともに,フラットスクエアブラウン

管のシリーズ化が完了した。

・・・,・・・゛・゛,・00・・・・ー゛・・・00・'・'・'・・・ε・・・,・・

..=、"コ゛"=、"コ^"1"コ^^.冒、^七..^.^.甲一.".."...■■■..^゛,..........'.........■..、..'......'.....

10

未照射

全面照射

部分照射

部分照射

0.2

10

へりウムの全面照射と部分照射におけるt。,-V。Nの関係の比較

マスク 1

マスク2

7A=25'C

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

20 30

V。,(V)

21形, 17形, 15形高解像度ディスプレイ用カラーブラウン管
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2 ビーム分離光へッド用トラッキングセンサ

次世代光ディスク装置では,高記録密度化・データ転送及

びアクセスの高速化力喫まれている。これらを実現するため

には,光源の短波長化・マルチビーム化・高出力化を図り,

アクチュエータ分離方式を採用した高機能光へ、,ドカ珂く可欠

であるこのような高機能光へ、,ドとして,記録・再生用に

専用光源を搭載した2ビーム分離光へ、"ドの開発を進めてい

る。

この光へ、,ドでは,複数光ビームの市11御が必要であり,特

に連続案内溝付き光ディスクを用いた際に,これらの精確な

トラ、,キング制御方式の開発か課題である。このために,2

ビーム分雜光へ・,ドのトラ、"キング制御方式について検討を

行い,従来技術を応用した新たなコンポジットトラッキン

グセンサ方式を開発した

高密度プリント配線板用耐熱基板材料HHR

プリント配線板の高密度化に対応、しうる耐熱基板材料

HHR (Hybrid Heat Resistant Resin)を開発した。プリント

配線板の高密度化を對反材料への二ーズとしてとらえた場合

の最重要課題は,プリン陌酬県板回路の得飾剛ヒ,高多層化,

スルーホール部のアスペクト比の増大化に伴う電子機能部品

相亙の接続と絶緑の信頼性を確保することである図に,

HHR,汎用ガラスエポキシFR・4,変性イミドの3チ曇頁のプ

リント配線板の銅マイグレーシ,ン特性を示す HHR プリ

ン陌酔泉板は,優れたホ僻象機能を保有していることが分かる。

HHR は,高密度実装配線板はもちろ人,バーンインボード,

ワイヤポンディングを必要とする耐熱對反など広範囲の用途

が考えられる

6 SeDa'aled
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Schemetrlc dlagram of a new tracklng melhod

PU$h pu j $1gn3
read

樹脂密着性向上のためのり

Tlack n9 erlor

Slgna

Iead Sρ01

近年の半導体パ、,ケージの薄肉イヒ並びにチ、"プの大型化に

対し,リードフレームとモールド枝朔旨の密着性不足は重大な

信頼性の問題となりつつある。これに対処するために,銅系

リードフレーム材料の樹脂密着性を大幅に改善する表面処理

法(MAOX処理)を開発した。 MAOX処理は,銅合金表面

に特殊な酉剣朋莫を形成するものであり,銅合金が大気中で加

熱されて生成する酸化膜はぜい(脆)弱で密着性に欠けるの

に対し,安定した樹脂密着性を示す。 MAOX処理した銅系

リードフレーム材料のエポキシ樹脂に対するせん断接着力は,

未処理の同じ合金に比べて加熱後では]0倍,ε先系の42合金

の2倍の強度を持つ。現在,リードフレーム以外にも,優れ

た樹脂密着性を生かす応、用製品を展開中である。

Push pu $1gnal
Wr le

Tr3Cklng elr01

S gnal

Wrle sp01
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熱履歴

樹脂

条件

ドフレーム表面処理技術^MAOX処理^

121 で95% RH の雰囲気下で 15mm の

スルーホール間に DC250V印加
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昇降機の分野では,さらに一段と進むビルのインテリジ

エント化,個性化に合わせて,これまでの規格形エレベー

ター(エレペ"トシリーズ>に変えて,三菱エレベーター

<グランディ>を発売した。また,再開発や地域開発が進め

られ高層建築物の計画が多い中,超高速エレベーターの領

域にも VVVF インバータ制御が,より快適に,より経済

的にを目指して実用化が図られ,1991年3月しゅ人工の

東京都庁新庁舎に,更にはサンシャインの 60om/min を

超える世界最高速のエレベーターを,横浜MM21のラン

ドマークタワ一に納入する。

ホームエレベーターもいよいよ普及期に入り,全国に需

要が広まり順調な伸びを示している。

エスカレーターの分野では,高福祉社会化が進む中,車

いす兼用エスカレーターの輸送力改善から,車いす利用者

と健常者との同時乗車形エスカレーターを開発し実用化し

た。今後とも福祉関係の新しい需要が多く発生するであろ

う。また,士地の高度利用やりゾート・アミューズメント

施設開発などから,超高揚程エスカレーターの需要が多く

なってきている。

冷凍・空調の分野では,西暦2000年までにオゾン層破

壊の特定フロン全廃の決議を受けて,規制対象外の特定フ

ロンを用いた密閉形圧縮機を開発した。この開発では多用

な二ーズにこたえるため,低温用機種の拡大と機能向上を

図るとともに,高温用機種を製品化し,高まる地球環境保

全活動を積極推進しているまた,生活様式が変わるに伴

い,冷蔵庫の大型化が進められる中で,より静粛なものが

望まれ超静音圧縮機を開発,発売開始した。

空調システムでは,ゾーニング及びレイアウト変更にフ

レキシブルに対応することはもちろ人,エネルギー効率の

高い冷暖房同時運転のできるマルチエアコンを開発した。

また,タバコの煙やヤニ等のへビーダスティ環境に適した

轟色
■

外気導入及び空気清浄機能を充実したエアコンも開発され

た。

照明の分野では,単に光源の明るさ美しさだけでなく,

照明環境全体の評価が重視されてきている。そのため,コ

ンピュータグラフィックスによる照明環境シミュレーシ

システムを開発し,照明器具からの光,直射光,反ヨン

射光等に照らされた場面を画像化し,感覚的・直感的に把

握できるようにした。その優れた照明環境の提案として,

アトリウム空間に最適な,コンパクトで高演色のメタルハ

ライドランプを用いた大型ダウンライトを発売した。また,

建物災害時の安全避難誘導が重要視される中,高級化した

建物にふさわしく,かつより目立つフレームレス誘導灯を

発売開始した。さらに,インテリジェントビルに対応、し電

気錠で室内照明の一斉点滅,明るさに応じて行う自動点滅

や消し忘れ防止等の制御等,快適照明と省エネルギーの融

和がますます重要で,これに対応、した制御システムを開発

した。

ビル管理システムの分野では,中小規模ビル用に管理点

数1,000点までの,中大規模ビル用に管理点数 1,000~

2,000点までの監視制御機能をもったビル管理システムを

核とし,シリーズ化してゆく。また,最近のビルでは,入

退室に対する高セキュリティ性の要求が強いことに対応し,

IC 力ード使用で,キャ、,シュレスシステム等ビル内の他

の用途にも使える入退室管理システムを開発した。この種

のIC力ード方式は,今後ますますその機能が拡大してゆ

くであろう。さらに,これまでのビル遠隔監視サービスシ

ステム<メルセントリー S>では,拡大する需要に対応、し,

通信の高速化と高機能化を図った。今後とも遠隔監視にお

ける機能の充実はもちろ人,遠隔保守・遠隔故障修理等に

対する期待が大きくなってゆくものと予測される。
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フ.1 昇降機

VVVFインバータ制御を用いた超高速エレベーター

インバータ制御を用いたエレベーターとしては,世界最高

速(540m/加n)の超高速エレベーターを開発し,1991年

3月しゅ人工予定の東京都新庁舎に納入する。

このエレベーターの主な特長は,次のとおりである。

①高力率コンバータを用いて高調波電流を低減することに

より,電源設備容量を低減した。

②高性能なディジタルシグナルプロセ、,サの制御回路へ

のイ吏用と機キ戒系の改善とにより,・1刈商な乗り心地を実現した。

(3)エキスパートシステムとファジイ理論を応用したA1群

管理により,運転効率を向上した。

④高機能化した新CRT式監視制御システムで,エレベー

ターを集中管理することにより,ビル管理の効率化を図った。

エレベータードア用ヒューマンセンサ

エレベータードア付近での乗F条者に対する安全性・,1拓直性

向上を目的として,業界で初めて遠赤外線検知方式を採用し

たヒューマンセンサを開発した。これにより,乗り込もうと

する人を検出して,閉じかけたドアをもう一度開く機能を持

つた自動ドアシステムを製品化し,ヒューマンインタフェー

スに優れたエレベーターを実現した。主な特長を次に述べる。

①遠赤外線検出部には新型赤外線センサ素子を採用し,長

期耐用を実現した。②特殊光学フィルタを採用し,太陽光

線等の外乱光による誤動作を防止した。③検出エリアを乗

場出入口の中央イ寸近に設定し,乗F年者の安全性・、1拓商性を向

上した。④高ゲイン回路によって高感度化を図るとともに,

低ノイズ回路により誤動作耐力を向上させた。

車いす使用者・健常者同時利用形車いすエスカレーター

車いすイ吏用者と一§斐乗客を同時に輸送することのできる工

スカレーターを世界で初めて開発した。このエスカレーター

は,一§斐乗客の使用を一時遮断し,車いす使用者を輸送して

いた従来の方式と比較して,車いすイ吏用者を輸送する能力が

最大約3倍に向上している。

このエスカレーターには,エスカレーターを運転したまま

車いす専用ステ、,プを遜吉・連結解除する装置力誹且み込まれ

ている。 VVVFインバータがエスカレーターの速度を制御

し,マイコンが安全運転を常時監視している。1990年,大

阪で開催された国際花と緑の博覧会の会場に3箇所計6台が

設置され,多くの車いす使用者や一§斐乗客を輸送した。高福

祉社会力斗申展する中,車いすイ吏用者・一§斐乗客双方に便利な

輸送手段として広く採用されること力朔待される。

^

超高速エレベーターの制御盤

フ.建築関連設備

ヒユーマンセンサモジユール

車いす使用者・健常者同時利用形車いすエスカレーター
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・空調機器
、^、

フ.2 ITI/

冷暖同時マルチ空調システムの制御"F・VP "

室内機ごとに冷房・E爰房を自由に選択できる機能を持つ冷

暖同時マルチエアコンの制御方式"F-VPM (Fuzzy・vecto"

Pattem Matchmg)"は,システム全体の制御を室夕儀側の圧

縮機への吸入圧力(イ氏1王)と吐出圧力(高圧)のみで自己完結

的に自律瀦舛窃調制御を行おうとするものである。目標の高

イ氏圧.ゾーンをi斐定し,そのゾーン内に樹テさせるためのアク

チュエータとして,制御可能な圧縮機容量,室夕候曳交換能力

ごとに予測値を算出する。ファジイ理.論を応、用して,目標高

イ氏1壬.と予測値の差,圧縮機の運転容量の変化率,室夕候無交換

器の能力の変化率に対し,数項目のノウハウを盛り込んだ

ルール,メンバーシップ関数値をあらかじめヨ斐定し,チュー

ニングツールとして立体メンバーシ、,プ閧数面を用いて制御

の最適度を算出し,制御量を決定する。

外気処理

ユニソト

大型冷暖同時マルチエアコン"セントラルマルチ"シリーズ

最近の牢調システムでは,ゾーニング及びレイアウトの変

処にフレキシブルに対応でき,さらに, OA機器,電算機の

増加による冬期冷房負荷にも対応、できる機器の二ーズカ漕ま

つている。この二ーズをうけて当社では,大型冷暖同時マル

チエアコン"セントラルマルチ"シリーズ(25,30,40,

50HP)を開発した。このシリーズは,従来のマルチエアコ

ンの佃別運転・個別制御の特長に加えて,室内機ごとに冷房

11翫運転力河能で,冷暖同時運転時には高い省エネ性を発揮

すること,室内機には,天埋・カセ、,ト・床置タイプの5~

10HPの機種をそろえ,用途に応、じて組合せが自由にできる

こと,]台の室夕幟に異容量・異形態の室内機を室夕件幾容量

の最大150%まで接続可能である等の特長がある。

メンハーシップ関数
最適度

^^■、^^^ C、七、 4、 C、.コ^ C、 4、ノ、.

§<
~子ノ＼

、

令

倉

2管式冷暖同時マルチシティマルチ R2シリーズ

近年,ビルの空気調和システムとして,ビル用マルチエア

コンを使用したシステムが急、成長している。これは,ビルの

使用時問帯の多様化に適し,操作や維持管理力溶易であるな

どの点が他の空調システムに比べ,優れていることに起因し

ている。さらに一方,建物とその設備のインテリジェント化,

周主空問の1夬適性向上,省エネルギ〕性力要望されるととも

に, OA機器の増減や建物内のりレイアウトなどにフレキシ

プルに対応可能な空調システムが要望されている

これらの要望にこたえるビル用マルチエアコンシステム

として,1台の室夕儀に最大10台までの室内機が2本の冷

媒配管で接続でき,各々の室内機を自在に冷房・H爰房・運転で

きる<シティマルチR2 シリーズ>を開発した。

'3

'2

.1

.^^^^^...゛^ C、^七、心.む. C、゛ C、^^ 01 ゛^^■、^^゛ C、■・^ C、 4・^^^..,

立体メンバーシップ関数

低圧圧力

室外ユニyト

室内ユニソト

分岐ユニット

吸入カス菅

室内ユニノト
^

1」,、11・ー/ー

吐出カス晋

大型冷暖同時マルチエアコンセントラルマルチシリーズ

分岐ユーソト

,1
センサキソト

室内ユ_ント

.心、.=、^.=、^"=、"冨、^^^"コ^"=、"=、■■一ー.■^甲..ーー.....^'....■■.一■..一甲一.

゛

分岐ユニント

センサキソト

室内ユニット

ノ/＼ノ/＼

分岐ユニノト

センサキントセンサキソト

室内ユニツト

分流コントローラ

/＼

1 1 、

カセノト形

4方向吹出し

、,下、S^

室外ユニット

カセット形

2方向吹出し

シティマルチR2シリーズシステム

、、、

ヒルトイン

カセット形

鴫』、

ト』、、、』、_
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空調用送風機ツインファン同時給排シリース

近年,ビルを中心に建物の密閉度が上がり,第1種換気

(強制給排気)の需要が増加するとともに,設計・施工力溶

易な送風機の開発力塑まれている。一方,天井裏スペースは

縮ノ」イヒされており,i苦風機本体の薄形化も望まれている。こ

うした背景から,開発・製品化されたものが,同時給羽既つ空

調用送風機ツインファンシリーズである。その主な特長は以

下のとおり。

① 1台で第1チ重換気力河能な同時給排タイプ

②給排気同一騒音

③二重反転ファンを採用し,薄形・イ氏入力設計

.

空調用送風機<ストレートシロ、,コフ'アン>の採用が近年

急激に増加している。これは主に,高静圧,大風量力町尋られ,

さらに低騒音,取付性か認、められたものである。

それらの特長に更に省工事性をねらったくストレートシロ

"コファン>天つり(吊)カセ、"トタイプ5機種嗣根径15~

20cm)を開発した。特長は次のとおりである。

(1)省工事性の確保一・一点検口不要,打段Vぐネルエ事不要

(2)大風量,イ氏騒音・・一通常のダクト換気扇より大辰虚の領

域をねらい,風路の見直しと適切な吸音材の採用によって,

大幅なイ氏騒音化を図った。

3)製品内部が見えない構造一・一高級感をもたせ,天井面に

フィットする薄形パネルを新たに開発した。

ストレートシロッコファン》天吊カセットシリース

パチンコ店用パッケージエアコン

同時給排形空調用送風機ツインファン

専門エアコンシリーズの第巧単として,パチンコ店におけ

るほこり(挨),タバコの煙,ヤニ等のへビーダスティ環境

にも耐え得るパチンコ店用パッケージエアコンを開発した。

従来のエアコンをパチンコ店に据え付けた場合,ドレンづ

まり,熱交換器のつまり,天井汚染等の問題力瀕在化し,パ

チンコ店にとってエアコンのメンテナンスは大きな負担とな

つているの力旺見状である。

今回,開発したパチンコ店用パッケージエアコンは,約1

年間ノーメンテナンスの高性能フィルタを2方向カセット型

エアコンに組み込み,かつドレンを自然排水することにより,

従来から要望の高かったメンテナンス回数の大幅な縮減と,

サービス性の向上を果たしている。

ストレートシロッコファン天吊カセットシリーズBFS・18BSK

フ.建築関連設備
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ドレンソケツト

高性能フィルタ枠

高性能フイルタ

PLH・125EK
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冷暖房+給湯用空気熱源ヒートポンプチラー

チラーによる冷t且水で冷"爰房を行う空調方式において,近

年,冷房と給湯が同時に必要な用途の増加や,新たな電力料

金市1艘"業務用蓄熱調整契約制度"の実施等により,新しい利

用形態及ひ製品が必要となってきた。当社ではこれらの要求

にこたえ,冷房・暖房・給湯・冷房給湯が1台で行える

CAH・FLQ形の 15HP ・20HP チラーを開発した。特長は,

①冷房給湯運転時は冷房排熱回収運転となり,大幅な省工

ネルギー化が図れる。②従来のヒートポンプチラーと組み

合わせ,シンプルに冷暖房給湯システムカ噛築できる。③

マイコンによる新冷媒制御方式"SPEX"の採用により,広範

囲な温度条件での高性能で安定した運転力河能。④給湯用

熱交換器は接水部がステンレス製で,清潔なお湯の供給力河

育且等1。

特定フロン規制対応スクロール圧縮機搭載冷凍機

オゾン層破壊という国際的な却寛問題を背景に,特定フロ

ン規制に対する関心力滴まっている。このような状況の中,

市場の多様な二ーズにこたえるため,低i品用の機種拡大と機

能性,能力の向上を図るとともに,高1品用機種も新たにそろ

え,スクロール冷凍機の機種シリーズを拡充した。主な特長

は,

a)フロン規制に対応、し,他社に先駆け規制対象外の冷媒

R22 で一45~+10でまでの幅広い蒸発1且度をカバーする。

②高効率スクロール圧縮機の搭載により,従来の往1態力式

に比べて低§董音・低振重力となり,さらにイ氏蒸発1品度域では業

界ド,プクラスの高性能を発揮する。

(3)当社独自の容量制御機構で,発停の少ない安定した運転

を行い,i品1変変化の小さい高精度な1且度管理を実現する。

冷暖房+給湯用空気熱源ヒートポンプチラーCAH・20FLQ

特定フロン規制対応口ータリ圧縮機搭載冷凍機

オゾン層保護に向けた国際会議において,西暦20卯年ま

でに特定フロンガスを全廃することが正式に決定され,冷凍

機の分野においても,現在使用中である冷媒R12, R502

がこの規制の対象となる。このような状況の中で,規制対象

外の冷媒をイ吏用する冷凍機の開発が早急、に求められている

これにこたえて,今回,規制対象外の冷媒R22 のみを使用

した全密閉形一体空冷式冷凍機を開発した。次に主な特長を

尓す。

住) R22単一冷媒で幅広い蒸発1且度範囲をカバー(蒸発ta1窒

-30~-5で)

②新開発の低1呈用口ータリ圧縮機により,冷凍能力をア、"

プ

(3)全機種エクストラファンを搭載し,低騒音化を実現

コ

冒^^^^^^^^^^^^^^^

,^^^^^^^^^^^^^^^
●^^^^^^^^^^^^^^^
●^^^^^^^^^^^^^^^
暑^^^^^^^^^^^^^^^

,^^^^^^^^^^^^^^.
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全密閉形一体空冷式冷凍機ERA・R11A
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フロン規制対応低温用口ータリ圧縮機

当社では,冷凍冷蔵割氏温機器用のフロン規制対応代替冷

媒のーつとしてR22 を選定し,当該冷加す応、の密閉形圧縮

機を開発中であり,既に一音隈種は開発完了して量産開始し

ている。例えば, RHZ 形圧縮機(横形,0.5~1.2kw)を主

に冷蔵シ"ーケースに, RFJ 形圧縮機(縦形,0.6~1.2kw)

をコンデンシングユニット等低温機器用途に供給開始して

いる。これらの圧縮機の特長は,フロン規制に即応、可能のほ

か,蒸発温度が広範(-45~+15゜C),レシプロから口ータ

リ化によって小型(イ本チ責比60%i虜,軽量(重量比30%浦,

高効率(5 ~15%改善)を実現等である。さらに,小型K

シリーズ,大型N シリーズを加え,0.2~2.2kW のR22 冷

媒低1且用圧縮機のラインアップ完成予定である。

冷蔵庫用超静音横置圧縮機"FLZ"

家庭用冷蔵庫の大容量化が進展する中で,1令媒ガスの循環

機能を果たす圧縮機は一層の1氏騒音化力要求されている。当

社大型冷蔵庫を対象に,昨秋から圧縮機構造の抜本的改善を

図った超静音口ータリ圧縮機FLZの生産か開始された。

FLZ は,圧縮機構及びこれを駆動する電動機を密閉ケー

シング内にサスペンシ"ンによって水平支持するとともに,

可とう(挑ン性吐出管並ぴに可挑性断熱吸入管の採用により,

画期的な低振動・1氏騒音化を実現したものである。また,従

来機種に比べ,定常運転音において5dB以上,起動時瞬問

ピーク音において8~10dBの超静音化を達成する一方,定

常運転中の1辰動レベルも1/4以下に抑制されている。

フロン規制対応口ータリ圧縮機(RHZ形, RFJ 形シリーズ)

RFJ 形

業務用《ロスナイ》天吊埋込形インバータ付き

空調システムは,より個別分散化が進む傾向にある。こう

した二ーズに対応するため,くロスナイ換会ひをインバータ制

御によって複数台の空調機と対応させ,よ刎央j商性と省エネ

性を向上させる新製品を開発した。主な特長は次のとおりで

ある。

山インバータによって<ロスナイ>の風量制御を行い,空調

管理ゾーンの細分fヒに対応、し,省エネ化を図る。

②村嵐ダクト通路に設けられた複数の専用電動ダンパの開

閉に対応、して,インバータを搭載した可変風量升3のくロスナ

イ>が,必要換気風量処理をする。

③中間期(春,秋)の外気冷房に役立たせるため,温度セ

ンサカ達内外のi品1妾を感知して普通換気運転に自動切替えを

する。

RHZ形

フ.建築関連設備

超静音横圧縮機"FLZ"カツトモデル

天吊埋込形インバータ付き LGH・80RV2



ショーケース用蛍光ランプ"負羊度グー"

冷蔵シ,ーケースにイ吏用する食品展示用蛍光ランプにおい

て効果的な演色と高輝度化,そして莎卵性を高める要求から,

シ"ーケース用蛍光ランプ"鮮度グー"を開発した。発売機種

は,直管40W,32W,20W の 3種類である。このランプ

の主な特長は次のとおりである。

1)従来の三波長形蛍光ランプに1朶赤色(波長66山m)の光

を加え,シ,ーケースに展示された食品をより鮮やかに演出

するとともに,従来形(広帯域発ウt升3)に比べて15%の明る

さア、,プを実現した。

2)光色の色温度を 5,70OK に設定し,食肉の赤味のみを

強調する従来形(3,70OK)に比べて食肉・鮮魚・青果等様々

な色にこのランプ]チ戯頁で対応でき,ランプの汎用性を高め

た。

多機能マイコン搭載"飲料用"電気給湯器

インテリジェントビルに代表される先進のオフィスに向け

て,多機能マイコンを搭載した安全でクリーンな飲料用電気

給湯器を3機種開発した。主な特長は次のとおりである。

1)自動給排水機能で,タンクの湯をいつも清潔に保つ。

2)週問プログラム機能で,運転開始,停止時刻,曜日のセ

"トができ,オフィス等の週サイクルの用途に最適。

3)タンク内の湯温や運転停止日数,曜日,時,分等をディ

ジタル表示できる(週間プログラム機能は停電イ呆イ賞付劃。

4)高湯沸き上げ(約99で/93での2段切替え)の上,カ

ルキカット沸き上げでおいしい湯茶力夘未わえる。

5 薄形のシンプルなデザインで,配管も下部カバー内に収

納でき,様々な設置場所にス、"キリと納まる

左

明フ.3

照明環境ンミュレーションシステム

従来_照明環寛のヨ平価や表現には,照度値あるいは照度分

布図のような定量的・平面的方法が用いられてきた。これに

対して,このたぴ導入された"コンピュータグラフィックス

(CG)による照明環境シミュレーシ,ンシステムは, CG技

術を応用して照明された場面を画像化し,"どう見えるか"を

感覚的・直感的に把握するものである。さらに,このシステ

ムは,単に"らしさ"や"美しさ"を画像に求めた絵画ではなく,

照明器具の光判手性データを基に,直射光だけでなく鏡面及

び拡散面からの反射光を考慮して照度・輝度を言1算し,この

結果を画像化しており,環境ヨ判西の判断材料となる物理的に

"正しい"画像を得ている。このシステムを用いて,より1夬適

な照明環境の設計とプレゼンテーシ,ンが実現した。

^

FL20S・HC 中 FL32S・HC

゛゛゛゛C'0゛.゛3{'゛ε゛ε゛゛ε゛゛゛゛゛゛゛0゛0゛゛ε0゛.゛00..゛゛゛゛゛゛゛孝ε$゛゛3゛3゛゛ε゛゛゛゛゛00.゛゛..゛.0゛.゛゛0.゛ι..゛S.ι゛゛ιS

右) FL40S・HC

"飲料用"電気給湯器GB・2021

役員室のシミユレーシヨン例
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三菱B/NET照明制御システム

三菱配電制御ネ、,トワーク機器B/NET による応、用シス

テムとして, B/NET照明制御システムを開発した。この

システムは以下の特長により,・1拓商な照明空間を創造する照

明制御を行う。①最大320の照明回路を制御,②最大64グ

ループ,10ブロックの制御によって照明レイアウトを任意

に設定変更可能,③最大16エリアのパターン制御,13か月

分のスケジュール制御により,・1拓商性を損なわずに省エネが

実現可能,'④各種センサ(防災,防犯,昼光制及ぴ外部機

器(電気錠等)の信号を取り入れて,一斉点灯,窓際照明の

自動'点滅による照度最適化_照明の消し忘れ防止等の制御が

可能,⑤上位系との接続をRS422 インタフェースで行うこ

とにより,ビル管理システム等の上位系システムとりンクが

可ヨを

幾何学模様ルーバ付き大型ダウンライト《カスタリア》

近年の店舗・オフィスビルなどには,ビジネスやくつろぎ

の場としてのアトリウム空間力殺けられている。その照明手

法としては,効率の良い下面開放反射笠付きHID ダウンラ

イトカ斗吏用されているが,機能本位でデザイン性に乏しく,

最近のデザイン性を重視した建築空間にはそぐわない。この

ような建築空間に対応できる器具として,コンパクトで高演

色のメタルハライドランプ, HQ1 ランプを利用し,下面に

強化すりガラスを設け,ガラスの内面あるいは外面に矧可学

1勤兼をあしらったルーバを装着したデザイン性の優れたダウ

ンライトを開発した。点光源に近いHQ1ランプを利用し,

まぶしい光を力、,トする矧可判莫様ルーバとすりガラスの組

合せが光と陰のチ莫様を鮮やかに引きたたせる

フ.4 ビル管理システム

紀尾井町ビル向けインテリジェントビルシステム《

事務室,店舗,イ主居を含む大規模複合ビルである紀尾井町

ビルにインテリジェントビルシステム<M山ASS>を納め,

平成元年12月にしゅ人工を迎えた。

システムの特長としては,分散翌!ビル管理システム,分散

型防犯システム,ディジタル電子交換機, HA システム,

ITV システム,総合課金システムの各システムの統合化に

より,高機能なインテリジェントビルシステム構築を実現

している。

運用面の特長としては,①防災センターでの24時間一括

監視(事務室,店舗,住居)による効率化,②ビルの共用通

信設備であるディジタル電子交換機の高い利用率によるシェ

アードテナントサービスの成功など力挙げられる。

三菱B/NET照明制御システム

(a)内面ルーバ付きダウンライト

フ.建築関連設備

^

旧ASS

、ー

化)外面ルーバ付きダウンライト

^

防災センター内中央監視卓



中小規模ビル向け三菱ビル管理システム《 ELBAS・WI00の

三菱ビル管理システム<MELBAS・WI000>は,中小規模

絲り20,000肺まで)のビルを対象とし,管理点数1,000点ま

での監視制御計測機能をもつビル管理システムで,次の特長

を備えている。

山制御部を専用卓内に1又納し,プリンタ装置を上下2段に

配置することにより,コンパクトな卓上タイプとした。

②対象設備に隣設可能な口ーカルコントローラに所定機能

を分散させ,規模に応じた経済的なシステムの構築を可能と

した。

3)ビルの諸設備と接続する多彩なインタフェースを用意し,

ニーズに合わせた柔軟性の高いシステムの構築を可能とした。

中大規模ピル向け三菱ビル管理システム

中大規模ビル(15,OW~50,000')を対象とし,管理点数

は1,000~2,000点,常駐管理形態の準規格型ビル管理シス

テムを開発した。このシステムは,各チ重設備機器に対する監

視制御に必要な機能と管理を行うもので下記の特長がある。

山 H/W構成は,大規模ビル管理システム<MELBAS・D>

と同様機能分散型ビル管理システムとした。標準機能も大

規模レベルとしながら,機f断票準構成によるコストパフォー

マンスを追求した。

2)マンマシン系はEWS を採用し,マルチウインドウなと

多彩な表示機能を実現した。また,JIS キーボードとマウス

の併用により,きめ細やかな管理と使いやすさを高次元で両

立させた。

^^^^^^"=昆^.=、"冒、■...'....■■■........■.■.■....●一

ELBAS-VV2000》

<MELBAS・WI000>オペレーターズコンソール

ビル遠隔監視サービスシステム《メルセントリ

三菱ビル遠隔監視サービスシステムは,中・小型ビルのビ

ル設備及ひ防犯・防災情報を遠隔で集中監視するシステムで

あるが,今日の情報化社会に即した,より有益な遠隔監視

サービスを1是1共するためには,通信システムの質及ひ容量的

な向上力要求される。

当社ではこれにこたえるべく,以下の機能を持つビル遠隔

監視サービスシステム<メルセントリーS>を開発した。

1)遠隔監視センターから,ビル内情報を収集する機能及ぴ

ビル内監視制御機器の設定値を変更する機能を持たせること

により,遠隔検針・制御サービスの矧共を可能とした。

②従来通信システムとの互換性をイ尉寺した上で,通信の高

速化・高機能化を実現した。

^^^^^^"^■.ー.^..^^.^■^.■■..^■^.^.甲甲一.゛'.^■^

MELBAS・VV2000 オペレーターズコンソール

S》 ^^^^^^ J塁昆.^"=昆"=昆"冒、"^■.甲'..■.ー.ーー.'...■■■.甲一

明τ聖^
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モニタ盤
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IC力ード対応の入退室管理システム

IC 力ードを利用して,高セキュリティ性を持つ入退室管

理システムを開発・製品化した。1C 力ードは,ビル内多機

能力ードとして,キャッシュレスシステム割也の用途にも

利用できる(幕張テクノガーデンにNTTデータ欄取りまと

めで納入した事例がある。)。

このシステムで使用するIC 力ード対応、カードゲート装置

は,①扉の施解錠,②扉の自動施錠/開放の状態設定,③

複数扉の連動施錠,④上位ホスト指令による一斉解錠等の

機能を持ち,また,上位ホストからのデータダウンロードに

より,事務所・会議室・通用口等用途に応、じた機能に装置を

設定でき,運用条件変更にも柔軟に対応できる。また,この

装置をキーポックス装置に取り付けて,1C力ード対応のか

ぎ(鍵)管理システムを構築することもできる。

日旦買^1吏^

指紋照合装置は,三十算機室や研究室等ビル内の機密性の高

い部署への入室管理を目的とした個人i棚U装置で,次の特長

を備える。

①万人不同,終生不変の1寺1撒を備えた指紋を利用すること

により,高度な個人i棚U能力をもつ。

②指紋照合・畿剥こ必要な機能を,薄型壁掛けタイプのポ

,クスに集約し,スタンドアローンで200人までの処理を可

能にした。

③画像処理専用ICの採用により,照合時間3秒の高速処

理を実現した。

三菱パッケージ発電装置PG・Kシリース

ディジタルコントローラの搭載などにより,高機能化や

操作性の向上,メンテナンスの省力化などを図った"PG・K

シリーズ"を開発,販売を開始した。非常用・防災用の自家

用発電設備として,前シリーズの十秒始動,小型ま呈量,コン

パクト設計,豊富な品ぞろえなどの特長に加え,最新のエレ

クトロニクス技術を採用して,①ディジタルコントローラ

により,自動運転・油圧低下・水1品_ヒ昇などの異常に対する

保護,警報を行う。②誤操作防止機構を備えたパネルキー

ボード,発光ダイオードによる各種表示などで操作性の向上

を図った。③メンテナンス運転を自動的に行う自動保守定

期運転装置,充電器バッテリ自己診断機能などにより,メン

テナンスを省力化した。

IC力ード対応力ードゲート装置

.
0口n

皿
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指紋照合装置
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電気鉄道は,安全性・スピード・定時性の高い大量輸送

機関として社会生活の基幹を担っている。近年,一層の高

速化,輸送能力の高密度化,利用者の快適性向上,省エネ

ルギー,さらにユーザーにおける経営資源の有効活用が大

きな課題となっている。

当社は,これらの期待にこたえるべく,最新のエレクト

ロニクス技術,コンピュータ技術,通信技術及びシステム

化技術を駆使し,積極的な技術開発を推進している。

新しい軌道輸送システムでは,21世紀初頭の営業開始

を目指す超電導磁気浮上式鉄道の第ーステップとして,山

梨実験線向け超電導磁石の信頼性検証試験設備を完成する

とともに,宮崎実験線に 10MVA インバータ・コンバータ

システムを納入した。

情報通信システムでは,専門家の知識を導入し,ファジ

イ理論を適用したバスダイヤ編成システムを製作納入した。

また,地下鉄向け列車無線では周波数を有効活用し,通話,

緊急、情報等の情報伝送を行う耐ノイズ性に優れた方式を開

発,納入している。

在来鉄道システムでは,世界のすう(趨)勢である高速

運転へ向け,東京~大阪2時間半運転を目指す東海道新幹

線300系電車が試験走行を開始し,主変圧器,主変換装置,

主電動機など主要機器を納入した。また,日本貨物鉄道欄

では,従来の2倍以上の出力で大量輸送を目指す高出力機

関車が試作され,当社は機閧車内電気システムをとりまと

めその電機品一式を納入した。

機器・設備関係では,大容量GT0サイリスタ素子を使

つた VVVFインバータ装置が1989年に引き続き広く導入

が図られるとともに,2群のインバータ制御を一体化し,

制御するモータ個数増を行う装置,大容量トランジスタを

応用したインバータ装置,新交通システム用として定速運

転機能を備えたチ,、,パ装置,複合形保護継電装置,車両

用ブレーキ電機品を製作,納入した。また,乗客に対する

情報サービス向上を目的とし,文字ニュース,文字広告を

行う車内案内表示システム,車両の安全運行と輸送密度向

上に寄与する自動列車制御装置,大幅な軽量化を達成した

誘導電動機,スクロールコンプレ、"サ搭載空気調和装置な

ども多数納入した。

自動車機器の分野では,国内需要の好調などに支えられ

て自動車の基本性能向上や高付加価値化が加速されたが,

これに伴って力ーエレクトロニクスも急速に進展してきた。

これの先導的役割を果たしたエンジン制御,つまり排ガス

規制強化への対応、やエンジンのもつ最高性能を引き出すた

めの制御など限界を極める研究が行われてきたが,そのー

方で人々の生活にゆとりができてくると車の低公害性・安

全性・利イ更性・快適性・信頼性などにも一層ハイレベルの

ものが要求されるようになり,多様化の様相がハイテク化

の方向へ移行してきた。これに呼応して 1990年度は,今

後の排ガス規制強化に備えて,より高精度にエンジンを制

御するヒートレジスタ式エアフローセンサを開発した。こ

れは,吸気エア量の測定精度向上と信頼性向上をねらった

ものである。また,排気側でも触媒の浄化効率を向上させ

るため,燃料供給に若干の強弱を与え触媒の02 ストレー

ジ効果を最大限に活用する制御方式を開発した。

一方,安全性については,トラクションコントロール

の開発がある。これは,氷雪路など滑りゃすい路面での発

進加速性や一般路での旋回加速性及び操縦安定性を確保し,

合わせて運転を容易にするシステムである。利イ更性につい

ては,今回新しく開発したナビゲーションシステムがあ

る。これは,車両の現在位置を決定するもので,自動車に

取り付けた距離センサと方位センサから走行距離と進行方

位を求め,出発地にこれを加算することで走行軌跡を形成

するが,このとき生ずる累積誤差を電子地図との照合で修

正するとともに,複数個のGPS衛星から電波を受信して

三次元の受信座標を求める衛星航法を併用することで更に

位置精度を上げるハイブリッド形のロケータシステムとな

つている。

その他,新形の定速走行装置を開発したが,これは専用

の真空ポンプを使ってアクチュエータを作動させるバキ

ユーム直動形の定速走行装置でターポ車にも装着が可能で

ある。今後,自動車の制御は,単に機械的な最適値を選ぶ

だけでなく,人間の主観的な感覚にうまく適合させる制御,

つまりあいまいで物理量で表現しにくい量をどのように制

御系に盛り込むか,そして走行系,動力系を統合して全体

系で"乗り心、地がよい"制御をどのように構築するかがこれ

からの課題としてクローズアップされてきている。
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8.1 電気鉄道

磁気浮上式鉄道 ■七、^.才^ 0 "才?^ 0 ●"コ^ 4、^.

超電導磁気浮上式鉄道は,21世紀初頭の営業開始を目指

し,JR グループが山梨県甲府市付近に新籍餅泉を建設する。

平成2年は,50okm/h 走行時の電磁加振力を模擬し,

実用へ向けて超電潮茲石の信頼性,長期耐久性を検証する設

備を1年半かけて完成させ,連続力n振i式験を開始する。また,

地上設備では,10MVA のインバータ・コンバータシステ

ムを製作,宮崎実'餅泉へ納入し,従来のサイクロコンバータ

方式では制約のあったりニアモータの§陣力周波数を上げ,磁

石への加振力低減を図るべく開発を続けている。

他方,さらに高安定化をねらう超電導コイル,日産数十個

レベルの量産を目指す地上コイルの開発など,当社は新実験

線へ向けたシステム開発に大きく貢献している。

.・=・ 4・^^む・^ C、^^^^^^^^"卓、 0 ゛七、^゛^^^^^■、^^^^^^ 4、^^^^ 0 ^^七、.:、 C、^七、 C、 C、^七、 C、^七、^' C. C、七、^^゛゛^^゛゛^^心・^・塁七・"=』 C、 C、^^ C、七・゛^ 4、.才.

山ダイヤ編集画面

東日本旅客鉄道株向け施設オフコンシステム

東日本旅客鉄道総では,民営化を期に情報システムの見

直し,拡充に積極的に取り組人でいる6 今■斐,国鉄剛弌に当

社力粥入した施設オフコンシステムも見直され,最ネ斤機種へ

の取替えが実現した。

このシステムは,各支社がM80/30GR(9式),各保線

区がM80/20GRn(Ⅱ3式)から構成され,支社と保線区

はJR電話回線でオンラインで接続されている。システムの

改善点は, OCR入力から即時性の高いCRT入力への方式変

更,またRDB を自在に活用できる第四世代言語EDUETの

導入,及ぴ遠隔地から自在にトラブル鯛斤やモジュール入替

えを可能にするDS・NETの採用であるこのシステムは,

平成元年9月の完戎倒順調に1家f動している

新潟交通槻向けバスダイヤ編成支援システム

新潟交通朕へエンジニアリングワークステーシ"ン

ME如0 を使用したバスダイヤ編成支援システムを納入した。

基準情報設定,運転計画作成,ダイヤ編集,帳票(スター

フ)印字機能を持ち,画面と対話形式にマウスでダイヤ編集

ができ,さらに専門家の知i哉/ルールと経験を組み込み,各

種パラメータ(遅/早/中番ごとの勤務条件など)を設定/

変更して,各番それぞれの勤務を自動的に作成することがで

きるエキスパートシステムである。作成勤務案のヨ平価には,

フフジイ理論を利用している。単一系統単一謝泉から複義系

綣夏数蹴泉,さらに蹴泉間にまたがる勤務も作成することが

できる。平成2年度の検証を経て,平成3年4月の全面ダイ

ヤ改正に活用されること力活十画されている。

超電導磁石の信頼性・耐久性検証設備

MVVS

MWS

東京圈
凰テ本部

支社 1

MWS

MWS

保線区 保線区
27

東京圏運行本部

支社8

JR 電話回線

8六

^^..甲....甲.ーー...."'..

M80 30GR

9式

通

保線X

施設オフコンシステムの構成

保線区
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1センター'

支社 1

L-ーーーー"

M80 20GRI

113式



交直流電気機関車

日本貨物鉄道側向けとして,安全性・速達性・大量輸送

を実現する最新の技術を導入した大出力・高速・省保守の

EF500形交直流電気機関車を試作納入した。

この機関車は,6,oookW と従来機EF81の2倍以上の出

力を持つとともに,インバータ制御方式を採用し,1誘導電

動機ごとに1インバータ装置を個別に組み合わせ,高粘着,

定速度運転などの質的向上を図っている。さらに,機関車と

しては初めての電気指令式ブレーキを採用し,発電ブレーキ

機能を装備している。また,運転●果縦に閧してもハイテク技

術を駆使したパノラマ運転台を採用し運転支援用のディスプ

レイや故障モニタの機能を持たせて乗務員の負担軽減を図っ

ている。各種性^踊鵡貪を経て,平成4年度から量産が見込ま

れている。

交直流電気機関車用ブレーキ装置

日本貨物鉄道欄は,安全性・速達性・大量輸送に優れ,

良質な輸送サービスを展開していくために,大容量のイン

バータ制御式EF500形電気機関車を試作した。

当社は,従来のEL14系ブレーキシステムの課題であっ

た応答性に関し,機関車として初めての発電ブレーキ併用の

電気指令式空気ブレーキシステムを採用することで解決し,

ブレーキハンドルは,ノッチ指令のセルフラップ式とし,制

御をマイクロコンピュータで行うことで,1柴縦性,応答性,

保守性及び大幅な機能の向上を図った。

^ノ、^^^..、..、^^.、ー、ー、^.、ー、^^".、^ー、^^ノ、^.、^^^^ー、^ J、^^ー、^.、^^ J、 0 ^{^ 0 ^^ C.^ C、"ト":、毛、^ C..写、..........■■
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車両駆動用インバータ制御装置

保守の省力化を追求したインバータ電車は,1990年に引

き続き活発な導入が行われた。客先二ーズが多樹ヒする中,

'賠の低減制御性の向上を図るため,大電力用トランジス

タを応用したVVVFインバータ制御装置を,西日本旅客鉄

道総向けに製作・納入した。また,1インバータ箱で制御

される主俸蓮力樹固数の増大を図り,2群のインバータ装置を

一体化した構造のインバータ装置を帝者'高速度交通営団向け

に製作・納入した。

その他,大阪市交通局,東京都交通局,新京成電鉄側,

小田急、電鉄総,近畿日本鉄道側にも新技術を盛り込み製

作・納入した。

日本貨物鉄道鬮納めEF500形交直流電気機関車

如

11 Ⅲ 1川川削

1 川

1 脚H川刑Ⅲ11棚111川1'1削川
棚11Ⅱ'111剛朏脚剛剛脚削川11111

11 棚仰解'Ⅲ1Ⅷ川11'削11肺0

三菱電機技報・ V01.65 ・ NO 1 ・ 199]

日本貨物鉄道制向けブレーキ指令器

大阪市交通局向けVVVFインバータ制御装置
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車両用チョッパ制御装置

1989年に引き続き帝都高速度交通営団向けに,4,50OV,

3,00OA GT0 を用いた新高粘着制御方式の4象限チ,ツパ

制御装置を製作・納入した。

また,新交通システム用として,超虫運転機能を備えた4

象限チチ,パ制御装置を,桃花台新交通欄向けに製作・納

入した。さらに,路面電車増備用としてモニタ機能を追加し

た電機子チ"、,パ制御装置を広島電鉄欄向けに製作・納入

した。

このほか,南海電鉄(掬向けに既存チ,ツパ制御車のゲー

ト制御部の瓣斤用として,従来機能をディジタル制御で実現

し,さらにモニタ機能も追加したゲート制御ユニ"トを製

作・納入した。

車両用車内案内表示システム

乗客に対する情報サービスの向上を目的とした車内案内表

示システムを製作し,京成膨失欄に納入した。

このシステムは,車両の前後妻部にLED式車内表示器を

設置し,車両の現在の運行状況に応じて次駅案内・乗換案

内・到着予告案内等を乗客に対してタイムリーに表示すると

ともに,文字広告・1舗泉案内・文字ニュース等の情報捌共も

合わせて行うものである。当社のシステムの特徴は,これら

表示情報を地上側に設置したパソコンをイ吏用してメモリカー

ドに書き込み,車上側で読み出す方式を採用していることで,

これによって表示内容を容易に変更することができる。

現在,同様のシステムを東京都交通局向けに納入し,小田

急識失欄,』躋念開発側向けのものも製作中である。

側寛閃屈^

ATS・P用列車番号設定器

東日本旅客3失i首総では, ATS・P システムのイ吏用開始にあ

わせて,列車番号設定器を導入しており,当社がこれを受注

した。平成元年度分として,約600台を納入済みであり,平

成2年度以降も継続して製作納入の予定である。

この装置は, ATS・P システムにおける車両の輸送効率を

高めるためのもので,この装置を用いて設定した列車番号及

びその他車両情報をトランスポンダを介して地上に送信する。

地上側ではこの情報をもとに,信号機の制御や運行の管理等

が行われる。この列車情報による信号機の制御は,過密ダイ

ヤにおける列車の時隔短痢省を実現するものであり,列車番号

設定器はシステムの清報源として,非常に重要な役割を担っ

ている。

桃花台新交通鬮向けチヨッパ制御装置

吹^

煕

8

京成電鉄制向け車内案内表示システム

通

四

四
司団団田
邑臼団団
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HS71形列車番号設定器
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車両用主電動機

近年の車両用主電重力機は,大容量化と大幅な*呈量化の二ー

ズがますます強くなってきている。

当社は,このような二ーズにこたえるべく誘導電動機方式

を採用し,高速回転化,冷却効率の改善,部品の1散底的な軽

量化等を図ることにより,大幅な^呈量化を達成した種々の大

容量主電重力機を製作・納入した。これらは,従来の直流主電

動機に比べて lkW当たりの重量を約1/2で構成している。

国内最大容量を誇る日本貨物鉄道欄向け電気機関車用

1,oookW 主電動機は1,950蚫,電車用として最大容量の東

海旅客鉄道側向けスーパーひかり用 30okW 主電動機は

450kg,また地下鉄用としては最大容量の帝都高速度交通

営団向け190kW 主電重力機は590kgである。

電鉄変電所用ディジタル形保護継電装置 MULTICAP・R》

電鉄輸送の大容量化・多様化に伴い,電力供給性能の向上,

信頼性確保が一段と望まれてきた。また,電力系続の危険分

散及ぴ冗長性の向上等をねらって,保護方式を集中形から自

律分昔★形へと栩テする動きも目立ってきた。

<MULTICAP・R シリーズ>は,これらの二ーズに対応し

て,電鉄変哥斤における主回路単位ごとの保護機能を内蔵し

た複合形保護継電装置である。

実績のあるディジタルリレー技術により,高性能・高信頼

度・低負担・小型化を実現している。なお,常時監視機能を

持っており,一音畊幾種には外部故障信号を取り込み,装置内

部で連動処理を行うものもそろえている。

車両用空気調和装置

省エネ・φ呈量化・低§董音の要望にこたえ,スクロール圧縮

機の搭載を開始した。スクロール圧縮機は,2組の渦巻を組

み合わせ,冷媒を連続的に圧縮するので高効率と低トルク変

動による1財雁力・低騒音となる。圧縮機容量別の主な納入例

を小す

1)縦形 4馬力東海旅客ε妬首欄TAU31

東日本旅客'失道総AU402

②縦形 5馬力東京都交通局TCL・1/TCL・6

東日本旅客'失道(株)AU301

(3)縦形 8馬力東日本旅客'失道総AU401

④横形 5馬力東日本旅客'失道欲)AU717MX

⑤横形 8馬力大阪rオ都市開発CU701

帝都高速度交通営団CU765/767

電気機関車用 1,oookW主電動機(誘導機)

甑",
回圃'ヒ且藍真
回ι, E血=
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(MULTICAP・R>(整流器用)正面

車両用空気調和装置
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8.2 自動車

トラクションコントロール用コンピュータユニット

三菱自動車工業総からトラクシ"ンコントロール用コン

ピュータユニットを受注し,1990年5月に発売された新型

車ディアマンテに採用された。

このトラクシ,ンシステムは,駆動輪の過剰スリップを

防止するスリ、"プ制御機能と,旋回時の横加速度の大きさに

応、じて過大号陣力力を制御するトレース制御機能とを備えてい

る。コンピュータは,'陣力輪速,イ走動輪速,ハンドル角度,

アクセル開度,変磨斐などの入力信号に基づいてエンジン出

力を制御する。これにより,氷雪路等滑りゃすい路面での発

進加速時や,アスファルト道路等の一§斐路における旋回時の

加速性や1桑縦安定性を確保することができる。

V6DOHCエンジン用電子燃料噴射装置

二菱自動車工業制が,平成2年5月に発売した新型車デ

イアマンテのV6DOHCエンジン用に高機能の燃料噴,怜噺卸

装置を開発した。この制御装置は,エンジンの高性能化に対

応すべく16 ビットのマイクロコンピュータを採用し,従来

のエンジン制御機能に加えて可変吸気制御,トラクシ"ン制

御装置との組合せによるトルク制御等を行い,高出力でかつ

安全性に優れた総合エンジン制御を実現した。このシステム

用に,当社で開発したエンジン制御用の16 ビットワンチッ

プマイクロコンピュータは,大容量メモリ,多チャネル高

機能タイマ,高精度A/Dコンバータを内蔵し,専用入出

力IC,多層對反,面実装技術と合わせて制御装置の小型化

を可能にした

前輪右

(____)

^

rノ

___」

ノ

ノ

00

車輪速信号(駆動輪)

ハンドル角度

アクセル

開度

変速信号

くΣニニ》

出力
制御

エンジン

コンビユータ

前輪左

ヒートレジスタ式エアフローセンサ

ぐ子つ
後輪右

表面に白金薄膜抵抗を持つ超薄平形アルミナ板のi呈度セン

サで空気流量を検知するヒートレジスタ式エアフローセンサ

を,自動車の吸入空気量計測用に開発した。

このエアフローセンサは,熱式流量計の一種であるが,超

薄平形のt品1窒センサを用いたため,流量変化の速いエンジン

吸入空気に対しても十分な応答性を持つとともに,熱式流量

計の弱点であった汚損劣化に対して極めて高い耐量を持ち,

自動車の高性能・高信頼性化に適している。当社の従来方式

であるホットワイヤ式に対し,

・高信頼性・小型¥呈量・低消費電力

でコストパフォーマンスにも優れているため,今後熱式エア

フローセンサの主流となる製品である。

トルク
低減
要求

トラクション

コンピユータ

トラクションコントロールシステムの本董成

、

ー'」輪従
速動

^一「口

く生D

ヒートレジスタ式エアフローセンサ

後輪左

8

燃料噴射システムのコントローラセンサアクチユエータ
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最近の高級車には,ラジオ,カセ"ト, CD,テレビ等の

各種AV機器及びナビゲーシ,ンシステム等,多種多様な

機器が搭載されるようになり,ダ、,シュパネルの限られたス

ペースでのレイアウトカ靴しくなってきている。これら各種

ユニ・,トをトランク等の空スペースに』又納し,通信回線を介

して情報の伝達を行う車載情報システムを開発し,マツダ

総のユーノス,コスモ及び三菱自動車工業欄のディアマン

テに搭載した。表示用に6インチのカラーCRT を使用し,

画面両側に配した押しボタンスイッチと表示面上の赤外線タ

"チスイ、,チにより,マンマシンインタフェースを実現し

ている。主な機能には,ナビゲーション,オーディオのグラ

イコ設定,警告画面表示,メモランダム等がある。

月報システム

媒浄化作用最適化のための燃料制御方式

有害排ガス(HC, CO, NO,)を瀏ヒするために,ほと人

どの自動車で使われている三元触媒の瀏ヒ作用を向上できる

燃料制御方式を開発した。

触媒のもつ一時的な酸素貯蔵機能(02ストレージ効果)と

燃料を振重力的に供給することの関係について実験をべースに

鰯斤を行い,触媒内の化学反応、をエンジン運ま捌犬態の広い範

囲に対して,よくイ足進させるための叡謹力制御条件を求め,そ

れを現行の燃キ消共給方式に組み入れることによって実現した。

この"加振炭1料制御方式"により,触媒の洲ヒ効率向上のほ

かに,排ガス瀏ヒシステムのキーパーツのーつである02セ

ンサの1豺生はちつきを吸収できるなどの効果があることを,

エンジン実験,実車走行テストで確認、している。

《
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車両後方監視用小型テレビ装置

従来の車両後方監視用テレビ装置仂ービジ,ン)の市場

は,躍泉バスや観光バス等が大半であったが,最近では集配

車等の中型・小型車両にも取り付けられるケースが多くなっ

てきた。このような背景により,これらの中・小型車にマッ

チするコンパクトサイズで,かつ廉価版の力ービジョンを開

発した。

構成は,カメラ,モニタテレビ,ケーブル,付属品からな

り,主な特長は次のとおりである。

a)カメラは薄形で多種車両,●'又付可能なコンパクトサイズ

(2)モニタテレビは,コンパクトなボディーに見やすい5イ

ンチサイズ

③超広角レンズの採用による安全確認範囲の拡大,及ぴチ

ルトスイ、,チによる垂直方向ネ見野範囲の切替機能付き

ディアマンテ搭載の車載情報システム操作部
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1990年の日本経済は,前年度からの設備投資と個人消

費に支えられ好況が継続した。家庭用電気機器では,空調・

住宅関連の伸びが大きく,複数所有の進人だエアコンがけ

人(牽)引役となり,特に猛暑がその出荷を更新した。大

型の全自動洗濯機が買い替え需要を促し,大型冷蔵庫や扇

風機が好調であった。カラーテレビは,大画面やBS 内蔵

タイプ,ビデオは高画質,という高付加価値品への需要が

高まった。

当社は,大容量・大画面・高画質・静音化といったユー

ザーニーズに対応した,使いやすい,インテリア性の優れ

た次のような製品を,新技術・新材料などを応、用して提供

した。

山映像・音響機器

高画質BS 内蔵超大型カラーテレビCZ505 シリーズは,

ハイビジ,ン規格に対応した BS チューナー,広帯域IQ

復調方式の信号処理,コントラストの向上した純ブラック

ブラウン管などを特長としている。

ビデオテープレコーダー HV・V7000 は,特に 3倍モー

ドの高画質化を図り,色の境界にでるド,ト妨害を大幅に

低減するディジタル適応型YC分離回路を導入, SN面の

改善を行った

ビデオプロジェクタでは,高画質120型で広帯域IQ復

調による色再現性,映像回路の広帯域化による解像度の向

上,ファンの低騒音化を行った。 200型ハイビジ,ンで,

明るさの改善と水平解像度1,000本を達成した。

ハイビジ.ン関係では,高輝度,高コントラスト,高精

細度画像の36"ディスプレイの開発, MUSE・NTSC コン

バータの開発, MUSEデコーダの試作があげられる。

カラービデオプリンタ CP・10 は,4M ビットのフレー

ムメモリを使用したマルチ画面とストロポ画面のフリーズ

機能,高い印画濃度,画質改善と低騒音などが特長である。

2 HA・家庭情報機器

ホームバス・ HA システム HS・200 は,ホームテレホン,

宅内コントロール,テレコントロールなどの機能を階層化,

システムの拡張性と施工性を重視し,住設機器制御の操作

性を改善した住宅のトータルコントローラである。

コードレス電話機TL・SR50 は,留守録機能を付加した

小電カタイプである。子機からテープ操作や留守セットが

風阜
^ ^
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でき,マルチカウンタでバッテリ残量が分かる。

③家電・住設機器

500 リ"トル 6 ドア冷蔵庫 MR・B50J は,圧縮器の支持

構造や送風ファンの改善,起動・停止音への新制御方式な

どで,19dBA という静音化を達成した。

冷凍冷蔵庫 MR・CA42J ほか2機種に,扉の開閉,庫内

温度,周囲温度を入力とするファジイ制御を導入し,品温

の最適化とともに使用者の手を煩わせない運転を可能とし

た。

加熱器具として,2.4kW入力の 20OV電磁調理器が加

わった。高い熱効率と高出力が特長である。

キ、,チンドライヤー TK・B60OM,吸込仕事率 320W の

掃除機TC・H300 シリーズ,ファジイ制御のふと人乾燥機

AD・A30OM は,使い勝手を追求した。

時間帯別電灯料金制度に対応、した温水器は,格安な夜間

電力を利用し,昼間は必要に応じて沸き増しが可能となっ

ている。翌日の使用湯量を推論して沸き上げ温度を制御す

る節電ファジイモードが搭載されている。

ツインフローエアコンは,静音化と能力強化及ぴファ

ジイ理論の導入を行った。

石油ガス化ファンヒーターは,燃焼幅の拡大,ファジイ

制御でぴったりの暖かさ,セープ運転機能などを搭載して

いる。デラ、,クスタイプでは,クイ、"ク点火ができ,ワイ

ヤレスリモコン,空気清浄機能などを搭載した機種もある。

自然対流のルームヒーターは,電気熱源の個室暖房器で,

プログラムタイマー,おやすみモードを持つ。

ハイキャ、"チ形レンジフードフフンは,二重フード構造

で油煙の捕集能力を高めた。

<ロスナイ>エアモニターは,空気の汚れ感知や結露予防

をしながら自動運転する。

生活シーン演出照明"シーン"は,1台の器具で生活シー

ンに最適な照明をワンタ、,チで実現できる。

サラウンドライティングシステム"サラウンド"は,間

接光を主体にした複数の照明器具と,壁付けのコントロー

ラを組み合わせたもので,生活シーンを演出する。

蛍光ランプ"HiFi<ルピカ>"は,色温度を 7,50OK に設定,

蛍光体を青・緑・赤色と青緑色の4色発光とした。平均演

色評価数は90,肌色の演色評価数は98である。

9.家電閧連機器
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9.1 映像音響機器

高画質 BS内蔵超大型CTVCZ505 シリース

AV キーコンポTV の第2弾として, CZ505 シリーズ(37,

33,31,29の4機種構成)を1990年10月から順次発売して

いる。このシリーズは,前シリーズであるCZ303 及びCZ3

の主要機能を取り入れ, BSチューナーを内蔵するとともに,

さらに画質・音質面の改善を図ったもので,非常にコストパ

フォーマンスの優れた高級バージ,ンである。主な特長は,

①ハイビジ,ン規格に対応したBSチューナー,②ド,ト

妨害を大幅に低減した適応、型ディジタルY/C分離回路,③

色再現性を向上したIQ復調回路,④コントラストを向上し

た純ブラ、,クブラウン管,⑤ドルビーサラウンドが楽しめ

るイコライジングホーンスピーカー,⑥編集に便利なAV

センター機能,⑦チャンネルが一目でわかる蛍光表示管,

等である。

.^甲一^^.....^^......ー...^.■^^^.^^"コ"?■.=、^"=、・1^^"冨、^・=、"=・"=、"1^■^^^"コ^■...ー^ーーーー...ι,.^.■.■..

●高画質・多機能・編集対応VTR HV・V7000

高画質・高音質を中心に,三菱VTR技術をまとめあげた

多機能・編集対応VTRHV・V7000 を開発した。主な特長

は次のとおりである。

1)デ,キ部を独立支持し,外乱に強く,電気回路参井反との

下渉も低減するフローティングサスペンシ,ンメカを採用

した。

2) VHS規格に,標準,3倍モード共に合致したジャスト

トラ、,クヘ"ドを導入し,特に3倍モードの高画質化を達成。

当社独自のNE可動へ、,ドを複合3へ、,ド構造とし,すべて

の特殊再生のノイズレス化と,3倍モード互換再生も可能に

した。

(3)色の境界に出るド、,ト妨害を大幅に低減するディジタル

.'゛塾.'才^. C...^^^....^^.."'^'^^'凸
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投射形ハイビジョンビデオプロジェクタ LVP・200IHD

]50~200インチのスクリーンサイズに対応が可能な投写

形ハイビジョンビデオプロジェクタ LVP・200IHD を発売

した。主な特長は以下のとおりである。

1)業界最大の13インチCRT を採用し,200インチ投影時

ピーク輝度 12ft・L (スクリーンゲイン2.5)の明るさを実現

した。

2) 14枚構成のオールガラスレンズ,磁界分布の半値幅を

長くしたフォーカスマグネ、,ト,映像回路の広帯域化等の技

術によって水平解像度1,000本を達成した。

(3) EDTV にも対応しており,別売のアップコンバータ

HD・1000との組合せでNTSC放送も受信可能である。

④調整を容易にするワイヤレスリモコンを装備した。

高画質 BS内蔵超大型 CTV 37C CZ505

適応、型YC分離回路を導入し,従来のCCD方式に比べS/

Nの面でも大幅に改善した。

高画質・多機能・編集対応VTR HV・V7000

^^^^^^^.か^^^^^^^^尋:

三菱200形ハイビジョンビデオプロジエクタ LVP・200IHD
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36"ハイビジョンディスプレイ

家庭用ハイビジ,ン受像機に最適な薄形高輝度36"ハイビ

ジ"ンディスプレイをNHK の御指導を得て開発した。

主な特長は次のとおりである。①高精細度36形110度

CRT を搭載して薄形,ま茎量化を図り,現行37形とほほ伺等

の奥行きと重量を達成した。②CRT に,アンチドーミング

高精細度ストライフ坊'式シャドーマスク,酸化スカンジウム

高電流密度カソード,大口径多段集束型DBF電子銃を採用

して,高輝度,高コントラスト,高精細度画像を実現。③

広帯域映像出力回路及ひ高精細輪郭補正回路を含む側象増幅

回路によって高画質化を図った。クリアビジョンアダプタ

を接続することにより,現行放送も劉象できる。

ハイビジ.ン放送に対応、したアダプタ型のMUSE デコー

ダをNHKの御指導を得て試作した。ハイビジ,ン対応、の

BS チューナー,ハイビジョンディスプレイと組み合わせ,

MUSE信号から高精細度でワイドな映像と臨場感豊かな

PCMステレオ音声が再生できる。この試作機の主な特長は

次のとおりである。

①主要回路に25種類の専用LS1を使用することにより,

小型・低消費電力化を実現した(従来のものに比べて,大き

さで1/20,消費電力で1/30ネ呈度(当社比))。

②ハイビジョン放送の音声システムとして予定されている

音声3-1方式(4チャンネル)を含む,すべての音声方式に

対応できる。

USEデコータ

36"ハイビジョンディスプレイ SCT・M361HD

ハイビジョン導入時代の民生用機器として, MUSE・

NTSC コンバータ UC・5000 を開発した。これをBS チュー

ナーと組み合わせてイ吏用すると,ハイビジョンの放送方式で

あるMUSE信号を,現行の国内テレビ規格のNTSC信号に

変換して,一般のテレビでハイビジ,ン放送をネ見聴、すること

ができる。主な特長は次のとおりである。①ワイド(ハイビ

ジ,ン画面と同じ縦横比)とズームアップ(ハイビジ,ン画

面の中央部分を拡大)の2種類の画面モード,②3-1方式

ステレオなどに対応した高音質音声出力,③NTSC放送と

の自動切替え,④豊富な入出力端子。

民生用ハイピジ"ン機器の銹Eけとして,その普及力朔待

される。

USE-NTSC コンハータ UC-5000

9.家電関連機器

MUSE デコータ

MUSE・NTSC コンバータ UC・5000



カラーヒデオフりンタ CP-10

ビデオ機器のカラー画像を,手軽にプリントする家庭用の

昇華型ビデオプリンタ CP・10 を開発した。本機は,4M ビ

,トのフレームメモリを使用した多彩なマルチ画面とストロ

ポ画面のフリーズ機能,フリーズ後のコントラストと色相,

彩度のディジタル修整機能及び自動濃度分布補正機能,高い

印画濃度(光学濃度>2.2)や128階調・210万色を表現でき

るビ、"ト圧縮伸長型へ、"ド§剛1去等を信号処理で実現した。

また,印写機構には,標準紙やOHP,透明シール等への印

画を可能にするプラテン巻付け固定方式を開発し,ド、,ト重

合せ精度の向上(50μm以下)による画質改善と全DCE-

タ化によるイ晒董音(45dB)などを実現した。

高画質・高音質ムーピー V・S70, V・S60

当社ムービーの基本思想である"高画質・高音質"を継承

し,小型軽量のムービー MV・S70, MV・S60 を開発した。

主な特長は次のとおりである。

1)フロントレンズ(広角/標準/望遠)交換方式により,

超広角から望遠までの高画質を実現した。

2) 58μm ジャストトラックヘッドの採用によって標準

モードの高画質を実現した。

3)伽からレンズ直前まで高速で正確にフォーカスを合わ

せるフルレンジインナフォーカスを導入した。

④高音質ステレオハイファイ

⑤取扱いの楽な本体重量920g

^^ 4、^^^^^.:、 C、■"コ.^...'.゛,.■■.甲....^.■■゛゛甲..^゛,゛,^^^゛,^^^゛.こ.゛.^゛.^^^^^^

帯電防止型ハイコントラストブラウン管"純ブラック管"

近年のカラーブラウン管の高画質化への強い要求に伴い,

プラウン管フェース部分の外光反射を抑え,コントラスト比

を向上させたブラウン管"純ブラ"ク管"を開発した。"純フ

ラ、"ク管"は,従来の帯電防止コートに光の2波長選択吸収

効果を持つ染料を混合し,このコーティング膜にフィルター

効果を持たせたものである。主な特長は次のとおりである。

住)黒レベルの向上(ボディーカラーの無彩色化,外光反射

25 %低減,コントラスト比17 %向上)

②色再現範囲の拡大(外光昭、射時,5%以上)

③良好な表面電位減衰特性(ほこり付着防止)

④強じ人(靱)な膜強度(硬度・耐摩耗性・接着性・耐薬

品1劣

カラービデオプリンタ CP・10

高画質・高音質ムービー MV・S70
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蛍光体発光スペクトルと光選択吸収性導電膜の特性
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31型高画質カラーブラウン管

大画面・高画質テレビ用として,最新の技術を導入した

31型高画質カラーブラウン管を開発した

主な特長としては次のとおりである

住)シャドゥマスク材料に低熱膨脹率のアンバー材をイ吏用し,

熱変形による色むらを低減した

2 シャドゥマスクのコーナ支持方式を採用し,ランディン

グ特性の再現性とマスクの熱変形に対する補償性を改善した。

3 棄斤蛍光体と最棄斤の蛍光面製造技術により,色再現範囲の

拡大と高輝度化を行った。

(4)"純ブラック"コーティングを施し,帯電防止とともに色

純度とコントラストを向上した。

同時に29・33型も開発し,シリーズ化を行った。

VTR, TVの高画質化技術

大画面TV に対応した,より高品位な映像を実現する新

たな高画質化回路を開発した。以下の1鮴iにより,当社側象

機器の画質を高めることができた。

山 TV画面の色の境界部に発生する点状ノイズ(ド、ソト妨

割を大幅に低減する二次元適応型輝度信号色信号分離回路。

②信号劣化を伴わずにVTR固有の白黒画像反転現象を防

止する独自の反転現象抑圧回路。

3)画像ゆれと色むらを共に低減する時間軸補正回路。

これらをS・VHS方式VTR のHV・S11 ほかに搭載し,ま

た二次元適応、型輝度信号色信号分離回路は, CZCLUB505

シリーズのカラーTV 及ぴ衛星放送対応チューナー UT・

フ700等にも採用した

9.2 HA・家庭情報機器

三菱ホームバス・ HA システム HS-200

住宅の高級化と家電・住宅設備機器のシステム化に対応し

て,また住宅情報制御の核として,三菱ホームバス・HA シ

ステムHS・200 を開発した。

住)ホームテレホン,セキュリティ,玄関モニター,宅内コ

ントロール,テレコントロールの機能を階層化し,ビルディ

ングブロック方式のHA センター部と部屋別の端末機号&接

続ユニットを採用,システムの拡張性と施工性を重視した。

(2)住宅のトータルコントローラとして,フルカラー液晶の

ピクトグラフ表示機能を搭載し_昭明・空調・電動雨戸等の

住設機器制御の操作性を改善し,かつ玄関の映像を映すビジ

ユアルテレホンコントローラをシステムに取り込人でいる。

これは, HBS標準化規格に準拠したものである。

31型高画質カラーブラウン管

D

9.家電関連機器

S VHS方式VTR HV

同 三菱ホームバス・HAシステム

"センター部"

b ビジユアル
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コードレス留守番電話機TL-SR50

小電カコードレス電話機に,留守録機能を付加した102型

のTL・SR50 を発売した。主な特長は次のとおりである。

(1)子機にスピーカーを載せ,スピーカー再生呼出しゃ子機

のオンフックダイヤルを可能にした。

②子機から,テープ操作や留守セット等の各種の設定がで

き,また,マルチカウンタにより,バッテリ残量を 10%刻

みで表示するなど各種清報が一目で分かる。

③子機は,上向き・下向きの両面で充電可能であり,壁掛

け,床置き等の設置場所を選ぱない。

④留守録部は,固定メ、,セージ2チ鯲頁,アラーム機能等を

載せており,音声で報知する。

⑤内線・転送機能によってホームテレホン化を図った。

{電0住設機器9.3

水位目盛がはっきり見えるマイコンジャー炊飯器

ご飯のおいしさと使い勝手の向上を図った,角形全面加熱

方式厚がま(釜)(2.5mm)のマイコンジャー炊飯器NJ・BV

シリーズを開発した。主な特長は次のとおりである。

(1)炊飯で最も大切な"炊き上げ1品度"の制御にファジイ理論

を応用し,いつでもおいしく炊き上げる。

②おいしいご飯を炊く基本の水加減が,簡単にしかも正確

に合わせられるように,はっきり見える"ぴた目盛"を採用。

B)標準・お急ぎ・香ばしさ・やわらかめの4通りの"白米

炊き分け"キーにより,白米メニューカ流実した。

④全面加熱方式により,内ふたの露つきがなくなり,露受

け力"プをなくして掃除の手間を省いた。

スピードトースト機能付きセラミックフライパンのオーブンレンジ

トーストをすばやく・おいしく焼きあげる機能と,コンロ

で焦げ目をつけ,フライパンごとオーブンレンジへ入れられ

る新素材セラミ、,クフライパンを搭載したオーブンレンジ

RO-40OST を開発した。和・洋・中華料理をすばやく,お

いしく料理できる。主な特長は次のとおりである。

住) 1枚目は90秒,2枚目から約60秒で焼き上げ(4枚切

りから8枚切り),山形パン・冷凍パンも焼けるトースト機
ムヒ

②ガス火加熱,マイクロ波加熱により,焼く・よ少める・煮

るの調理ができ,グラタン皿,テーブルウェアにも使え,そ

のまま冷凍可能な取手着1兒式セラミ、,クフライパン。

(3)調理後の残臭を和らげる庫内全面脱臭コーティング。

コードレス留守番電話機TL・SR50

マイコンジャー炊飯器 NJ・BIOV

セラミックフライパンオーブンレンジ RO-40OST

二菱電機技桜・ V01.65 ・ NO 1 ・ 1991



高出力電磁調理器CS・20ICS

炎のない調理器として,安全性・清潔さが長所である電磁

調理器に,単卜R2(冷ボルトの高出力,卓上形を加えた。

この調理器では,例えは'1.5リットルの水を4分45秒で

沸騰させることができる高出力力青与られ,加熱調理の熱源と

して々子適である。主な特長は次のとおりである。

1 200ポルトのコンセントで使える 2.4kW入力

2 熱効率が約87%(ガスの約2イ剖

③炎をイメージする3色のLED出力表示

④操作部のフラット化,柔らかさを強調したデザイン

家庭の200ポルト配線の普及,全電化マンションの増加な

どに対応の調理器として,また業務用の力吹斯原として需要が

期待できる

ハイパワー"超肉厚10mm"のホットプレート

超肉厚プレートと直火並みのハイパワーヒーターにより,

ステーキを一気に本格的に仕上げるホットプレートHL・

C80G を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1)超肉厚(10mm)プレートと 1,30OWヒーター,さらにプ

レート裏面の黒色加工によって熱吸収か'20%向上,ハイパ

ワ一でプレートi品度を持続する。

(2)プレートを外せぱ'ク"キングコンロに早がわり,なべ

(鍋)料理や煮物にも使える。

(3)プレートは,ヒーターと完全分離タイプで,両面ふっ素

樹脂加工してあり,丸洗いか簡単にできる。

④耐熱強化のガラスふたにより,調理中のオ隶子が見える。

お掃除簡単,手間要らずの全自動コーヒーメーカー

全自動コーヒーメーカーは,ミルからドリップまで自動で

行える便利な製品である。しかし,イ吏用後の掃除力而倒とい

う問題があった。これにこたえて掃除の手間を減らし,おい

しさを追求したCO・D60 を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1)ミル室にドリ、,プのお湯を通し,ミル室を自動で洗うセ

ルフクリーニング機構

(2)簡単に外せて,手動ドリ、,プも楽しめる回転ハ'スケット

③汚れか簡単にとれるふっ素樹脂コート保温板

④縦型にして従来の76ホンから70ホンに運※云音を低減

(5)水のカルキ分や嫌なにおいを除く活性炭フィルター

高出力電磁調理器CS・20ICS

9.家電関連機器

ホットプレートHL・C80G

瞭(世f

全自動コーヒーメーカーCO D60



角形・大容量で使い勝手の良いキッチンドライヤー

キ、,チンをいつもオシャレに整理・整頓できる角形大容量

で,使い勝手の良い食器^歓桑機キッチンドライヤー TK・

B60OM を開発した。

主な特長は次のとおりである。

住)どこにでも納まりがよく,無.駄なスペースをとらない角

形キャビネットタイプで,ふたはオシャレなスモーク調。

②本体にまな板スペースを設けた,大容量35ιの庫内。

(3)取り出し頻度の高いコップや湯のみには,上部で左右に

スライドするラックポックス付き。

(4)毎日使うはし(箸)や包丁,スプーン,フォークも乾燥,

"畔内できる"引き出し式4吻入れ"付き。

冷凍冷蔵庫へのファシイ制御導入

冷蔵庫の大型化と多様化の中で,より使いやすく,食品保

存のより安定化を図るため,ファジイ制御を応、用した冷蔵庫

MR・CA42J, MR・V35, MR・V33 を開発した。

扉の開閉状態,庫内1品度,周囲1品度,等を入力としてメン

バーシ"プ関数を用いて,状態を数値(グレード)で表現し,

この数値と推論ルールから庫内に保存されている食品の品温

状態を推論し,品温状態を最適化する制御ルールに基づいて,

冷蔵庫の制御を行っている。

このように,綿密な制御を行うことでネ夏雑なボタン操作が

不要となり,また自動的に急、冷運転モードや省エネ運転モー

ドに切り替わることにより,イ吏用者の手を煩わせることなく

最適な運転状態とすること力河能になった。

"家庭用時間帯別料金制度"対応の温水器

1990年Ⅱ月から実施された"家庭用時間帯別料金制度"に

対応、する電気1且水器(6機チ動を開発した。この製品は,多

様化する給湯二ーズにこたえるため,最適な昼夜間加熱を行

い,経済性・利便性・給湯能力の向上を目的としている。

その主な特長は次のとおりである。

山時計機能搭載により,昼・夜間時間帯の識別をし,キ各安

な電力による夜間の沸き上げを主に行い,昼間時間帯は必要

に応、じて沸き増し力河能な選択スイッチを設けた。

(2)貯湯タンクの上・下にヒーターを設け,上部ヒーターに

よって1時間弱の短時間給湯を実現した。

③翌日の最適な1吏用湯量を推論し,沸き上げ1品度を制御す

る節電"ファジイモード"を搭載した。

キツチンドライヤーTK B60OM

ファジイ制御を応用した MR CA42J型冷凍冷蔵庫

、1吐1、、、鴫

冒
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始めから終わりまで"面倒無用"の電気掃除機

家事の中で最も面倒だと思われている掃除を,すばやく始

めて,サッと片付けできるTC・H300 シリーズを開発した。

主な特長は次のとおりである。

山高性能モータ採用により,320Wの吸込仕事率

(2)本体内部に吸音プラスチックを張りめぐらすことによっ

て49ホンの静かさ

(3)ホースやプラシをセットしたまま,3通りの高さでサッ

と片付けられる"そのまんま"又納"

(4)握れぱON,雜せばOFF の"グリップスイッチ"

(5)フローリングの床の空拭きができる"掃き拭きブラシ"

(6)吸ったダニを村既熱で死滅させる"ダニパンチ"

デラックスタイプ石油ガス化ファンヒーター KD-D/DL/DA

]990年のデラ"クスタイフ7i油ガス化ファンヒーターは,

一層充実した基本性能に加え,話題のファジイ温感コント

ロール,まろやかな心地よさのマイルドモード,運転スイッ

チオンから約15秒で点火するクイック点火を全機種に搭載

した。

それぞれの特長は次のとおりである。

(]) KD・285D,325D

上記内容をすべて搭載した機種である。

(2) KD・405DL

上記内容に加えて,操作性に優れたワイヤレスリモコンを

搭載 4,oookcal/h のハイパワータイプである。

(3) KD・325DA

村各的g苫気清浄機能を搭載したクリーンタイプである。

自然対流ルームヒーター NF・120S

・1刈商暖房志向にふさわしい電気を熱源とする自然ヌ寸流だけ

の個室暖房器を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1)子イ共部屋,お年寄りの部屋・寝室等,より安封生を必要

とする個室等を電気熱源の自然ヌナ流のみで全体を暖める1央づ商

性の高い静かでクリーンな暖房器。

(2) 24時間プログラムタイマーとルームサーモ機能の働き

により,生活のりズムに合わせ必要な時間に常に最適な室温

力町尋られ,便利でかつ経済的な暖房器。

(3)おやすみモード運転で睡眠中は,セット温度より2で

低めにコントロールし,・1夬i商さを保つ自然暖房性能を追求し

た商品である。

電気掃除機TOH370MC

ー^^^

デラックスタイプ石油ガス化ファンヒーター KD・325D

9.家電関連機器

^^^^^^^4,/ ^

同 自然対流ルームヒーター

NF・120S(本体)

(b)操作部



ハイキャッチ形レンジフードファン

集合住宅の気密化・高層化に伴い,居室が負圧になってド

アの開閉力咽難であったり,換気ファンの負荷が増して,騒

音が大きくなるといった厨房の大風量換気が原因とされる居

住環寛の悪化が指摘されている。

ハイキャ、,チ形レンジフードファンは,二重フード構造と

してフード周縁の吸込唖健を上げ,少風量ながら油煙をほぼ

100%捕集し,室内外圧力差を軽減している。

主な特長は次のとおりである。

(])排気量か'300が/h に100 %の捕集効率(従来品92 %)

②天井,吊戸棚との位置合わせ調整機構付き

(3)ヨーロピアンスタイルのデザイン

空調換気扇<ロスナイ>に,室内の空気状態をセンサで感

知し,空気状態を知らせるモニタリング機能を搭載させ,さ

らに換気の自動運転を行って人と建物の健康維持に1斐立つ新

製品を開発した。主な特長は次のとおりである。

1)<ロスナイ>に各種センサを組み込人で室内の空気状態を

前面パネルに表示する。

②モニター表示と機能は,雑ガスセンサで汚れを感知し,

温叟・湿度センサで結露予防を表示しながら<ロスナイ>の自

動運転をし,併せてt且度センサで外気温・室温を,湿度セン

サで室内湿度をディジタル表示する。

(3)ワイヤレスリモコンにより,操作力溶易にできる。

④ 25飢プロペラタイプ換気扇と同寸法の角穴に取り付け

る。

ロスナイ》エアモニター

エアコン室外ファン用 DCプラシレスモータ

このモータは,ルームエアコンの省エネ,低騒音化,"爰房

能力向上を目的にした,§應力回路内蔵型のインテリジェント

モータである。主な特長は次のとおりである。

a) Da40V (又は280V)の単一電源で§陣力できる。

化)モータ出力20W時に,総合効率60%を実現した。

③キャリア周波数20k蹄のPWM制御で電磁.騒音をなく

し,ステータ及ひ湧陣力回路をエポキシ枝朔旨でモールド,各部

に防振構造を持たせることでモータが発生する§ず占・,振重力を

低減した。

④速度制御部を内蔵してりニア可変速,深夜運転時の低騒

音化,"爰房運転のチラー着霜時もフィードバック制御による

送風能力確保で,H爰房能力向上を可能とした。

ハイキャツチ形レンジフードファンV・60FD

園リ 阿圃

ロスナイエアモニターVL 120OAM

エアコン室外ファン用 DCブラシレスモータ

三菱迦機技幸R ・ V01.65 ・ NO 1 ・ 1991



照明・換気システムクラルテール》

照明・換気システム<クラルテール>は,ダクト用換気扇と

昭明器具とを一体化することにより,"見せたい照明"と"見

せたくない"換気を実現し,高級化の進む一般住宅やインテ

リアを重視する店舗などの小空間(トイレなど)に新しい提

案をするものであるし昭明器具の一部を換気扇内音Ⅲこ1又納す

る構造とし,天井からの突出高さの小さい直付升郷具(主に

住宅刷やダウンライト形器具住に店舗用)を実現した。

また,照明器具の取付けは換気扇の取付枠に簡単に固定でき,

電源も換気扇からコネクタで接続できるなど,施工力溶易で

あるし照明器具と換気扇は,壁スイッチで別々に入・切りが

できる。照明器具の仕上は,石目調仕上げなと高級感のある

ものとしている。

サラウンドライティングシステム《サラウンド》

サラウンドライティングシステムは,やわらかく空間を

包みこむ問接光を主体にして複数の照明器具で光の変化が楽

しめるように構成した照明器具のシリーズと,光の変化を簡

単な操作でコントロールできる壁付けのコントローラを組み

合わせたシステムである。照明ヨ誤のシリーズは,蛍慰丁の

直接光と間接光の組み合わせ,蛍撒丁の問接光とハロゲンラ

ンプの組合せガできるメイン照明器具のほか,ブラケ、"トや

フロアスタンドから構成されており,デザインもトータル

コーディネートできるように考慮されている。コントローラ

は,4回路の器具の点潮犬態,調光状態を4パターン記憶さ

せることができ,操作ポタンを押すだけでパターンカ湧現で

き,パーティー,だ人ら人などの生活シーンを演出すること

ができる。

^

クラルテール設置例

●色忠実再現形蛍光ランプ"Hi・Fi ルピカ"

モダン志向,ナチュラル志向の強い最近のインテリアスタ

イル,空問に対応、した明かりとして,清潔感のある光色と高

演色性を実現した蛍光ランプ"Hi・Fi<ルピカ>"を開発,製品

化した。発売機種は直管6タイプ,円形3タイプの合計9機

種である。

ランプの色温度は,天窓光に近い7,50OK に設定,明る

く先進的な空間を形成するとともに清潔感あふれる雰囲気を

演出できる。また,ぢEウ誠分として,従来の青色・緑色・赤

色に加え,演色性を阻害する青紫色光を吸収し,有効光とす

る青%泰色蛍光体を採用,4色発光としたので,平均演色ヨ平価

数90,肌色の演色評価数98が実現した。一般家庭用をはじ

9.家電関連機器

サラウンド>パーティーシーン

め,店舗,商業施設,看板用等幅広い用途に適する。

く之、
、

▲、、

r>
▲2、

ルピカ蛍光ランプHI・Fi

、、
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第32回科学技術功労者表彰で「科学技術庁長官賞」を受賞

平成2年4月17日に開催された第32回科学技術功労者

表彰において,当社電子商品開発研究所所長大西良一が,

科判支術庁長官賞を受賞した。

今回の受賞は,同所長の永年に亘るファクシミリの研究開

発,特にファクシミリカ漕及するために重要な画像信号の帯

ナ劒王縮技術についての研究と,これに基ずく高性能ファクシ

ミリの実用化への貢献に対してのものである。

^ノ

早ノ

第22回(平成元年度)「市村産業賞功績賞」を受賞

平成2年4月27日,新技術開発財団ホ急裁三笠宮寛イ_親王

殿下ご臨席のもとに市村賞贈呈式が開催され,「大型フルカ

ラー表示装置の開発と実用イヒに対して当社長崎製作所
^
^

嶋帯刀・寺崎信夫,産業システム研究所岩田修司か功績賞

を受賞した。

市村賞は世界に誇り得る高度な国産技術で,経済的効果が

大きく,ぢ艶岫りな内容を開発実用化し,新しい市場を開拓し

た研究開発者及ぴそのグループに与えられる賞である。

受賞業績は,1980年世界に先駆けて屋外用大型フルカラ

一喪下装置を開発して以来,今日まで常に業界の短貞に立ち,

新しい大型フルカラー表示装置を開発実用化し,大画面表示

による映像システムの新市場開拓と普及に対する貢献である

第37回「オーム技術賞」を受賞

平成兀年Ⅱ月9日,第37回オーム技術賞贈呈式が学士会

館において開催され,当社産業システム研究所駒谷喜代俊,

稲沢製作所梅田安和・辻伸太郎が「A1とファジイ理論を応

用したエレベーター群管理の開発と実用化」により,「オー

ム技術賞」を受賞した。

今回受賞したエレベーター群管理"A卜2100"は,エレ

ベーター制御に世界で初めてファジイ理論を応、用することに

より,従来に比べ平均待時間を15~20%短縮するとともに,

使いやすさの向上を図ったものである。

オーム技術賞は電気チ斗判支術や電気事業の進歩発展の貢献

に対し与えられるキ霍威と伝続をもつ賞であり,本受賞でファ

ジイ理論の応、用に新分野を開いた当社の技術力活忍められた。

/卸
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●日本伸銅協会・技術論文

「cu・9%Ni・6%sn合金の疲れ特性と電子顕微鏡組織」
中島孝司・久保薗健治相模製作所

北風敬三・伊藤武文・橋爪公男・中西輝雄材料研究所

●ステレオサウンド社・コンボグランプリ銀

rダイヤトーンスピーカー DS・V5000」
三菱電機株式会社

●元岡記念会・元岡記念賞
「関係データベースマシンの研究」

コンビュータ製作所

●日本電気協会・第34回渋澤賞

「課電式事故探査装置」
名古屋製作所・・・

関西電力株式会社,株式会社関西テックと共同

●兵庫県・兵庫県技能顕功賞

「半導体製品製造工」
LS1研究所・・・ー

●発明協会・近地方発明表彰・特許庁長官奨励

r連続発振無声放電形ガスレーザ装置」

名古屋製作所
伊丹製作所・・・・ー

中央研究所・

●防、装備協会・平成元年度防衛装備協会賞

r大容量トランジスタの開発」
鎌倉製作所
福岡製作所・・・ー・

●電気通信協会・第22回電気通信産業功労
鎌倉製作所

●大阪デザインセンター・工業デザイン部門最秀

「カラーテレビ受像機 CZ CLUB シリーズ」
三菱電機株式会社

1989年11月~1990年10月受賞分

受賞に掲載

谷村イ圭昭

・伊藤利朗

菱井正夫

・田畑則一

八木重典

馬場文明

寺澤克彦

●ハノーバセビット 90・西独ハノーバセビットif賞

「ラップトップコンピュータ LT2S」
原正桂卜後藤真人・吉田俊哉デザイン研究所

「カラー VCP/CPI0OE(プリンター)」

三菱電機株式会社

●SMAU ショウ事務局(イタリア)・ Z'premio smau lndust"al Design
rカラープリンター S・340-10」
三菱電機株式会社

「自動車電話 MT3, MT4」
三菱電機株式会社

●西独ハノーバメッセ実行委員会・if賞

rmP286LA LAP TOPJ
コンビュータ製作所

●電子情報通信学会・篠原記念学術奨励(第5回平成元年度)
rシーンアダプティブベクトル量子化による低ビットレー

動画像符号化方式」及び「動画像の三次元プロ"クにおける
クラス分けを用いた時空問サンプリングの検討」

浅井光太郎通信システム研究所

「60OMbpS光送信器用 ICの開発」及び「622MbpslC化光送受信器」
本島邦明通信システム研究所

「空間制御型光制御アレーアンテナのレーザ出力光強度の検三む
及び「空問制御型光制御のレーザ光出力とアンテナ放射信号

C/N。の関係」
・・小西善彦電子システム研究所

●防衛技術協会・平成元年度防衛技術協会賞

アンテナ駆動機構」
紙谷栄人・竹之内泰鎌倉製作所一・・

「武器制御装置」
望月俊美鎌倉製作所

●大阪デザインセンター・工業デザイン部門最優秀
rマイクロシーケンサ MELSEC・FX シリーズ」
三菱電機株式会社

●精密工学会・論文
「ダプルリンク式スカラ型ダイレクトドライプロボ、,トの振動解析」

・・・・・・・・・関口久由・竹下光夫産業システム研究所

●科学技術庁・平成2年度創工夫功労者表彰
「ガリウムひ素ICの良品率の向上」
光・マイクロ波デバイス研究所

朴田英

・古東啓吾

唐沢鎮男・中嶋克次郎
徳能太

長濱健彦

・前田和男

佐久間清

●科学技術庁・科学技術庁長官賞
研究功者表彰

「三次元回路素子の研究・開発」
LS1研究所・・・ー

科学技術振興功績者表彰
r捜索救助用レーダートランスポンダの開発

通信機製作所

●科学技術庁・第49回注目発明選定証

「スピーカー振動板の製造方法」
材料研究所

●日本電機工業会・平成2年度電機工業技術功
進歩賞

「水処理管理技術支援システム」
本社

制御製作所

「寒冷地用ヒートポンプエアコンの研究開発」
静岡製作所

'、

● IEEE ・ Fe110W

rファクシミリ画像信号の帯域圧縮技術の開発」
大西良一電子商品開発研究所

●ラジオ技術社・1990年度ラジオ技術誌
rvTR「NE(ノイズ・イレーズ)ヘッド」の開発」
三菱電機株式会社

●米国械学会石油部門・ The Eugene w.Jacobson Award
rFIOW LOOP Field Testing of a Gamma Ray composltional Meterj

・友田利正生産才支材:i狗f究所一・・・・・・・・

●日本印刷産業連合会・JPC通商産業省生活産業局長

「蛍光ランプHIFi ルビカ」
武井秀彦・小坂真デザイン研究所

●中日新聞社・第3回中日産業技術賞・中日新聞社賞
「A1応用エレベーター群管理システムの開発」

梅田安和・辻伸太郎・ 植谷健稲沢製作所・

・匹田志朗産業システム研究所・

者表彰

石川イ言司・水本英守

・・伊藤卓司

赤坂洋一

伏見恰也



発達賞

牛ι常者同"利用河能な小:椅・f乗用ステ,プ付きエスカレーターの
捌発」

柄沢製作所 柴田勝美・北村茂治

「36/21kV 受配磁用キュービクル形ガス絶緑開閉装m.
丸地●1作所 森義之・長谷川絡

功労賞

「世界址ノ遍吸 C'網 250MY討,275kv)分路りアクトルの窕成」
赤柚製作所 末水斉一・西英二

「ツィンフローエアコンの1削発・{蕩遍,化」
'11,q 製件所 西沢敏造ワk友秀明

「新燃焼器搭枝心紬ファンヒーターの俳j発」
群朽小U乍所 笠田利雄・村上洋二

「屯父式空父浴市機付さ石油ファンヒーターの開発」
群朽製作所 花細英・1耶・仟田保衞

●日本複合材料学会・林賞

「_・1次元強化複介材料のリ単汁*とナ刈影帳係会幻
材制研究所

●日本塗装技術協会・技術賞

「表山一界lm切1川法による余映物竹評仙1斯荊の開発」
材料研究所 ,1島本ヨ寺三・西Ⅱ_1逸排

.1EEE ' 40th Electronic components & Techn010gy conference
Best poster Award

rMechanlsm of Electro Mlgrauon ln cel'amic P丑Ckage 1Πduced by
Chip・coat】ng polyim】dej

材村研究所

上S1研究}折

●日本電設工業協会・通商産業大臣賞

r配電制御ネ"トワーク桜器J
三菱確機株式会社

西村英夫

●計測自動制御学会・技術賞

rA1エレベーター鮮鴛汪型システιリ
産業システム研究所 匹山.占朗.駒谷詳代後・1品倒豊生

●テレビジョン学会・丹羽高柳賞・論文賞

「オブザーバを用いた光ディスクのトラ,キング制御」
イく11

心 fi嫡".俳1発何1究所

●情報処理学会・平成2年度研究賞
やL<の並列分解について」

カスタム LS1設計'技術開発七ンター

●テレビジョン学会・技術振興賞・開発賞

「ハイビション VTR rU胡HL の排1発」
"f商"ぷ拶留俳究所

三菱磁機技縦・ V01.備・ NO.1

● Audio Engineering society . Fe110W

「業務用 PCM 録下弁浅及び1)AT の力'式研1発」
屯子商,Y.鯏発研究所

八田博志

●大阪デザインセンター・グッドテザイン年間賞(平成元年度優秀賞)
「マイクロシーケンサ MELSEC-FX シリーズ」
'曼確機株式会村

小j京雅イ'・布、ド正宏,中叱卜診、
il'三ヨフ' i、1f ii]

● R & D Magazine 社・ R & D I0O Award
「Mlcrowave power AmP11flers MGFC42V3742」

三菱確機株式会村.

rDlgita1 1mage slgna】 processor M65720SJ
三菱屯機株式会村.

● EIA(米国電子機械工業会)・1NNOVATIONS '90 ・

De3ign and Engineering Exhibition Award
「カラーテレビ受像機(CS-3氏10R, CS・312]R),ブロシェクシ"ン
テレビジョンヘノS・50VXI), VTR 住IS-U82),力七,トデノキ(入十

T50}山,他 4 ",1id
1芽心桜株式会;_1

@通商産業省・グッドデサイン商品選定

「1÷分野製況,(9 部門) 36',1■
三菱確機株式会村

●画像電子学会・小林正次技術賞

「カラー師止仙i符・ぢ化の国際標゛イ断乍業への貞1誠」
述イ"システム研究所

@日本非破壊検査協会・日本非破壊検査協会奨励賞

「位相符号化パルス圧縮超音波探傷裴朧とその応用」
鎌介製作所

磁子システム緋究所

,中工赫矧耶

長沢雅人

●発明協会・全国発明表彰・発明賞

r"外波形パルスの放屯加、11機の発砂上
タ,占屋製作所

朋発グループ

●日本応用磁気学会・論文賞

「交換結合4嫡膜光変訓記録媒体」
材料・研究所

産業システム研究所

東出j'樹

イiH1禎宣

@日本包装技術協会・'90日本パッケージコンテスト・物的流通(PD)賞
「ペンダント形住宅用照明器具の包裴」

牛i舌システム研究所

●発明協会

平成2年度四国地方発明表彰・発明協会会長奨励賞
「配確靴の絶緑支特構造ゴ

丸地製作所

平成2年度関東地方発明表彰・特許庁長官奨励賞
「ファクシミリ送受偏機」

通イ'汁袈製竹炉斤

デザイン研究所

平成2年度中国地方発明表彰・

rサーキソトプロテクタ」
怜Ⅲ1製作所

深兒注也・田口元久・堤和彦

中木義幸・徳永隆志

小野文孝

大泉敏郎・小林和彦

128

小池光裕

和高修三

1991

油井正幸・内谷貞犬

広島県知事賞

飯島康司

三原優

高オU扮則

原正樹



カラートビックス

●則B電場多重光記録

岳エキシマレーザリソグラフィ

●分散型機械翻訳システム

@ハイビジョン VTR

●東北確力側総合技術訓練センター向け

電力系統運転操作訓練シミュレータ

●タンデム2極タービン発電機回転子

●分路りアクトルー休形変圧器

@低減上IWL550kv GIS

●圧延機用サイクロコンバータ駆動同期電倒H裟の完成

●"凱影り放IEj川工機、'V シリーズ"

●高桜能・高性能シーケンサ<MELSEC-AnA>

●横浜市下水道局倦北下水処理場納めオンラインエキスパート

自動化システムの完成

●地球資源衛星 1号(ERS・1)搭載用合成開ロレーダ

●技術試験衛星Ⅵ型住TS・Ⅵ)搭載用 20mNイオンエンジン

●宇宙実験・観測フリーフライヤ(SFU)用航法誘導制御計算機

●次期放送衛星地球局空中線設備

●半マイクロ波帯MCA システム装匙

●米国向け自動車磁話移動局

@1SDN G4 ファクシミリ FA-7200

●多地点テレビ会議システム

●三菱 AX パーソナルコンピュータ<MAXY LT3C>

●くMELCOM8のシステム 30OGR

● 16M ビットマスク ROM

田トロン仕様に世拠した 32 ビソトマイウロプロセッサ

M32/100 をコアとする ASSP

●4.5kv,3kA 逆導通 GTO

●TFT 液品ディスプレイ

●新シリーズエレベーター<グランディ>

●ビル空調用パソケージエアコン"エアマルチ"

●薄くてスマートなパネル形誘導灯

●麻布建物繍向けビル群総合管理システム

●新幹線磁車用電機品

●地下鉄用列車無線システム

●GPS利用の自動車用ナビゲーションシステム

●バキューム直動式自動車用定速走行装置

●超静音形500 りソトル 6 ドア冷蔵庫 MR・B50J

●ツインフローエアコン<霧ケ齢>

●高画質]20型ビデオプロジェクタ"LVP・120OZI"

@生活シーン演出照明器具<シーン>

●コンパクトタイプ石油ガス化フプンヒーター KD-275V

●"ふとん快適コントロール"付きふとん乾燥機

三菱電機技報
V01.65

NO.1

( 2 )

「技術の進歩特集」目次

●極低温フリーサー

1.2 電子商品

evTR の記録磁化シミュレーシ,ン

●家庭用ディジタルVTR技術

1.3 情報処理

●プラント配管系統図面の自動入カシステム

●遠隔データベースリクエスタくMELQUERY/畍

@光ディスクを用いたマルチメディアファイル装置

●飛翔体の空力設計支援エキスパートシステム MACDAS

今ハイパーシミュレーション型理解支技環境SIMPLE

●三次元グラフィゞクサプシステム(GS5)

●CTRON OS の製品への適用

●グラフィカルユーサーインタフェース

(GUD 上の操作自動マクロ化機能

●PPK 法に基づくソフトゥエア設計プロセス支援

●OS1通偏ソフトウェア試験支援システム

●ワークステーションをべースとした

マイクロプログラム開発支援システム

1.4 電子機器

●ラティス型アダプティブアンテナ

●機体・構体の影糾を考慮したアンテナ放射パターン解析技術

●L/S帯共用高出カモノリシソク増幅器

●赤外線温度補償光学系

@抓抗整合形架中定数化S帯5 ビノトモノリシノク移相器

1.5 電子テハイス・材料技術

●ダイナミソク光ニューロチゞプ

●光三重安定累子

●モンテカルロ法による斜め回転イオン注人シミュレータ

●SIMOX 技術による薄膜S01/MOSFET

●電子機器用全属基複合材料

0マイクロ波用誘磁体

●交流用 N、sn超電導線

●SR (シンクロトロン放射光)用レジスト

●フォトクロミノケ光記録媒休

●S-VHS ・ VTR 用 MIG (メタルインギ十ソプ)ヘ,ド

●パートリアディティブ法用処電解銅めっき技術

●透過電子顕微境による磁性薄膜の磁区構造解析

1.6 生産技術/評価・診断技術

●アルミ薄膜用 ICB装諮

●高分解能イオンビーム測定装置の開発とその応、用

●GaASFET微糾パターン検査装置

●半導体圧力七ンサ用陽極接合装置

●竃礎クラッチ用低圧成升対支術

●レーザアブレーション微細除去加工

●アークシールド信号による真空スイゞチ管用笵極材1斗の

遮断性能評価技術

@パソケージ1Cの熱応力強度評価システム

●筋易型衝撃波形解析装羅

●消臭材料評価装置

●高電圧電動機エポキシ全含浸絶緑の複合劣化

メカニズムと絶縁診断技術

2.電力・エネルギー

2,1 発電

2,1.1 原子力発電プラント

2.1.2 火力発電プラント

●タービン発電機

伐9)
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(25)

】.研究

1.1 エネルギー機器

● 1.5kH2 高繰り返し KrF エキシマレーザ

●内部改質方式溶融炭酸塩型燃料電池

●総ソルテソク向け超微細加工用SOR光源装置

●京都大学納め小型超電導フルトーラス

●スペクトロメータ用超電導トロイダル電磁石

●鉦発弧式高圧直流遮断システム

@低圧気中遮断器の新限流技術

●スターリングエンジン駆動ヒートポンプの実用化技術

●石抽バーナにおける燃焼幅の拡大化

他田

伐])

(22)

(3])

(39)

(40)

姓の

仏の
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2.1.3 水力発電プラント

2'1.4 新発電技術開発

●りン酸型燃料電池

●太陽光発電システム

2.1.5 発電システム

0火力発電プラント計装制御システム

邑中・小容量自家発電設備向けディジタルコントローラ

2.2 送変配電

2.2.1 変圧器

●関西電力側大飯原子力発電所向け国内最大容呈

1、260MVA,50okV 主変圧器

2.2.2 開閉装置

●関西電力側第二湖束開閉所納め郭okv GIS

●東京電力欄浦安変電所納め 72kV縮小型GIS

●7.2kV ガス絶緑開閉装置(C・GIS)

●新形郭okv,63kA三点切りガス遮断器

●新形 204/168kv GIS 用ガス遮断器(単相操作升幻

●12/24kv,80/63kA,ばね採作ガス遮断器

●77W級ガス絶縁計器用変成器(電力取引用)

2,2.3 送配電システム

●中部電力喩西名古屋変電所納め変電所監視支援・

運転支援システム

0地磁気誘導電流測定システム

●配電線自動制御システム

2.2.4 送配電機器

●家庭用時問帯別メータ

●東京確力側向け自動検針端末器,竃子メータ

5.情報・通信

5.1 無線通信システムと機器

●ナビゲーション付き AVM装置

●多機能有青泉ページングシステム

●簡易業務用延線電話装置(FM・301/FM・303)

●ディジタルビームフォーミングァンテナ

●マイクロ波車両感知器用成形ビームアンテナ

●ディジタルビームフォーミング処理装置

5.2 光通信システムと機器

●北海道開発局日勝峠向け道路管理用 10OMディジタル

光画像伝送システム

●ディジタルビームフォーミングシステム用光データリンク

(73)
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●プレアラームリレー"BE-P シリーズ"

●VF・B形汎用高圧真空遁断器<MELVAC シリーズ>

●超限流遮断器"ニューウルトラシリーズ"

●完全自動組立て"NF30・CS形"ノーヒューズ遮断器

3.5 環境・広域システム

@大阪府水道部納め送水管理システム

●水道施設遠方監視帋11御システム"W30"

●広域監視制Ⅱ卸システム<MELFLEX"0>

●三菱総合計装制御システム<MACTUS500 シリーズ>

(42)

(42)

3.産業用システム・機器 (47)

3.1 産業プラント用電機品 (48)

目同捌屯動機駆動用サイクロコンバータくMELVEC・900OS)

●火容ナ.{, GTO・PWM インバータ<ME上TRAC410L>

Bターポコンプレノサ用大容量超高速可変速電動機システム記録品の完成

●水中サンド求ンプ用大容雌油封式水中電動機

自無停電屯源装置のシリーズ拡ノ、

●アーク炉フり,力補償用大容量アクティプフィルタ

3.2 管理・制御・計測システムと機器 (5の

合三菱化成側四日市工場納め空輪管理システム

●空湖機器集中監視制榔システム

B三菱自動車工業欄における車両新物流システム

ーバーコードの利用一

●受配電設備の監視制御システム

ー"B/NET"配電制御ネットワーク機器一

●制御装羅の劣化診断システム

●パルス圧縮超音波探傷装置

3.3 生産システムと機器 (52)

自小IWフレキシプルシーケンサ'、A2C"(COMPACT A)

B汎用シーケンサ(MELSEC>用高機能周辺機器" A7PHP"

●汎用シーケンサ<MELSEC-A>用 MAP インタフェースユニゞト

●電子バターン縫いミシン"PLK-A2016"

●王業ミシン用操作箱"XC・C"シリーズ

●32ビノトロホソトコントローラ"R-310OR"

●組立ロボットピックァーム"RV-P33"

●組立ロボ、,ト<ムーブマスタ、・・ M2 シリーズ>

3.4 汎用電機品 (55)

●誘導形ACサーポ<MELSERVO・V シリーズ>

●口ータリヒートパイプ冷却式パウダクラッチ

B配電用敬V ガス絶縁変圧器

ーー次開閉器,変圧器監視機能装備一

(43)

4.宇宙開発と衛星通信

4.1 衛星関連

日地球資源衛星1号伍RS・D 電源系

●地球資源衛星 1号(ERS・1)搭載用サーマルルーハ

今技術試験衛星Ⅵ型佃TS・Ⅵ)搭載用 30GH.帯アンテナ主反射鏡

●技術試験衛星Ⅵ型住TS・Ⅵ)搭載S帯一次放射器

●技術試験衛星Ⅵ型住TS・Ⅵ)搭載 30G出/20GH.

クラスタフィート

●技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)搭載用 30GHZ/C帯及ひ

20GH2/S帯周波数選択板

●技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)搭載用アンテナ駆動制御回路

●衛星問通信用アンテナ追尾制御系

●宇宙実験・観測フリーフライヤ(SFU)ユニソトボックス構体

●インテルサットⅦ搭載用 10W/16W 固体電力増幅器

命インテルサソトⅦ搭載用Cバンドリフレクタ

●ビーム再成形アンテナ

自TELECOM・2衛星搭載用ⅡW4CHZ帯固体電力増幅器

4.2 宇宙基地・宇宙機関連

●宇宙ステーション用直硫半導体迎断器

●宇宙往遷機轍OP動搭載用耐熱アンテナ

合ドソキング機構とダイナミクスシミュレータ

●静電浮遊炉

4.3 宇宙用材料・部品関連

●三次元強化トラスジ,イント

●平板型ヒートパイプ

●技術試験衛星Ⅵ型(ETS・Ⅵ)搭載用帯篭電位モニタ

4.4 衛星通信地球局・天体観測

●KU惜4 ビーム小梨地球局用アンテナ

●Ka バンド50W電力増幅器

●移動体衛星通信用フェーズドアレーアンテナ

●インマルサット第三世代海岸地球局設備用送受信周波数変換装凪

●lntegrated lDR/山S MODEM MS2000

●ビジネス衛星通信(VSAT)用小剛広帯域IF分波器

●ディジタル回線多重化装睦①CME)"DX・3000"

●衛星通信利用社内教育システム

●4メートル短ミリ波望遠鏡

(45)
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●新同期インタフェース LSI

●]56/622MbpS双方向波長多重伝送用光送受信器

●622Mbps HDTV 光伝送装置

5.3 有線通信システムと機器

●口ーカルエリアネ,トワーク<MELNET RI00>

●ホスト接続ファクシミリ配信装置(MELFANET・10畍

●建設省向け時分割多重化装置

●高精細カラー静止画会議システム"HRG-200"

0ISDN利用遠隔監視システム

@普通紙記録フフクシミリ FA・5600

●ビジネスパーソナルファクシミリ FA-320

●放送品質オーディオコーデソク

●音声メール装耀FAX機能 ES500OX

●計算機用 ISDN インタフェースポード'、1CCP"

●24 ビソト浮例y卜数点 DSP(M3590のによる音声信号処理 LSI

●高解像度ディジタルスキャンコンハータ

5'4 コンピュータとワークステーション

●物販・サービス分野向け高桜能型プリペイドカードシステム

●オフコンによる分散型短時問報告賄床検査システム

●オープンシステム化を推進する三菱設計支援システム

(MELCAD-MD+>

●ME シリーズ用機械系CAE システム

●制御系CAE システム

●共通文書ファイルフォーマット(CDFF)による文書交換

●<MELCOM EX800 シリーズ>モデル EX860Ⅱ/EX870Ⅱ/EX880Ⅱ

●くME上COM8のシステム卯GR (V)

●32 ビノトノートパソコン MAXYNOTE386

●三菱マルチワークステーション M3307E

●ターミナルレーダ帖報処理システム(ARTS)

5.5 周辺・端末機器

●ダイレクト才ーバライト可能光磁気ディスク

●90mm当・換形光ディスク装識

●高品質・高速印刷オフライン漢字プリンタ M部80

●E1880H/G/F型大容量磁気ディスク装置

●問画質モノクロ VCPSCT・P66

●超高解像度デュフルスキャンディスプレイモニタ

(74)

●半導体用 UCB (ult捻 Cle帥 Blaster)装置(アイスクリーニング)

●宇宙用高精度パソケージング技術

●世界最大容量 4M バイトワンタイム PROM 力ート

@]EIDA PC9 Ver.4 準拠 2M バイト SRAM 力ード

●EEPROM 内蔵ワンチップマイコンカート

MF5802-X X XC/PX X X, MY5802-X X XF

6.2 半導体素子

●半導体レーザの高性能化・製品化

●フフイバアンプ励起用 1.48μm高出力半導体レーザ

●超低雑音HEMTデバイス

@電子ビーム直接描画による超低雑音エアプリノジゲートHEMT

●インテリジェントパワーモジュール

●家電インバータ用 ICBT

●へりウムの部分照射による IGBT のライフタイム制御

6.3 電子テバイス

●]7形高解像度ディスプレイ用カラーブラウン管

● 2 ビーム分離光へフド用トラッキングセンサ

●高密度プリント配線板用耐熱基板材料HHR

●枯朋旨密着性向上のためのりードフレーム表面処理技術一MAOX処理一

( 79)

6,半導体と電子デハイス

6.1 集積回路

●高性能・多機能第二世代4M ビ,ト DRAM

● IM ビントフラッシュ EEPROM

●IM ビゞト高速 SRAM

● 2層七ルプレートを井つ新スタソク型 64M DRAM セル

●M32 ファミリ周辺用キャ,シュコントローラ/メモリ住伯2/CCM)

●超高速16ビソトワンチソプマイクロコンピュータ

● 1.0 μmcMOS ゲートアレ、・・ M60050, M60060 シリーズ

●HDD 用 5V 単,ー・電源信・号系りニア 1C

●LBP ポリゴンスキャナモータトライバ用 IC M54683FP

●GaAS プリスケーラ 1C

●電話機用 DTMF レシーバー 1C M50177P

●三次元適応型ディジタルY/C分離LSI

●ディジタルビームフ才ーミング用 LSI

●0.8μm アルミ 2層配線プロセス技術

●TEOS・03 牙ご常圧 CVD技術

●BBr.混合ガスを用いた AISICU膜の高選択性エッチング

●中問位相を持つ位相シフトマスク

●同期設計ASIC用静的タイミング検証プログラム TACS

●カスタム LS1統合設計システム

●半導体パッケージ検査の自動化技術

フ.建築関連設備

フ.1 昇降機

BVVVFインバータ制御を用いた超高速エレベーター

●エレベータードア用ヒューマンセンサ

●車いす使用者・健常者同時利用形車いすエスカレーター

フ.2 冷凍・空調機器

●冷暖祠時マルチ空調システムの制イ釦'F・VPM"

●大型冷暖祠時マルチエアコン"セントラルマルチ"シリーズ

● 2管式冷暖同時マルチ<シティマルチR2 シリーズ>

●空調用送厘畴幾ツインフフン同時給排シリーズ

●<ストレートシロ,コファン>天吊カセ"トシリーズ

●パチンコ店用パソケージエアコン

●冷暖房十給湯用空気熱源ヒートポンプチラー

●特定フロン規制対応、スクロール圧縮機搭載冷凍機

●特定フロン規制対応、ロータリ圧縮機搭載冷凍機

●フロン規制対応、低温用口ータリ圧縮機

●冷蔵庫用超静音横橿圧縮機"FLZ"

●業務用<ロスナイ>天吊埋込形インバータ付き

●ショーケース用蛍光ランプ"鮮度グー"

●多機能マイコン搭載"飲料用"電気給湯器

フ.3 照明

●照明環境シミュレーションシステム

●三菱B/NET照明制御システム

●幾何学模様ルーバ付き大型ダウンライト<カスタリア>

フ.4 ビル管王里システム

●紀尾井町ビル向けインテリジェントビルシステムくM山ASS)

●中小規模ビル向け三菱ビル管理システム<MELBAS-WI000>

●中大規模ビル向け三菱ビル管理システムくMELBAS-W200の

●ビル遠隔監視サービスシステム<メルセントリー S>

●IC力ード対応の入退室管理システム

●指紋照合装置

●三菱パ・,ケージ発電装置 PG・K シリーズ

(]04)
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8.交通

冉〒一
気鉄道8.]

●磁気浮上式鉄道

●東日本旅客鉄道欄向け施設オフコンシステム

●新潟交通総向けバスダイヤ編成支援システム

●交直流電気機関車



●交直流電気機関車用ブレーキ装置

●車両駆動用インバータ制御装置

●車両用チョノパ缶噺卸装置

●車両用車内案内表示システム

●ATS・P用列車番号設定器

●車両用主電動機

●電鉄変電所用ディジタル形保護継電装置くMULTICAP・畍

畠車両用空気調和装置

8.2 自動車ー,ー

●トラクションコントロール用コンピュータユニット

●V6DOHCエンジン用電子燃料噴射装置

●ヒートレジスタ式エアフローセンサ

●卓載恬報システム

●触媒糸化作用最適化のための燃料制御方式

■車両後方監視用小到テレビ装置

発
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9.家電関連機器

9.1 映像、音響機器

●高画質 BS 内蔵超大型 CTV CZ505 シリーズ

●高画質・多機能・編集対応 VTR HV・V7000

●投射形ハイビジョンビデオプロジェウタ LVP・200IHD

●36'ハイビジョンディスプレイ

舎MUSE デコーダ

●MUSE・NTSC コンバータ UC-5000

●カラービデオプリンタ CP・10

売元

●高画質・高音質ムービー MV・S70, MV・S60

●帯電防止型ハイコントラストプラウン管"純プラ,ク管"

●31型高画質カラープラウン管

●VTR, TVの高画質化技術

9.2 HA ,家庭情報機器

●三菱ホームバス・ HA システム HS-200

●コードレス留守番電話機TL・SR50

9.3 家電・住設機器

●水位目盛がはっきり見えるマイコンジ十一炊飲器

●スピードトースト機能付きセラミソクフライパンのオーブンレンジ

目高出力電磁調理器CS・20ICS

●ハイパワー"超肉厚 10mm"のホ、,トプレート

●お掃除簡単,手問要らずの全自動コーヒーメーカー

●角形・大容{辻で使い勝手の良いキ,チンドライヤー

●冷凍冷蔵庫へのフプジイ制御導入

●"家庭用時問帯別料金制度"対応の温水器

争始めから愨わりまで"血倒慨用"の確気揣除機

●デラックスタイプ石油ガス化フプンヒーター KD-D/DL/DA

●自然対流ルームヒータ、・・ NF・120S

●ハイキャッチ形レンジフードファン

●<ロスナイ>エアモニター

●エアコン室外ファン用 DC ブラシレスモータ

●照明・換気システム<ケラルテール>

●サラウンドライティングシステム(サラウンド>

●色忠実11i」見J杉蛍光ランプ" H'・F'<ルピカ>"

]99]年]月22日

199]年1月25日
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<次号予定>三菱電機技報 V01.65 N0 2 最近の ASIC技術特集

特集論文

●ASIC特染に寄せて

儒システムの動向と ASICの現状と展望

@多層配線技術

@0.8μm cMOS ASIC プロセス

田セルベース設計用モジュールジェネレータ

田0,8μm cMOS ゲートアレー

@].0μm cMOS ゲートアレーM60060シリース

●32ビノト CPU コアを内蔵した ASSP の開発手法
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●ASIC1寸応パソケージング技術の最新動向

●ディジタルオーディオの高音質化へのアプローチ

@低消費電力・映像用 CMOS A/D コンバータ LSI

命ISDN 基本インタフェース用 LSI

●CB-1設計システムを用いた 8KbpS単体交換可能な

大容1部1分削スイ,チ 1ぶ1

圃FAX 用画像処理コントローラ M66332FP

@光ディスク用誤り訂正LSI
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三菱電機エンジニアリング株式会社内

「三菱電機技報社」 Tel.(03) 3218局2806

東京都千代田区神田錦町三丁目]番地(〒101)

株式会社オーム社

Tel.(03) 32器局06414U,振替口座東京 6-20018

1部721円(本体700円)送料別

年問予約は送料共9,373円(本体9,]00円)

所

定



卸三菱昇剛散卿脱設例

1.東京セサミプレイス納め
超高揚程エスカレーター

子供を対象としたチルドレンズパーク

、東京セサミプレイス"がオープンした。入

場ゲートと小高い丘の上にあるパークを結

ぶ2基のエスカレーターは,丘陵の傾斜面

に沿って設置され,高低差如.8m。世界で

も有数の高揚程屋外エスカレーターである。

子供たちの安全に配慮するとともに,周囲

景観と調和した意匠仕上げとしている。

1.ホテルゴールデンセンチュリー
(長野県)

ホテルゴールデンセンチュリーは,長

野県佐久市に開業した,本格的なシティホ

テルである。

ロビーの,累明は,2舶VVメタルハライドラ

ンプのダウンライトと卯W白熱灯即灯のス

トラスビーズ大形シャンデリアを中央に 1

基,その周囲に同一形状中形シャンデリア

4基を配置している。

.

3.ジャスコ北戸田ショッピング

センター (埼玉県)

ジャスコ北戸田ショッピングセンターは,

大形核店舗のほかに130の専門店を擁する

大形シヨッピングセンターである。

セントラルコートは,4層吹抜けの高天

井部に lkvVメタルハライドランプのダウ

ンライトを配置し,明るく広がりのある空

間をつく絶のり出している。

^、.^

2. BANK OF CHINA
(香港)T口WER

香港島中環地区に地上70階,地下3階建

の東洋一の超高層ビルBANK OF

口HINA TOVVERがしゅん(竣)工した。

ざん(斬)新なデザインの建物は,香港のラ

ンドマークタワ一として注目されている。

速度30om/mln,曲面ガラスの内装かこ室

を含む45台のエレベーターと高級鏡面仕上

げのエスカレーター4台を備えており,こ

れらをCRT監視盤によって集中監視する

システムとしている。

ま3凡^つ

、,

4.平等山阿弥陀院光寺(埼玉県)
埼玉県川口市にある善光寺は,荒川河畔

に面して高い本堂をもつ名利で,荒川鉄橋

を渡るURの車窓からもよく見える。

照明は建物の朱塗りがよく映えるように,

高圧ナトリウムランプ(3印W)を広角形配

光の投光器と組み合わせ,2台 1セットで

寺を取り囲むように4箇所,さらに荒川鉄

橋側に重点的に2箇所設置している。
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2.養命酒製造本社ビル(東京都)
東京渋谷・道玄坂上に,薬用酒として名

高い養命酒の本社ビルがこのほど完成した。

内装も趣向の豊かなものになっているが,

写真は社員食堂の照明で,パイプを三角形

のトラスに組み,その中に照明器具を組み

込んで,吹抜け空問にマッチした幾何学的

なデザインになっている。
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